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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ　──決められた未来










　夕方のチャイムを聞くと、なぜかいつも少し、僕はせつない気持ちになる。


　もう、遊びの時間は終わったんだよ、と言われているような気がして。


　みんなであんなに笑って過ごしていたのに、それはもう終わりで、家に帰らなきゃいけないんだよ、と、言われているような気がして。


　もちろんもう子供じゃないから、五時を過ぎたからって家に帰らなきゃいけないわけじゃないけれど。


　五時のチャイムが鳴ったからって、帰らなきゃいけないわけじゃないけれど。


　でも、


「……もう、誰だれもいないや」


　と、僕は呟つぶやく。


「……みんな、帰っちゃったのかな」


　と、僕は呟く。


　教室には誰もいない。


　回りを見回しても、誰もいない。


　陽が落ちて、窓から入ってくる陽ひ射ざしは赤い。


　その、窓のほうへと僕は目を向けようとして。


　しかしそこで、


「大たい兎と」


　と、声がする。


　廊ろう下かのほうから、女の子の声がする。


　僕はその声のほうへと目を向ける。


　するとそこには、一人の少女が立っている。


　美しい少女だ。


　ひどく美しい少女だ。


　その子は宮みや阪さか高校のセーラー服を着ている。赤い陽射しに照らされて、その白いセーラー服もうっすらと赤く見える。


　彼女を見ると、僕の胸の奥にある心臓が、どくんっと一つ、鼓こ動どうするのがわかった。


　僕は、その子のことが好きなのだ。


　だからその子を見つめて、


「あ、いたんだ」


　と、言う。


　すると彼女は微笑ほほえむ。


「いるよ」


「チャイムが鳴ったから、帰っちゃったのかと思ったよ」


「あはは。大兎をおいて、帰ったりしないよ」


　と、彼女は笑う。


　そしてその言葉に、僕は安心する。


　ひどく安心する。


　自分が独り、ここにとり残されたわけじゃなかったんだと知って、僕は安心する。


　その間にも、五時のチャイムが鳴り続ける。


　子供の時間の終わりを告げる音が、学校中に響ひびき続ける。


　そのチャイムの音の中、少女が言う。


　嬉うれしそうにこちらに手を伸のばして、


「…………」


　なにかを、言う。


　しかしよく聞こえない。


　チャイムの音がうるさくて、よく聞こえない。


「聞こえないよ」


　と僕が言うと、少女がもう一度、


「……ろ」


　と、言った。


　でも、やはりうまく聞こえない。チャイムの音がうるさくて、ちゃんと彼女の声が聞こえない。


　だからもう一度僕は、


「なに？」


　と聞く。


　すると少女が、今度は聞こえるように、


「後ろ」


　と、言った。


　それに、


「後ろ？」


　僕は答える。それから振ふり返る。教室の、窓のほうへと目を向ける。


　やはり陽射しが強い。


　太陽が沈しずもうとしていて、真っ赤な光が窓から入ってきている。


　僕はそれに目を、細める。


　自分の瞳ひとみが、光に慣れるのを、待つ。


　そして、


「後ろがどうしたの？」


　と聞く。


　だが、返事がない。


　相変わらずチャイムがうるさくて、彼女の声が聞こえない。


　だから僕は、目をこらす。


　真っ赤な光で見えにくい、窓の外へと目をこらす。


　すると少しずつ目が慣れてきて、窓の外の景色が赤いのは光のせいじゃないということに、気づく。


　外の景色を赤く染めているのは、夕陽じゃないと、僕は気づく。


　だから僕はその、赤を見つめて、


「……血だ」


　と、言った。


　窓の外の景色を埋うめ尽つくしている赤を見つめて、僕はそう呟いた。


　するとそこでまた、声がする。


　少女の声だ。


　僕が愛している、少女の声だ。


　その声が言った。


「ねぇ大兎」


　僕はその、声のほうを見る。


　するとそこにはやはり、こちらを愛おしげに見つめている、少女が立っている。


　美しい少女が立っている。


　その、少女が言う。


「やっと、二人っきりになれたね」


　と、言う。


　それに僕は言う。


「みんなは……みんなはどこにいった？」


　すると少女は微笑む。


　楽しそうに微笑む。


　嬉しそうに微笑む。


　妖よう艶えんな、美しい顔で微笑んでもう一度、


「やヽっヽとヽ二ヽ人ヽっヽきヽりヽにヽなヽれヽたヽねヽ」


　と、そう言った。


　その間にもチャイムはどんどん、音量を増していく。


　鼓こ膜まくが破れてしまいそうなほどに大きく、大きく、音を増していく。


　視界を埋め尽くすのは赤だ。


　赤、赤、赤。


　血の、赤。


　僕はそれに、言った。


「みんなは、どこにいった？」


「あはは」


「月げつ光こうや、美み雷らいは……」


「あははは」


「俺の両親や、妹は」


「あははははは」


「おまえはいったい……」


「あははははははははは」


「いったい、なにをしたんだ？」


　しかし彼女は、笑う。


　嬉しそうに。


　楽しそうに。


　寂さびしそうに。


　せつなそうに、笑う、笑う、笑う。


　そして小さく、


「やっと、みんないなくなった。だから、《幸福》の魔ま法ほうを使いましょう。あなたと、私のために」


「おまえは……」


「あなたと私、だけのために」


「おまえはいったい……」


「愛してるわ、大兎」


　と、少女がこちらに近付いてくる。


　そっとこちらに、近付いてくる。


　そして僕の胸に抱だき着く。


　華きや奢しやな身体からだで、ぎゅっと僕に、しがみついてきて。


「…………」


　僕は、彼女の顔を見下ろす。


　彼女の、美しい顔をじっと見下ろす。


　そして聞く。


　少女を見下ろして、僕は聞く。


「おまえは……」


　僕は震ふるえながら。


　恐きよう怖ふに震えながら、聞いた。


「おまえは、ヒメアも殺したのか……？」





　するとそれに少女は笑って──























　そして《幸福》の鐘かねが、鳴り響き始めた。


















　　　第一章　夏の終わり










　ふと目を覚ますと、まだ夜中だった。


「…………」


　明かりが消えている暗い部屋。


　自分の部屋だ。


　その暗い天てん井じようを見上げながら、


「……あ～、なんか、嫌いやな夢を見たなぁ」


　と、鉄くろがね大たい兎とは呟つぶやいた。


　それから上半身を起こす。ふぅっと小さくため息をつく。


　今日は空が曇くもっているのか、月明かりも窓から入ってこない。おまけに家の前の街灯も一つ壊こわれてしまっているので、電気を消してしまうと部屋は、本当に真っ暗で。


　それに、


「いま、何時ぐらいだろ？」


　と彼は呟く。


　部屋の時計を見ようとするが、やはり暗くて見えない。だから彼はベッドから出て、机の充じゆう電でん器に立てかけておいた携けい帯たいを取る。開く。するとディスプレイに、時刻が表示される。


　時刻は、二時二十二分だった。


　２：22と、２並び。その無む駄だにぞろ目な数字を見て、それから自分が眠ねむりについた時間を思いだす。


　確かベッドに入って目を閉じたのが、十二時をちょっと過ぎたくらいだったから、


「なんだよ。まだ二時間しか寝ねてねぇじゃんか」


　と、彼はあまりの自分の睡すい眠みん時間の短さに、うめくように言ってみる。


　しかしその声とは裏腹に、もう、まったく眠くなかった。


　妙みように意識が冴さえ渡わたってしまっていて、静まり返った夜の音ねが、少しずつ大きく聞こえてくる。


　たとえば自分の、心臓が脈打つ音。


　規則的な音を鳴らす、時計の秒針の音。


　窓の外で吹ふく、風の音。


　それから隣となりの部屋で、妹のユイカがこんな時間なのにまだ、携帯で誰だれかと話している音まで聞こえてきてしまって。


　それに大兎は、妹の部屋のほうへと目を向け、


「あいつ、こんな時間なのにまーだ起きてんのかよ」


　と、呟く。


　それから、


「彼氏でも出来たか？」


　なんて言って、薄うすく笑う。


　それからもう一度ベッドに横になろうかな、と思うがしかし、


「…………」


　もう、完全に目が覚めてしまっているようだった。二時間しか寝ていないのに、まるで疲ひ労ろう感かんもなく、眠ねむ気けもなく、完かん璧ぺきに意識が覚かく醒せいしてしまっていて。


　それに、彼はもう一度携帯のディスプレイを見る。しばらく操作をしなかったから、ディスプレイの明かりは消えている。そしてその暗くなったディスプレイに、自分の姿が映っている。


　ちょっと寝ぐせがついた茶色がかった髪かみに、まだ子供っぽさの残る表情。


　前と変わらない、どこにでもいる、ごく普ふ通つうの高校生の顔だ。


　だが彼は、普通の高校生じゃない。


　いや、おそらくもう、人間ですらないだろう。


　この夏休みの間に、彼は《軍》に人体実験の材料にされ、体の中に化物を二匹ひき入れられ、壊されてしまったのだ。


　そして自分の意識を失って、かなり長い時間あちらこちらを飛び回っていたらしい。


　その間の記き憶おくはいまいちないのだが。


　おまけにその、意識を失っていた間、外で自分がいったい、なにをしていたのかもあまり覚えていないのだが。


　しかし少なくとも、自分が普通の人間からは大きく乖かい離りしてしまった、ということだけは、わかる。


　なにせ、


「……こんな暗いのに、ディスプレイに映った自分の姿が見えるのがもう、おかしいよなぁ」


　などと、呟く。


　それは暗くら闇やみに目が慣れたとか、そんなレベルの話じゃなかった。


　本当に部屋は暗くて、闇に目が慣れたからといって黒いディスプレイに映った姿など見えるはずがないのだ。


　しかし彼は、それが見えてしまう。見ようと目をこらせば、瞳どう孔こうが大きく開き、さらに周囲のかすかな光を瞳ひとみが吸収し始めて、暗闇を見通せるようになってしまう。


　少し前の大兎には、そんなことはできなかったはずなのに。


　ヒメアに不死の力をもらって、十五分以内に七回死ななければ死ねない、なんて奇き妙みような体になってしまっていたときでも、彼はそんなことはできなかったはずなのに。


　いまは、あのときとは比べ物にならないほどに大きな力を、彼はその身に宿してしまっていて。


　それに、


「……俺ってば、ちゃんと人間に見えてんのかね？」


　と、心配になるほどだった。


　まあ、二十日ちょっとぶりに家に帰ってきたときの家族の反応を見る分には、前と同じ、平へい凡ぼんな高校生に見えているっぽかったけど。


　と、もう一度、声が聞こえてくる隣の部屋を見る。


　しかしおそらく、これもおかしかった。


　なぜなら妹はいま、声をひそめて話していた。


　当然だ。


　彼女はまだ、中二なのだ。


　こんな時間まで携帯で話してたら、少なくともうちの両親は、怒おこる。


　しかし大兎には、その妹のひそめた声が聞こえてしまう。もちろん、話の内容はわからないが。


　いや、もしかしたら耳をすませば、他の雑音を排はい除じよして、妹の声を聞こうとしさえすれば、話の内容を聞くこともできてしまうかもしれない。


　妹がこそこそ、誰となにを話しているのか、聞くことができてしまうかもしれない。


　そしてそれに大兎は一いつ瞬しゆん、耳をすませそうになって、


「……あ～」


　と、言った。


「ええと」


　と、困ったように言ってから、


「ほんとに彼氏とかだったらちょっとだけショックだから、やめよ」


　小さく笑って、耳をすますのをやめる。


　それから暗くなった携帯を閉じ、顔をあげる。


「喉のど渇かわいた」


　と、部屋の扉とびらを開き、廊ろう下かに出る。


　そしてその音に、妹の部屋でちょっとだけ慌あわてるような音がする。もちろんそれも、本当にかすかな音なのだが、大兎にはそれがわかってしまう。


　妹が、親がきたと思ったのか慌てて携帯を閉じ、さらに布団に潜もぐりこむような音を出すので、それに大兎は笑う。


　それから階段を降りて、一階へと向かう。


　一階も暗い。


　両親ももう、寝てしまっているようだ。


　それに彼はうなずき、キッチンへと向かう。冷蔵庫を開けて、ウーロン茶のペットボトルを出しかけて、


「これ飲んだら、もっと眠れなくなっかな？」


　と呟いて、やめる。


　それからカルピスの五〇〇ミリペットボトルを取る。その場で飲もうかどうか悩なやみ、とりあえずグラスを二つ持って、二階へと戻もどる。


　すると案の定、妹の部屋の、『絶対にノックするよーに！』と書かれた木札がかかった扉が、薄く開いている。


　その隙すき間まから、妹のユイカがこちらをうかがうようにのぞいてきていて、大兎の姿に気づくと、


「なんだ、お兄ちゃんかぁ」


　と、ちょっと安心したような声で言って、扉を開いてくる。


　大兎と同じような、茶色がかった髪に、大兎よりは少し白い肌はだ。ピンクのパジャマを着た、華きや奢しやな、まだお子様体型の妹の姿に大兎は言った。


「中二で彼氏は早くね？」


　するとそれにユイカが驚おどろいたように目を見開き、


「盗ぬすみ聞ぎきしたの!?」


「いやしてないけど、でも、隠かくれて電話してたんだろ？」


「え、もしかして部屋の外に、声響ひびいてる？」


　それに大兎はちょっとだけ意地悪そうな顔を作って、


「丸聞こえ」


「うそばっかり」


「はは。ま、俺が部屋出たら慌てたような音がしたから、鎌かまかけてみただけなんだけど」


「ああ、それでバレたのかぁ」


「で、彼氏？」


　と、大兎はもう一度聞く。


　するとそれにユイカは肩かたをすくめて、


「残念ながら、女友達でしたー。彼氏なんかいないよ」


「そなの？」


「うん」


　と、ユイカはうなずく。それからなにかに気づいた、というような顔になって、


「あ！　でも勘かん違ちがいしないでよ？　これでも私、モテるんだからね！」


「へぇ」


「ほんとだぞ！」


「へぇへぇそうですかー。それじゃあお兄ちゃん心配だなぁ～」


　なんて笑いながら、大兎は二つ持ってきたグラスを掲かかげる。


「まあそれはともかく、カルピス飲む？」


　と聞く。


　するとユイカが不満そうな顔になって、


「太るじゃーん」


　と言いながらも、あっさりグラスを受けとる。


「飲むんじゃん」


「飲むけどさ～。太ったらお兄ちゃんのせいね？」


　それに大兎は笑って、ペットボトルを開ける。ユイカのグラスに注いでやる。


　それから、


「んじゃ、早く寝ねろよ」


　と言って、自分の扉を開ける。部屋に入る。すると背後からユイカも部屋に入ってきて、大兎は振ふり返る。


「なんで入ってくんのよ？」


「暇ひまだから」


「こんな夜よ更ふかししてたら朝起きられなくなんぞ？」


「夏休み中だもーん」


　なんて言いながら、ユイカは勝手に部屋の明かりをつけてしまう。それから大兎の学習机の椅い子すに座って、カルピスを飲み始める。


　それに大兎は肩をすくめ、ベッドに腰こしかけると、自分のグラスにもカルピスを注いで、飲む。


　甘い。


　とそこで、ユイカが聞いてくる。


「お兄ちゃんのほうこそ、どうなのよ？」


　それに大兎は首をかしげて、聞く。


「どうって？」


「彼女」


「うん？」


「彼女いないの？」


　その言葉に、大兎は妹を見つめ、それからふと、目を右のほうへと向ける。


　するとそれに、ユイカが敏びん感かんに反応する。大兎が見た方向へと目を向け、


「あ、あ、いま、お兄ちゃん、遥はるかちゃんのこと考えたでしょ？」


　なんて言ってきて。


　ちなみにいま、大兎と、ユイカが見た方向は、時雨しぐれ遥の家がある方角だった。


　小六のときからずっとお隣となりの、幼おさな馴な染じみ。


　そして大兎と遥はもう、まるで兄姉かなにかのようにしょっちゅう遊んでいたので、大兎の妹であるユイカとも遥は仲がよくて。


　それに、ユイカがにやにやしながら言ってくる。


「ねねね、お兄ちゃん、ぶっちゃけ遥ちゃんと、どうなってるの？」


　という言葉に、大兎は妹のほうを見て、答える。


「どうって、どうもなってねぇよ？」


「うっそだ～」


「ほんとだって」


「だって遥ちゃん、あきらかにお兄ちゃんのこと好きじゃん？」


「そなの？」


「そなのって、まさかそれも気づいてないの!?」


　という言葉に、大兎は困ったように顔をしかめる。


　当然、気づいてないはず、ないから。だって、いつも彼女は自分のそばにいてくれたのだ。なにをするときも、本当にいつも一いつ緒しよにいてくれて。怪け我がで空手をやめたときも、ずっとそばでにこにこ笑ってくれていて。


　そうじゃなくてもお年ごろの男女なのだ。


　仲のいい女子なんかいた日にはもう、クラスでは大事件として扱あつかわれちゃうくらいに、敏感な年ごろなのだ。


　いくら大兎が恋れん愛あい経験があまりなくて、そういうことにうとくたって、さすがに、遥が自分のことをどう思ってくれているかは、わかる。


　少女漫まん画がでいえば、もう、最終巻直前で、あとは男の子からの告白を待ってもらってるような状じよう況きようだと、大兎にもわかっている。


　だが、それを彼は延々と先延ばしにしてきていたのだ。


　理由は、いろいろあった。


　たとえばまだ、恋愛とかは早いんじゃないかなぁとか、もしくは頑がん張ばってた空手を怪我でやめることになって、ちょっと自分に自信がなくなってしまった、とか。


　そしてなにより、ヒメアが現れてしまった、というせいもある。


　昔に約束した女の子が現れて。


　さらに自分はその子に、洗脳の魔ま法ほうをかけられていた、なんていう、ちょっと特とく殊しゆな事情に巻き込まれているうちに体を改造されたり、暴走したりと毎日忙いそがしくて、ちょっと恋愛どころじゃなかったのだが。


　でも。


「…………」


　とそこで、ユイカがこちらに指をびしっと向けて、まるでお説教でもするかのように言ってくる。


「あのね、お兄ちゃん」


　それに大兎は妹のほうを見て、言う。


「なによいきなり」


　するとやはりユイカはこちらを指差したまま、


「言っとくけど、遥ちゃんとお兄ちゃんは、釣つり合ってないからね？」


「へ？　釣り合ってない？」


「そそそ。あんなに性格のいいかわい子ちゃんが、人じん畜ちく無む害がいなへらへら君を好きになってくれるなんて、奇き蹟せきだよ、奇蹟！　そこ、ちゃんとわかってる？」


「ええと、へらへら君って、俺のこと？」


「うん」


「いや、そんなあっさりうなずかれても」


「うん」


「いやだからね」


「って、そんなのはどうでもよくて！　お兄ちゃん、ほんとぼやぼやしてると、遥ちゃんどっかの男に、ずばっと取られちゃうよ？」


　なんて、ユイカが言う。


　それに大兎は、もう一度遥の家のほうへと目を向けてから、聞く。


「ずばっと？」


　するとユイカが真顔でうむっとうなずき、なぜか手でチョップの形を作って、


「ズバババっとね」


　なんて言ってくる。


　その、妹を見つめて大兎は言った。


「なぁユイカ」


「うん？」


「俺、さすがにその効果音は、いまの話にあってない気がする」


　するとそれに、妹も自分のチョップな手を見下ろして、


「ま、それは私も思うけど」


「はは」


「でも笑いごとじゃないよ？　私遥ちゃん好きだから、お兄ちゃんと結けつ婚こんして、遥ちゃんがお姉ちゃんになってくれるんならいいなーとか思ってるんだから」


「は？　結婚？」


「そそそ」


「それちょっと気が早すぎね？　俺らまだ高校生だぞ？」


　と、大兎が言った瞬しゆん間かん、ユイカの目がきらりと輝かがやき、


「あ、あ、俺らって言った！　俺らって！　やっぱりほんとは付き合って……」


「付き合ってないって」


「絶対信じません宣言！」


「なんだよそれ」


「あはは」


　と、勝手に意味不明な宣言をして、ユイカはもう一口カルピスを飲む。グラスを机に置く。それからこちらを向いて、


「それともあんないい子をほっぽっとくなんて、お兄ちゃん、実は他に好きな子とかいるの？」


　なんて聞いてくる。


　他に好きな子とかいるの？


　という、その問いに。


「…………」


　大兎は頭の中に、一人の少女の顔が浮うかんできてしまうのを、感じた。


　ヒメアの顔だ。


　大兎のことを好きだと言って、嬉うれしそうに笑うヒメアの顔。


　そばにいられるだけで幸せだと言って、楽しそうに笑うヒメアの顔。


　あんなに人間が嫌きらいなのに、なぜか大兎のことになるといつも一いつ生しよう懸けん命めいになってくれるヒメアの顔。


　そしてそんな彼女が、言うのだ。


　もう、あきらめきったような顔で、言うのだ。


　泣きながら、言うのだ。


　遥ちゃんのほうが、好きなんだよねって。


　私の顔なんて、見たくないんだもんねって。


　こんな醜みにくい、汚きたならしい魔ま女じよなんか嫌いだよねって、彼女は、ひどく自信を失った顔で言うのだ。


　まるで自分を責めるような顔で、言うのだ。


　彼は約束したのに。


　彼女を守るって。もう二度と泣かさないと、約束したのに、あんなふうに追い詰つめてしまって。


「…………」


　だから大兎は、守りたいと思ったのだ。


　九年前に約束したのと同じように、彼は、守ってやりたいと、そう思ったのだ。


　だって彼女には、自分しかいないから。


　ヒメアには、自分しか……


　と、そこで、ユイカが言ってくる。


「お兄ちゃん？」


　それに大兎は顔を上げる。


　すると妹が少しだけ怪け訝げんな表情で、


「え、お兄ちゃんまさか、ほんとに他に……」


　が、それを遮さえぎって、大兎は言う。


「って～かユイカ、なんか今日はずいぶん恋愛話で押すなぁ。やっぱさっきの電話、彼氏だったんじゃねぇの？」


　するとそれに、ユイカはきょとんとしたような顔で、こちらを見る。それから少しだけ真しん剣けんな、それでいてつまらなそうな顔になって、


「いや、私さ」


「うん」


「実は、好きな人いないんだよねぇ」


「ふむ」


「友達はみんな、誰だれ々君が好きーとか、きゃー○○君かっこいーとか言ってるんだけどねぇ」


「うん」


「それにさっきの電話もさー、彼氏に浮うわ気きされたーって電話で。好きな子すらいない私に相談されてもさーってね」


　それに大兎は笑って、


「ああ、だから今日は恋愛話モードなわけ？」


　と言うと、ユイカはこちらを見て、ちょっとだけ不満げに唇くちびるをとがらせる。


「お兄ちゃんは、遥ちゃんみたいないい子がそばにいるから余よ裕ゆうでいいよねぇ。なんか、運命の相手がお隣となりに越こしてきちゃいましたーとか、うらやましすぎ。そんなの少女漫画だけの設定やんかー！　と、やり手お笑い芸人ばりに鋭するどく突つっこみを入れたいです」


「誰によ？」


「神様に」


「おまえの相方、大物だなー」


　と大兎が言うと、妹は胸を張って、


「なにせ私だからね～ん」


「おまえは何者なのよ？」


「ふふふ、鉄のユイカ様とは私のことです」


　と、彼女は適当なことを言ってから、カルピスを飲む。


　それに大兎もつられてカルピスを飲んでから、


「…………」


　いま、ユイカが言った言葉に、確かになぁと、思う。


　もちろん鉄のユイカ様がどうこうとかいう馬ば鹿か発言の部分じゃなくて、運命の相手がうんぬんの部分だ。


　たまたまお隣に遥のようなかわいくて優しい子が越してきてしまって、おまけにその子が、自分のことを好きになってくれているのだという。


　いつごろから遥が自分のことを好きになってくれていたのかはわからないが、でも、たぶん、もう何年も前から好きでいてくれて。ずっとそばで笑ってくれていて──なんていう話を客観的に考えると、確かにどこの漫まん画がだよ、と、彼も思う。


　だがそれは、彼が、遥の気持ちを受け入れることができるなら、という、条件付きの設定だった。


　しかし彼を取り巻く世界は、ユイカが憧あこがれているような少女漫画とは、違ちがうのだ。


　それどころか、二人のかわいい女の子との間で、どっちかを選ぶのなんて大変だよ～とか、そんなよくある恋れん愛あい話とも、違っていた。


　なぜならこの世界は。この、自分を取り巻いている世界は、彼が思っていたものよりも信じられないくらい悪質で。陰いん湿しつで。救いがないものだったから。


「…………」


　だから彼は妹に気づかれないように、瞳ひとみだけを動かしてまわりを、見回す。


　自分を取り巻く世界を見回す。


　そして彼は、おそらくはいま、この瞬間も、周囲の空間を埋うめ尽つくすように広がっているであろうモノを見つめようとして。


　するとそこで、ユイカがもう一度、


「で、なんだかんだ言って、ほんとは遥ちゃんと付き合ってるんでしょ？」


　なんて聞いてくる。


　それに大兎は意識を妹のほうへと戻もどし、答える。


「だから付き合ってないって」


「でももう夏休み終わっちゃうよ？」


「だから？」


「高一の夏休みといったら、なんかその、二人の愛がこう、こうこうこう、こ～んな感じになるもんじゃないの？」


　と、ユイカが自分の両りよう腕うでをからめ合わせながら言ってくるので、大兎はあきれ顔で答える。


「それなに情報よ？」


「少女漫画？」


「おまえ漫画読みすぎ」


「えー」


「それに中二女子が憧れてるほど、高一の夏休みに夢はないんだぜ！」


　という言葉にユイカが両耳を押さえて、


「きゃー信じたくなーい」


　と、言う。


　それに大兎は笑う。


「もうね、中学と変わらない、平へい凡ぼんな毎日がだらーっと……」


「きゃーきゃー」


「だらーっと、毎日……」


　続けば──


　と、大兎は思った。


　続けば、よかったのになぁ、と、大兎は思った。


　だがそれは、口にしない。


　決して口にしない。


　だから彼はもう一度笑ってから、


「なんてね。ってかもういいから寝ねろって。ほんと、明日あした辛つらくなるぞ？」


　と言うと、ユイカは壁かべ掛かけ時計を見上げる。


　時刻はもう、三時を過ぎている。


　それに彼女は小さくあくびをしてから、言う。


「お兄ちゃんは寝ないの？」


「俺？」


「うん」


「俺ももうちょいしたら寝るよ」


「と～かなんとか言っといて、遥ちゃんにこそこそ電話を……」


「遥はいま、親の実家に里帰りしてるから」


「あれ、そうなの？」


「うん。家にいないよ」


「そなのかぁ。じゃあほんとにロマンスなし？」


「だから付き合ってないんだって」


　と大兎が言うと、それにユイカは意味深な顔で、


「へーそーですかー」


　と笑って、カルピスをぐいっと飲み干す。そして立ち上がり、


「眠ねっむ～い」


　と言う。


　そのまま部屋を出ていこうとしたところでこちらを振ふり返り、


「あ、お兄ちゃん」


「うん？」


「歯は磨みがくんだよ？」


「いいから早く寝ろって」


「あはは」


　と、妹は部屋を出ていく。そして階段を降りていく音がする。本当に、歯を磨くつもりなのだろう。そういうところは、几き帳ちよう面めんなのだ。


「俺と違って、勉強できるしねぇ」


　なんて言って、大兎は独り笑う。


　それから彼も、カルピスをもう一口飲む。


　そして、


「…………」


　遥の家があるほうへとまた、目を向ける。


　いま、遥はあの家には、いないはずだった。というか、大兎が意識を取り戻し、家に帰ってきたときにはもう、遥は母方の実家に里帰りをしてしまっていて、この夏休みには一度も会えていなかった。


　メールによると、なんでも自宅に戻ってくるのは、夏休みが終わる、前日になってしまうらしい。


　だから大兎は、こちらに帰ってきてからはまだ、遥に会えていなかった。


　早く遥に。


「…………」


　彼女に、ヒメアを会わせる必要があるんだけど──と、彼は目を細める。


　いつまでもいまの状じよう況きようを続けているわけには、いかないのだ。どっちつかずで二人ともを傷付けたままにしておくわけにはいかないのだ。


　それにこのまま放置すればそれは──


「…………」


　が、そこで彼は一度思考を止めて、もう一口、カルピスを飲む。それでカルピスがなくなる。


　その、空になったグラスを見下ろし、グラスを机に置く。それから机の上の、携けい帯たいを取る。開く。メールの、受信ボックスを見る。


　そこには大兎が意識を失い、暴走してしまってこの世界から消えていた間に届いていた、いくつものメールがある。


　ちなみに大兎が失しつ踪そうしていた間、友達や家族には生徒会の仕事で学校に泊とまり込んでいたことになっていたのだが。


　それでもメールは、全部で三十件近くきていた。


　母親や、父親。妹。友達。


　しかし彼の受信ボックスに届いているメールのほとんどは、遥からのもので。


　その受信ボックスに並ぶ、『遥』、という名前の多さを見つめて、


「……これで付き合ってないって言うのはさすがにちょっと、無理があるよなぁ」


　なんて言って、彼は悲しげに苦笑する。


　そしてその、遥からきていたメールを、開く。


　彼が失踪していた間に、彼女からきていたメールを開いていく。


『大兎大だい丈じよう夫ぶー？』


『大兎、なんか大変なことになってない？』


『あの、忙いそがしいのかな』


『忙しいなら返事いいからね』


『何度もメールして、ごめんね』


『あの……なんでもないんだけどね、今日ね、友達とワンピース買ってね。すっごくかわいいから、明日見せにいっていいかなって』


『あの、もしかしてメール、届いてない？』


『私、大兎のこと、怒おこらせるようなこと、したかな……？　それだったら、ごめん』


　そのメールで、遥から届いていたメールは、途と切ぎれていた。


　そして大兎はこちらの世界に戻ってきてすぐに、こんなふうにメールを返した。


『怒ってなんかないよ。実はずっと携帯がないところにいてさ』


『あ、大兎帰ってきたの!?　もぉ、心配したよー！　あのあの、いま電話していいかな？』


『いや、俺がそっちいく。ちょっと遥と、会って話したいことがあるから』


『家に？』


『いまからいってもいい？　遥に、会わせたい子がいるんだ』


　と、彼がメールを書いたところで、再び遥からのメールが途切れてしまった。


　そして五分ほどしてから、少しだけ長いメールが、届いた。


『会って欲しい子って、誰だれかな？　あの、ごめん。私いま、家にいないんだ。お母さんの実家に家族みんなで帰ってて。たぶん、家に帰るの、夏休みが終わる前日になっちゃうと思う。ごめんね大兎。大切な話だった？』


『うん。でも、帰ってきてからでいいよ』


『なんの話だろ？』


『帰ってから、話そう』


『わかった。なんか、怖こわいなぁ……でも、大兎が無事ってわかって、よかった』


　と、遥は書いていた。


　怖いな、と、書いていた。


　そしてそれに、大兎は返事をしなかった。


　いや、返事するべき言葉を、思い付かなかった。


　なぜならこれは、きちんと会って話すべきことだから。


　それもそれは、恋れん愛あいうんぬんの話だけでは片付かないものだった。


　化物を二匹ひき体に入れられ、暴走したことによって、知ってしまった世界の話。


　人間じゃなくなることで初めて見えるようになった、世界の話。


　そしてそれに、どういうわけか遥も巻き込まれてしまっていて。


　と、そこまで考えて、


「いや、違ちがうか」


　と、彼は呟つぶやいた。そのまま小さくため息をつき、


「俺があいつを、巻き込んでるんだ……」


　と、言う。


　それから彼は携帯を放り出し、ベッドに横になって再び、ぼんやりと天てん井じようを見上げる。


「…………」


　そして彼はまた、さっき見た嫌いやな夢を思いだした。


　チャイムが鳴り続ける教室。


　窓の外は真っ赤に染まり。


　そして美しい少女が笑う、という夢。


　だがその少女の顔は思いだせない。いまいちぼやけてしまって、思いだせない。いや、そのすべてが不ふ明めい瞭りようで、ところどころ情報が抜ぬけ落ちてしまっていて、あの光景が、本当のところいったい、なにを意味していたのかは、いまいちわからないのだが。


　しかし。


「あれ、たぶん夢じゃないよな……」


　と、大兎は小さく呟く。


　そして天井を見上げながら、彼は自分の体の中にある力を、解放させていく。


　それは、絶対に相容れないはずの二匹の化物を混ぜあわせることによって生まれた、狂くるった力だった。


《天てん魔ま》と、《月の外側の神》を壊こわし、混ぜあわせることによって生まれた力。


　黒い、ウサギの力。


　その力を彼は、解放する。


　力は暴走しようとして、大兎の体に食らいつく。壊そうと食らいつく。全身に痛みが走り、しかしそれを、彼は意志の力で、無理矢理抑おさえ付ける。


　すると力の暴走が収まり、彼自身のものへと、変へん換かんされ始める。両りよう腕うでにいくつもの黒い筋が入りはじめ、その筋が、次々に魔ま術じゆつ式を描えがき始める。


　さらにその筋が彼の左の瞳ひとみを冒おかし、真っ黒に染めてしまう。


　そしてその黒い瞳で、彼は天井を見上げる。


　いや、彼が見ているのは、天井じゃなかった。


　見ているのは、空間だ。


　彼の周囲を埋うめ尽つくしている、空間。


　自分と、天井の間にある、空気の層。


　その層の隙すき間まを縫ぬうように、びっしりと文字が書かれているのが、いまの彼には見える。とても読みきれるとは思えないほど大量の文字が書かれているのを、彼は見る。


　その文字は、よく見てみるとすべての場所に存在しているのがわかる。


　天井にも、ベッドにも、机にも、カルピスのグラスにも、空気の層にも、自分の、肌はだの上にも。


　いやおそらくは、この世界、すべての空間を埋め尽くすように、その文字が書かれているようだった。


　そしてそこに、ありとあらゆることが書かれているようだった。


　いままで起きた出来事が。


　これから起きる出来事が。


　なぜいまここに自分がいるのかとか。


　自分がここにいることによって、これからなにが、どうなっていくのかとか。


　そんなことがそこには、すべて書かれているようで。


　そしてその文字を見た瞬しゆん間かん、その、過去や未来の情報が、無理矢理脳の中に押し入ってこようとするのを、感じた。


　どうやらその文字は、読む必要がないのだ。


　ただ、それを認識しただけで、脳の中に無理矢理情報が入り込……


「がぁ」


　とそこで、大兎は苦痛の声を上げる。


　許容量を超こえる情報が脳に入り込んできてしまい、脳が発熱して、一気に溶とけてしまう。


　そして普ふ通つうの人間なら、それで終わりだった。


　即そく死しだ。


　もう二度と、生き返ることができない。


　だが、


「…………」


　彼は、死なない。


　十五分間に七回死ななければ死ぬことができないという呪のろいをその身に抱かかえているので、死ぬことができない。


　いや、一度死んで、すぐに生き返ってしまうのだ。


　彼は復活してすぐに、目を閉じる。


　宙空を埋め尽くしている文字を、視界からシャットアウトする。


　すると溶けてしまった脳の復旧が始まり、あっさり、元の状態に戻もどる。彼は文字を見るための力を少しだけ落として、瞳を開く。


　すると世界から、文字が消えている。


　いつもの見慣れた天井、壁かべ、机、ベッド。


　文字は、見えない。いま、大兎の脳を破は壊かいした文字は、見えない。


　しかしいまもそこに。


　そこらじゅうにあの文字は、存在しているはずだった。


　そしてその文字の存在を知っている者たちはそれを──《預よ言げん》──と、呼んでいるようだった。


　ありとあらゆるすべての事こと柄がらが書かれている、《預言》。


　これからなにが起きるのか？


　いま自分がなぜここにいて、なぜ、ベッドに横になっているのか？


　誰を好きになり、どう生きて、どう死んでいくのか、そのすべてが、すでにその《預言》には書かれているのだという。


　それはまるで、神様があらかじめ決めた運命シナリオのようだった。


　どんな努力をしたところで覆くつがえせない、運命シナリオ。


　なぜそんなものが、空間を埋め尽くすように書かれているのかは、わからない。


　誰がこれを書いたのかも、まるでわからない。


　いやそもそも、大兎がこの文字を見ることができるようになったのは、ごく最近のことなのだ。


《軍》によって改造され、暴走することによって初めて、彼は預言の存在を認識した。


　この世界は、預言というものにすべてが管理されているらしい、ということを、認識した。


　それどころかあの暴走状態のとき、彼は預言に命じられたのだ。


　この、空間を埋め尽くしている文字に、命じられたのだ。


　それは世界に命じられたと言ってもいい。


　世界のすべてに、大兎は、





　──すべてを破壊しろ、預言の体現者よ。





　と、そう、命じられてしまって。


「…………」


　大兎は天井をにらむようにしながらもう一度瞳に、力を込める。自分の中の、預言を読むための機能に、アクセスする。


　するとまた、世界に文字が溢あふれる。


　脳の中に、情報が爆ばく発はつする。


　そして脳が、壊れる。


　彼は死ぬ。


　生き返る。


「…………」


　預言を読むと脳が壊れてしまうので、生き返ったときにはその、預言の内容はあまり覚えていることができない。


　いや、覚えているときちんと脳を回復することができないのかもしれない。だからヒメアの力が、脳の中に入った毒物を除去するように、預言の内容も消してしまうのかもしれない。


　大兎が、生き返ることができるように。


　大兎が、生きていくことができるように。


　しかしそれでも、何度も何度も預言にアクセスすることによって、ほんの少しずつだが預言を読むことができるようになってきていた。


　ほんの少しずつだが、脳の奥で覚えていられることがあり、鮮せん明めいではないが、新しい情報を集めることができるようになってきていて。


　だから、


「……あの、夢は」


　と、もう一度大兎は呟つぶやいた。


　そしてさっき、自分が見た夢を思いだす。


　チャイム。


　少女。


　血まみれの世界。


　あれは、


「……たぶん、俺が暴走してたときに、預言に見せられた景色だ」


　と、呟く。


　なぜあんなことになるのか？


　どうしてあんなふうにならなければいけないのかはわからないが、しかし、


「……あれ、たぶん俺以外の人間、全部死んでるよな」


　と、呟く。


　さらにその先の光景も、彼は見ていた。


　少女が抱だき着いてきて、魔ま法ほうを使う。


《幸福》とかいう名前の魔法を使う。


　すると、すべての景色の、消失が始まるのだ。


　なにもかもが消えてしまう。


　彼が大切だと思ったものが。


　彼が必要だと思ったものがすべて消えさり、響ひびくのはチャイムと、少女の笑い声だけ。


　そしてやがて、その音もなくなってしまって、無が生まれる。


　本当になにもかもがなくなってしまう。


　その光景を思いだして、


「…………」


　大兎は目を、細める。


　それからもう一度、《預言》を見るための機能にアクセスしようとする。


　ちなみにもう、この短い間にすでに二回も死んでしまっている。


　だから預言にアクセスできるのは、あと、四回だけだ。十五分以内にそれを超えて死んでしまうと、彼は生き返ることができなくなる。


　だがそれでも、彼はもう一度、瞳ひとみに力を入れようとする。というか、暴走から意識を取り戻し、こちら側へ戻ってきて以来、彼はもう、何度も、何度も、何度も、預言を読もうとしていた。


　なぜならこの預言をこのまま放置していれば、あと少しで、あの夢で起きた出来事が実現してしまうから。


　さっき一いつ緒しよに笑っていた妹が死に、家族が死に、友達が死に、なにもかもが無くなってしまうから。


　だから彼は再び、瞳に力を集めようとした──


　瞬間！


　突とつ然ぜん部屋の中で、


「グガァアアアアアアアアアアアアアアアアアウ！」


　という、大型の獣けものがあげるような咆ほう哮こうが、響いた。


　それに大兎は、


「うおわ!?　なんだ!?」


　と驚おどろく。それからその、咆哮が響いたほうへと、目を向ける。


　しかしその声は、彼の胸の上であがっていて。


　さらにその、彼の胸の上にはいつの間にか、大型の獣──ではなく、艶つややかな、綺き麗れいな黒い毛並みを持った一いつ匹ぴきの子こ猫ねこが立っていた。


　いや、立っているというよりも彼の胸の内側から、ひょいっと体を半分だしてきていて。


　そしてその猫がこちらをにらみつけ、


【この馬ば鹿か主！　何度も何度も力を暴走させるんじゃないに！】


　と、怒おこってくる。


　それを大兎は、見る。


　ちなみにこの猫は、彼が以前に契けい約やくした、魔ま獣じゆうだった。


　名前は、ヴィ……ヴィショウなんちゃらエレなんちゃらとかいう、ええと、とにかくちょっと長い名前だったのだが、とりえあえず彼は、


「ニャン吉きち」


　と、呼んでいた。


　するとそのニャン吉が名前を呼ばれ、じろりとこちらをにらみ、


【いったい、どういうつもりだに！　何度も力を暴走させて、そのたびに主の体の中でわしがどれほどテンテコ舞まいになってるか、わかってるのかに！】


　なんて、言う。


　それに大兎は、


「いや、てんてこ舞いって……ニャン吉、意外と日本語詳くわし……」


【口ごたえするに！】


　と、ニャン吉がかわいい肉球を使って、ぽんっと口をたたいてくる。


　それに大兎は口を塞ふさがれ、それからその、前足をどけると、


「いっつも思うけど、口ごたえするにって言われても、しろってことなのかするなってことなのかがいまいちわからな……」


【黙だまるに！】


　と、またぽんっと足で口をたたかれそうになるので、それを手で防ぐ。すると手にあたる肉球がぷにぷにで、とりあえず大兎はそれをぷにぷにしながら、


「ほいで、今日はまた、突然なんで出てきたのよ？　ってか出てくるときあんな声あげられんのは困るんだけど。近きん所じよ迷めい惑わくだし、いまの、ぜってぇまずいよなぁ。親も起きてくるんじゃ……」


　が、そこでまたニャン吉が、


【勝手にぷにぷにするニャァアアアアアアアアア！】
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「ってだからうるさいって！　おまけにいま、またおまえニャって言ったし」


　と、ニャン吉の口を塞ぐ。


　ニャン吉は、まるで名古屋の人のように語ご尾びにニをつけるのだが、しかし、興奮するとなぜか猫らしく、ニャになるのだった。


　するとニャン吉はフーフーと怒いかりを露あらわにしながら大兎の手にガリガリと爪つめを立てまくる。


　もちろん大兎の手は、その傷もすぐに修復してしまうのだが、しかし、


「痛い痛い、傷は治っけど、やっぱ爪立てられると痛いから」


　と、彼がニャン吉を離はなすと、再びニャン吉は爪が出た肉球を掲かかげてこちらをにらんでくる。


　そして、


【とにかく、ぽんぽんぽんぽん、やりたい放題に力を暴走させるの、やめるに！　《天てん魔ま》と《月の裏側の神》の力を必死に抑おさえてるほうの身にもなるに！】


　なんて、言う。


　それに大兎は、お怒り子猫の姿を見る。


　ちなみにこのニャン吉は、毎日大兎から三リットル血液を吸い取るかわりに、イーズとスカールズ、という二つの特とく殊しゆな魔法を使えるようにしてくれるのだが。


　その、スカールズという魔法が、実はいま、大兎がここに生きて存在するために、非常に重要な役割を担っているのだった。


　というのもこのスカールズは、『魔法を呪のろう、呪のろい』という、ちょっとわかりにくい不思議な能力を持っていて。


　そしてこの魔法によっていま、大兎は体の中の、《天魔》と《月の裏側の神》があわさることによって生まれた、黒ウサギの力が暴走するのを、呪って抑え込んでいるのだ。


　そのことを大兎が知ったのは、二十日前くらい。


　彼が暴走から意識を取り戻もどし、初めて家に帰ってきた晩に、ニャン吉が呼んでもいないのに現れて、


【なんで主ばっかりかっこいいことになってるに！】


　と抗こう議ぎしてきたことによって、判明したのだった。


　なんでもニャン吉の言によると、大兎が暴走状態から目を覚まし、ヒメアを殺さないですんだのは、彼の意志の力が化物の力を上回った──というだけじゃなく、大兎の中で、大兎の体を食い潰つぶそうとしていた黒ウサギを、ニャン吉が必死に呪い続けてくれていたおかげだったのだという。


　ちなみにそのとき、自分がいかに英えい雄ゆうだったのか！　という話を、ニャン吉は、身ぶり手ぶり肉球ぶりを織りまぜて、熱心に説明してくれた。


　その説明によると、


【だいたい、あっさり改造されるってどういうことだに！　おまえの血の中にいるわしの身にもなってほしいに！　いきなり《天魔》と《月の裏側の神》が混じった、ウサギみたいな化け物が襲おそいかかってきて、ニャアアアアアと叫さけんで逃にげ惑まどったかわいそうなわし！　おまけに主があっさり暴走して、それに付き合わされるわし！　一向に無能な主が意識を取り戻さないから、スカールズで少しずつ化物の力を呪って消していくという、孤こ独どくな戦いを決意するわし！　それでも暴走が止まらなくて、ヒメアとかいう魔ま女じよに死ねとか言いだす始末の情けない主！　おまけにその女の子が主の言葉を真に受けて、泣きながら死ぬとか言いだすから、慌あわてるわし！　どーすればいいニャァアアアと、へろへろになりながらも必死にスカールズを連発するわし！　そしたら急におまえが意識を取り戻して、なんかかっこいい顔で、『くそ。こんなにヒメアを泣かしやがって……絶対に許さないからな』なんて言いだして、なに言ってるニャァアアアア！　泣かせてるのはおまえニャァアアアアア！　頑がん張ばって女の子救ったのはわしだニャァアアアアア！　と、言いたいのに疲ひ労ろう困こん憊ぱいでもう言えない悔くやしいわし！　もうもうもう、とにかく頑張ったのは全部わしなのに、一日三リットルの血液じゃ全然わりにあわないニャァアアアアアアアアアア！】


　と、いうのが、ニャン吉さんの主張だった。


　その長文を言い終わるころにはもう、ぜーぜーとニャン吉は肩かたで息いきをしていて、そのあまりの勢いに大兎は、あの、すみませんでした……と、謝って。


　そして、五リットル契約になった。


　五リットルというと、どうも普ふ通つうの人間の全血液に相当するくらいの量らしいのだが、まあ、三リットル吸われようが五リットル吸われようが死ぬのは一緒なので、大兎はその条件を呑のんだ。


　で、それ以来、大兎が体の中にある黒ウサギの力を使うときは、暴走しないよう、ニャン吉が抑えてくれることになっているはずなのだが。


　とそこで、やはり今日もお怒りのニャン吉を大兎は見る。


　するとニャン吉が部屋の壁かべを肉球で指し、


【いま何時に!?】


　と、聞いてくる。


　それに大兎は時計を見あげて、


「えと、三時十分？」


【そうに！　夜中だに！】


「夜中……まあ、うん。そだね。ほいで？」


　と聞くと、ニャン吉が言う。


【ほいでじゃないに！　三時といえばもう、子猫は寝ねてる時間だに！　なのに何度も力を使うって、いったいどういうことだに！】


　なんて、言う。


　つまり、寝てるときに力を使われると、起きて黒ウサギを抑えなければいけないからやめろ、ということらしくて。


　それに大兎は言った。


「いやいや、でも俺らそういう契約だったじゃん？　毎日五リットル血液やるかわりに、俺が黒ウサギの力を自由に使えるよう、おまえが頑張るっていう」


　が、やはりニャン吉は抗議するように短い手を振ふり回し、言う。


【限度があるに！】


「限度って言ってもなぁ。だいたい、前話したじゃん？　《預言》の話。あれ、ちょっとやばそうでさ」


【知らないに！】


「いや、知らないって言われても……」


【そうじゃなくても、寝てるところを突然回りを黒ウサギが走り回るようになるのは、すごい怖こわいんだに！】


　なんて言葉に、大兎は眉まゆを少しだけあげ、


「あ、力使うと、俺の中でそんなこと起きてんだ」


【あいつらヒャーヒャー笑ってて、怖いんだに】


　という言葉に、大兎はちょっとだけ、突然現れた黒いウサギたちが、ヒャーヒャーいいながら自分のベッドの回りを走り回るのを想像して、


「……あ、そりゃ怖いかもな」


　と言うと、ニャン吉は真顔でうなずき、言った。


【怖いに。だからもう力は使うに】


「え？　それって、使えってこと？　使うなって……」


　が、それを遮さえぎってニャン吉が言う。


【それでもどうしても使う場合は、一言かけて欲しいに。一いつ緒しよに頑張るパートナーに対する、最低限のマナーは守って欲しいに】


　なんて言葉に大兎は苦笑して、


「マナーですか」


【マナーだに】


「ふむ。んで、どうすりゃいいって？」


【一声かけるに】


「一声？」


【うに】


「たとえば？」


　するとそれに、ニャン吉きちがちょっとだけ考えるような顔になる。それから、


【せーの、とかどうだに？】


「ださ！」


【とにかくなんでもいいに。もうあの黒いウサギの笑い声で起こされるのは嫌いやに】


　と、ニャン吉はなにかを思いだして、ちょっとだけ怯おびえたような顔になる。


　それに大兎は肩をすくめ、


「なんか、怖い思いさせてるみたいで、悪かったな」


【まあ、許してやってもいいに。血液十リットルにしてくれたら許……】


「それはだめ」


【ふぎゃ】


「十っつったら、俺一日二度死ぬじゃねぇかよ。敵がいるときに死ねる回数減ってるのは極力避さけたいから、だめ」


【ぬぬぬ、じゃあもう、わしは手伝わな……】


　しかしそれを遮り、


「でも、力を使うときは一声かけるよ。だからそれで許して。んで、力を使うときは、せーのって言やいい？」


　と、言った。


　するとそれにニャン吉はこちらを、ちょっとだけ不満そうに見てから、


【いいニャ】


　とうなずく。


　それに大兎もうなずき、


「ほいじゃいまからもう一度、《預言》を見るために力を使うぞ？　いい？」


　するとそれにニャン吉がこちらをまじまじと見つめて、


【主】


　と、言った。


　それに大兎は答える。


「なによ？」


【気づいてるかに？】


「なにを？」


　するとそれにニャン吉が、


【主の性格が、ちょっとずつ変わっていってることに】


　と、言った。


「…………」


　そしてそれに、大兎自身も気づいていた。体の中に黒いウサギを入れられたことによって、彼の性格は少しだけ、変わってしまっていた。もちろん、それほど大きな変化じゃなく、ほんの少しだけ。本当に少しだけ、前よりも、強気になった、というような、そんな変化なのだが。


　それに大兎は、


「これ、やっぱ黒ウサギのせいかな？」


　と言うと、ニャン吉はあっさりうなずいて、


【そうだと思うに。だから、なるべく力を使わないほうがいいと思うに。力を使うごとに、ちょっとずつ、ちょっとずつ、主の血がマズくなってるに。わしの毎日の食事の問題にかかわるから、しっかりしてほしいに】


　なんて言葉に、大兎は笑って、


「どんどん、人の味じゃなくなってるって？」


　と聞くと、それにニャン吉は首をかしげ、言った。


【主の血は、最初から人の味はしないに】


「え？　そなの？　ちょっとそれ、ショックなん……」


　が、言葉を言い終わる前に、ニャン吉が続ける。


【でも、力を使うごとに主の血は、生き物の味じゃなくなってるに】


　なんて、言う。


　人じゃない、ではなく、生き物の味じゃない、なんて言われてしまって。


　それに彼は顔をしかめ、


「おまえ、怖いこと言うなぁ」


【だから力はもう、使わないことだに】


「う～ん。まあ、できりゃそうしたいんだけどさぁ……」


　と、彼はまた、今日見た夢のことを、思いだす。いや、毎日のように調べている、《預言》が見せる映像について、思いだす。


　そしてその、《預言》のことを考えると、力を使わないわけにはいかないのだが。


　とそこで、ニャン吉が言った。


【それでも、わしが呪のろい切れるだけの力に抑おさえて使うならいいに。でも限界を超こえて、必要以上の力を使おうとしたら、わしの呪いが間に合わなかった分が……】


「俺を冒おかす？」


【あの、眼鏡めがね帽ぼう子しの男の腕うでを折ったときに使った量の力は、もうだめに。あれくらいの段階で、わしの呪いは間に合わなかったに】


　と、ニャン吉が言う。


　眼鏡帽子というのはおそらくは、黒くろ守すのことだろう。確かにその、黒守の動きに反応して、あいつの腕を折ったのだが。


　しかし、


「あのとき俺、完全に意識は自分のもんだったぞ？」


　と言うと、ニャン吉は猫ねこのくせにちょっとだけ心配するような顔をして、


【あくまでわしの呪える量の限界の話だに。わしの力を超えてもたぶん、しばらく主は暴走せずにいられるにけど、でもたぶん、呪い切れずに溢あふれた分は、主の血に混じって、もう、元には戻もどらないに】


　なんて、言った。


　血に混じって、もう元には戻らない、と、ニャン吉は言った。


　そしてそれに、大兎はニャン吉を見つめ、


「わかった」


　と、うなずいた。


「少し、気を付けるよ」


【そうするに】


「んじゃもっかい聞くけど、いまから《預言》見て、大だい丈じよう夫ぶかな？　ちゃんと俺の中の力を呪ってくれる？」


　するとニャン吉はこくりとうなずき、


【いいに】


　と、大兎の胸に頭をつっこんで、中に入って消えてしまう。


　それを大兎は確認してから独りで、


「……生き物じゃなくなるって、なんかそれ、すげぇ怖ぇなぁ」


　なんて言って、笑う。


　そして怖いな、と言いながらも、しかし、彼はそれほど大きな恐きよう怖ふを、感じない。


　その、自分の感情の動きに彼は、


「……前は、もう少しビクビクしたっけか？」


　なんてことを、思う。


　それともやはり、黒いウサギが混じってしまって、性格が少し、変わってしまったのだろうか？


　それはもう、いまの彼にはわからなかった。


　だがどちらにせよ、もう、いまの状じよう況きようでは《預言》を見るのをやめるわけにはいかなかった。


　なぜならこの《預言》を放置すればたぶん、彼が生き物じゃなくなる前に、世界のほうが、終わりを迎むかえてしま──


「…………」


　しかしそこで、彼は思考を止めた。


　そして顔を少し、横へと向ける。


　ニャン吉の手を借りて、《預言》を読むための力を集めようとしていた瞳ひとみを、部屋の入口のほうへと向ける。


　そして小さく、


「なんか、いま気づいたけどこれ、ちょっとおかしいよな」


　と、呟つぶやいた。


　部屋は相変わらず暗く、静まり返っている。


　だが、静まり返っているのは、おかしかった。だって、さっきニャン吉はとんでもなく大きな咆ほう哮こうをあげて現れたのだ。それは翌日にはご近所さんから苦情の嵐あらしになってしまいそうなほどにうるさい声だったはずで。


　いや、苦情を出すのは今回は許してもらえたとしても、少なくとも隣となりの部屋にいる妹は、こちらの様子を見にきてもおかしくなかった。


　なのに、


「…………」


　妹は、きていない。


　それどころか彼女の気配すら、感じられない。


　両親についても、そうだ。


　ニャン吉の声は絶対に両親にも聞こえているはずで、いったいなにが起きたとこの部屋までやってきてもおかしくないのだが。


　しかしそれもない。


　だがその代わりに、違い和わ感かんを感じる。


　いつの間にかこの家全体を満たすような、奇き妙みような空気を感じて。


「…………」


　彼は、瞳を窓のほうへと向ける。


　カーテンが閉まった、窓。


　そしてその窓を見つめて大兎は、


「敵がきた」


　と、そう言った。


















　　　第二章　襲撃










　ベッドから起きあがる。


　カーテンを開け、窓の外を見る。


　するとそのころにはもう、彼が感じている違和感は、もしかしたら何者かに監かん視しされてるんじゃないか？　というような小さなものから、あきらかに誰だれかが、敵意を持ってこちらを威い嚇かくしてきている、とわかるほどに大きくなってきてしまっていた。


　時刻は三時二十分。


　まだ、真夜中だ。


　今日は曇くもっていて月の明かりがないうえに、鉄くろがね家の前の街灯は壊こわれてしまっているが、しかし、少し離はなれた場所にはちゃんと光を放っている街灯がある。だから、暗くはない。いまの大たい兎との目なら、夜闇やみに潜ひそむ者を見つけることもできるだろう。


　だから彼は窓の鍵かぎを外し、開く。


　夜風がふわりと部屋の中に入ってくる。


　そしてそれと同時に、何者かの殺気のようなものもより、強くなる。


　いや、これは殺気というよりも、


「……魔ま力りよくみたいなもんかな？」


　なんて、大兎は呟く。


　その何者かの魔力に、全身の肌はだが、逆立つような感覚がある。なにかよくないものが自分の体にまとわりついているような感かん触しよくがあって。


「……これ、普ふ通つうの人間がくらったら動けなくなっちゃうかもな。だからユイカたちは起きてこないのか」


　と、少しだけ心配するように振ふり返る。そして様子を見にいこうかな、と思うが、しかし、


「ここでダラダラしてて、敵に家にこられんのは、困るなぁ」


　と、言う。


　どちらにせよ、いま、大兎を襲おそっているのがなにかの魔法の類なら、それを彼がうまく解呪することはできないのだ。


　ヒメアならまだしも、そもそも彼は魔法がどういう仕組みで動いているのかすらわからないわけで。


　なら、


「襲ってきてる奴やつを直接殺やったほうが、話は早いよな」


　と、彼は一度部屋に戻り、Ｔシャツと短パンを脱ぬいで、宮みや阪さかの制服に着き替がえる。いつでも月げつ光こうの呼びだしに応こたえられるよう、部屋に用意しているスニーカーを履はく。


　そして再び、窓へと戻る。


　窓まど枠わくに足をかける。


　そのまま、ひょいっと二階から外へと飛びだして、家の前の通りへと出る。


　すると殺意の方向が変わる。大兎のほうを狙ねらうように、殺意が移動する。


　それに彼は笑みを浮うかべ、


「お、やっぱ狙いは俺か。おまけに家族を人質にとったりするつもりは、ないのな。なら安心」


　と、彼は周囲を見回す。


　殺気の出所を探すように、彼は首をぐるりと回してから、すぐに、


「見めっけ」


　と、走り始める。


　家の前の通りから、遥はるかの家の前を通りすぎ、走っていく。こっちの方角なら小さな公園があるので、もしどこかで戦せん闘とう状態になったら、


「その公園まで誘ゆう導どうすりゃ、被ひ害がいが少なくなるかな」


　なんて、頭の中で少し、今後の行動をシミュレートしてみる。


　そして通りを走っている間にも、何者かの魔力が彼の肌の上を蠢うごめき続けるのを感じた。いや、敵に近付けば近付くほど、徐じよ々じよにその違和感は実体化し始めてしまって。


　彼はそれを見る。


　するといつの間にか彼の腕うでや足を、スライムのような粘ねばり気けのある物質がまとわりついていて。


「お～、なんだこれなんだこれ」


　と、自分の腕を上げる。


　すると腕はひどく上げにくい。どうやらそのスライムは、彼の体を拘こう束そくするためのもののようで。


　それに大兎は、言う。


　少しだけ笑みを浮かべて、


「こんな程度の魔法で、俺を止められると……」


　が、そこで。


「思ってないわよ」


　という声が、前方からした。


　それに大兎は顔を上げる。するとすぐ目の前の路地から、一人の少女が飛びだしてくるのが、見えた。


　年の頃ころは自分と同じくらい。


　十五、六歳だろうか？


　あきらかに日本人には見えない、奇妙な銀色の髪かみに、碧へき眼がん。白と赤を基調とした、どこかのお嬢じよう様学校の制服のような服。短いスカート。


　そしてその腰こしには日本刀、という、妙みような姿。


　その日本刀が、信じられない勢いで放たれる。


　大兎は避よけようとするが、間に合わない。


　というか、少女の放つ剣けんの速さは、とても人間技には見えなかった。


　剣が自分の首へと刺ささろうとするのを、感じる。だが、殺されるわけにはいかないので、それを大兎は腕で弾はじこうとする。


　しかしそこで少女が、


「Verbrennung!!燃えて」


　と、あきらかに英語ではないっぽい、巻き舌の発音でなにかを言う。


　刹せつ那な、彼女が放った剣からぶわっと青白い炎ほのおが放たれる。


　それを大兎は見下ろし、


「噓うそだろ……」


　と、言いかけたときにはもう、遅おそかった、剣を払はらおうとした腕が青い炎に焼かれて、消しよう滅めつする。


　さらに剣は大兎の首を切きり裂さき、飛ばす。


　当然大兎は、一度死ぬ。そしてすぐに意識が戻もどる。宙空を舞まう自分の首を残った腕でつかみ、すぐに元の位置に戻す。ぎゅぎゅっと音がなり、首がくっつく。


　そしてくっついた首で、再び少女のほうへと目を向ける。


　すると少女はすでに、二の大た刀ちを放とうとしている。


　それに大兎は、


「やっべ」


　と、地面を蹴ける。


　後方へと飛ぶ。


　まとわりついているスライムのせいで動きが鈍にぶいが、なんとか剣に斬きられずに、少女との間合いを取ることに成功する。


　それに少女が、


「ちぃ」


　と、小さく舌打ちする。


　それに大兎は笑い、それから自分の体の中にある力を、再び起こそうとする。


　黒ウサギの力を、解放しようとする。


　そしてそこで、さっきの、ニャン吉きちとの約束を、思いだす。


　一いつ緒しよに頑がん張ばるパートナーに対する、最低限のマナー、というのを思いだして。


「ええと」


　と、言った。


「あー、あれだ。ニャン吉、いくぞ？」


　しかしその言葉に、ニャン吉は応えない。だから彼は顔をしかめ、それからさっき、約束した掛かけ声ごえを、叫さけぶ。


　息を吐はき、それから吸って、


「せーのっ！」


　と、言う。


　そして力を解放する。


　黒いウサギの力を、解放する。


　すると彼の体の中で、急激に黒が暴走を始める。彼の全身を埋うめ尽つくすように、『黒ひつきようむ』が溢あふれだし、そしてそれを、自分にまとわりついているスライムに──何者かの魔ま術じゆつに対して触ふれさせて、命じる。


「……こいつを、拒きよ絶ぜつする」


　瞬しゆん間かん、大兎の中の『黒』がスライムを拒絶して、この世界から消し去ってしまう。


　大兎の体を拘束しようとしていたものが、消え去ってしまう。


　ニャン吉は文句を言ってこない。


　つまりいまぐらいの力の使い方なら、あいつの呪のろいで管理できるのだろう。


　それに大兎は、黒ウサギの力を、全身に流し始める。腕に、足に、体に、脳に、黒を満たし始める。


　するとその途と中ちゆうで、


【ここまでにするに】


　と、ニャン吉が言う。


　そしてそれに大兎は笑みを浮かべ、


「十分だ」


　と、呟つぶやく。


　それからさっき青い炎に焼かれたはずの腕のほうを見て、


「戻れ」


　と、言う。すると一いつ瞬しゆんで腕が復元する。さらにその腕で彼は、足下のコンクリートを殴なぐる。するとまるでコンクリが、ゼリーかなにかのように簡単に砕くだけ、穴があいてしまって。


「ふむ」


　と、うなずく。


　そして再び、少女のほうへと目を向け、


「言っとくけど、君の剣はもう、あたんないよ？」


　と言った。


　すると少女が憎にく々にくしげに顔をしかめて、こちらをにらんでる。


　しかしそんな顔をしてもかわいいとわかるほどに、彼女は綺き麗れいな子だった。


　その、少女を見つめて、


「んで、君は何者かな～？」


　と、大兎は聞く。


　それからもう一度、彼女の銀色の髪に、白と赤を基調とした制服へと目をやり、


「……ええと、もしかしてコスプレの人？」


　なんて言ってみる。


　しかしやはり、少女は答えない。もしかしたらこちらの言葉は通じてないのかもしれないが。


　と、さっき剣を発火させたときに彼女が口にした言葉を思いだす。あれはあきらかに、日本語じゃなかった。そしてたぶん、英語でもなかった。


　なら、


「君、何なに人じん？」


　と聞いてみるが、それにも彼女は答えない。


　ただ彼女は、スカートのポケットから携けい帯たいを取り出して、耳にあてる。そして、


「……………………………………」


　まったく聞きとれない言葉で、電話の向こう側の誰だれかと話し始める。


　それでもう、英語人じゃないってことだけは、わかった。別に大兎も英語が喋しやべれるわけじゃないが、しかしいま、彼女が話してる言葉は、あきらかに英語ではな……


　が、そこで、


「イッヒ」


　と、彼女が言ったのを、聞きとった。


　イッヒ、だ。


　ちなみに彼は、イッヒという言葉から始まる外国語のフレーズを、一つだけ知っていた。


　イッヒ、リーベ、ディッヒだ。


　それは小学校のときに、友達との間で流は行やった言葉だった。


　ドイツ語で、私はあなたを愛してる、という意味。


　他にも中国語で、ウォー、アイ、ニーだの、イタリア語でティ、アモーだのとみんなで言ってはきゃっきゃと騒さわいだのだが。


　とにかくこの、イッヒは、おそらくはドイツ語で『私は』、を意味するはずで。


　その、イッヒを彼女が言ったということは、


「もしかして君、ドイツ人？」


　なんて大兎は日本語で言う。


　もちろん彼女は答えてくれないが。


　だが、彼女は携帯に向かって、なにやらいろいろ言っている。すると遠くから、断続的に風をきるような音が聞こえ始める。


　ダダダダダダダダという、風切り音。


　その音が、どんどん、どんどん、大きくなっていく。すぐに夜の住宅街に響ひびいてはいけないほどの轟ごう音おんにまで大きくなっていく。


　大兎はそれに、


「なんだぁ？」


　と、音のほうを見上げる。


　すると夜の空に、次元の裂け目が開いているのが、見えた。


　そしてその裂け目から、ヘリがこちらに向かって下降してきている。おまけにそのヘリには、ミサイルのようなものが搭とう載さいされていて。


　宮みや阪さかの住宅街を、武装したヘリが下降してこようとしていて。


　さらに夜の空の数か所が、ぐにゃりと歪ゆがむのが、見える。


　そしてその歪みから、他のヘリが、一、二、三、四、五、六、七、八……


「……っておいおい、冗じよう談だんだろ？」


　と、大兎は後あと退ずさる。


　その大兎のほうを見て、少女が楽しげに笑っている。もう、少女の声はヘリの轟音にかき消されてしまって聞こえない。


　ただ、これはもう、ただごとではないことだけは、わかった。


　なにせここは、《軍》の本ほん拠きよ地ちがある場所の、すぐ近くなのだ。そこに、これほどの武装したヘリを用意できるとなると、


「……《教会》が、攻せめてきたのか？」


　と大兎は顔をしかめて言った。


　これほど大量のヘリは、イタリアで《教会》を相手に戦ったときにしか、見たことがなかった。


　なのにいま、目の前に八台ものヘリが飛んでいる。日本の、普ふ通つうの住宅街の上を、武装したヘリが飛んでいる。


　さらにそのヘリから、少女と同じような制服を着た、武装した兵士たちが何人も降下してこようとしていて。


「ちょ、あ～、なんだ。ええと……俺も仲間呼ばなきゃ」


　と、大兎は慌あわててポケットから携帯を取り出す。開く。アドレスから、『む』行を出して、『ムカツクバカ紅くれない月光』という文字を押す。しばらくコール音が鳴ってから、


『俺だ』


　と、月光が出た。


　それに大兎は言う。


「月光？」


『いま何時だと思ってる』


「あ、ごめん、寝ねてた？」


　なんて言いかけて、


「ってそんな場合じゃなかった！　あの、あの、あれだ。あー、なんて説明しよ」


　するとそれに、


『これはいったい、なんの音だ？　声が聞こえにくいぞ？』


　と、月光が言ってくる。


　それに大兎はヘリを見上げ、それから、ドイツ銀髪日本刀少女とかいう、もういろんな要素の寄せ集めみたいな女の子と、そしてその彼女の回りに、ヘリから降りてきた兵士たちが集まっていくのを見て、言った。


「これ、ヘリの音なんだよ」


『ヘリ？』


「それも武装してんの。八台もいる」


『八台？』


「そそ、八台」


　という言葉に、月光はあきれきった口調で、


『ヘリの数え方は、機だろう？』


「へ？」


『八機だ』


「あ～」


『能無しは幼よう稚ち園えんからやりなおせ』


「ってか、ほんといまはそんな場合じゃなくてね」


　と、大兎が言ったときにはもう、本当にそんな場合じゃない光景が広がっていた。


　少女の周囲に集まった兵士たちが、一いつ斉せいに銃じゆうをこちらに向けたのだ。


　それもただの銃じゃない。持っているのは金色のリボルバーで。その銃口から、黄色い文字のようなものが吐はきだされ、その文字が魔ま方ほう陣じんのようなものを描えがいていくのが、見える。


　そして少女がそれを確認してから、こちらを見つめて、


「さっき私は、首を切った。つまりあと六回殺せば、あんた死ぬんでしょう？」


　なんて、言ってきて。


　それに大兎は驚おどろき、それから、


「おまえ日本語喋れんのかよ！」


　と言い返すが、しかし少女はそれを、また無視する。右手で持った剣けんを肩かたでかつぎ、体勢を低くする。


　それから左手をあげ、他の兵たちへ発はつ砲ぽうの合図を送る準備をする。


　どうやら発砲と同時に、少女はこちらに襲おそい掛かかってくるつもりのようで、


「やばい月光。俺の素す性じようバレてて、殺されるかも」


　するとそれにうんざりしたような声音で月光が言う。


『くだらない情報ばかりよこすな。場所はどこだ？　武装したヘリが、いったいどこに現れた？』


　という問いに、大兎は答える。


「家のすぐそば」


『あ？』


「だからうちのすぐそばだって。ってかこのヘリの轟音、おまえん家ちでも聞こえてんだろ？」


　と言うが、しかしそれに月光が答える。


『俺はまだ、学校だ』


「そなの？」


『宮阪市内に武装ヘリ？　そこは《軍》の監かん視し領域内だぞ？　監視を突とつ破ぱしてどうやってヘリを……おい鉄、逃にげろ。おまえ一人でそいつらの相手は無理……』


　が、月光の言葉を聞いてられたのは、そこまでだった。


　少女が左手を振ふり下ろし、


「終わりよ」


　と言う。


　すると兵士たちが構えた金色のリボルバーから、一斉に黄色い光がこちらに向かって放たれる。


　それをよけようと大兎は跳ちよう躍やくする。しかし光は大兎の体を追つい尾びしてくる。


「くそ」


　とうめき、彼は右みぎ腕うでに、『黒ひつきようむ』を集める。それを追いかけてくる光のほうへと向けようとしたところで。


　少女が跳とんでくる。剣を振りあげ、力を集めた大兎の腕を斬きり飛ばす。


「がぁ」


　と、彼はうめく。


　そして黄色い光が、大兎の体にあたる。次々と、何発もの黄色い光が、大兎の体にぶつかってくる。そのたびに全身が痙けい攣れんして、彼は動けなくなってしまう。


　そのまま民家の屋根に落ちる。


　それに大兎が、


「この光、やべぇ……全然動けねぇ、お、おいニャン吉きち、力の出力を……」


【だめに。これ以上強くしたら……】


　が、大兎はそれに、


「死んだら元も子もな……」


　だが、さらに兵士たちが魔ま力りよくが込められた銃を放ってくる。それは白い弾だん丸がんで、大兎の喉のどを貫つらぬく。胸を貫く。額を貫く。その度に意識が飛び、敵への反応が遅おくれてしまう。


　おまけにこれで彼はもう、六回死んでしまっていた。


　さっき部屋で、《預言》を見るために二回、すでに死んでいるのだ。


　だから合計六回。


　次に死んだらもう、復活できない。


　だから彼は、


「…………」


　力を、暴走させようとする。体にまとわりついている魔法を消し飛ばし、ここから離り脱だつできるだけの力を解放しようとする。


　しかしそこで、大兎に向かって少女がにやりと笑い、


「チェックメイト。一気に復活できなくしてあげる」


　と、言う。


　そして日本刀を振り上げ、空から降下してくる。真っ直ぐ、少女が日本刀を大兎に向かって振り下ろしてくる。


　それに大兎は反応しようとするが、


「間に、あわな……」


　と、その、瞬しゆん間かん！


　突とつ然ぜん、大兎の目の前の空間が、ぐにゃりと歪んだのが見えた。


　次元に、裂さけ目が生まれたのが、見えた。


《道み程ち》が開いたのだ。


　そしてその《道み程ち》から、一人の男が出てくる。


　漆しつ黒こくの髪に、なにもかもを見下しているような冷たい瞳ひとみ。


　詰つめ襟えりの制服を首までしっかりしめ、宮阪高校の生徒会長を表す腕わん章しように、腰こしには細身の刺突剣エペ・ラピエルという、姿。


　月光は次元の穴から姿を現すなり、その剣を抜ぬき放はなつ。


　凶剣スペル・エラーという名前の、魔力が込められた剣を放ち、少女が振り下ろしてきた日本刀を、防ぐ。












[image: ]











　ギィンっという、金属と金属がぶつかるような音が響ひびく。


　それに少女が、


「おまえは……」


　と、驚いたような顔になり、それから日本刀に向かってまた、


「Verbrennung!!燃えて」


　と、ドイツ語らしき言葉で命じる。


　すると刀身から炎ほのおが生まれようとして。


　大兎は慌てて言う。


「おい月光！　その刀は……」


　が、その言葉が終わる前に、月光が言う。


「炎を祓はらえ、凶剣スペル・エラー」


　刹せつ那な、月光の剣が黒い光を放つ。そして少女が生みだそうとした炎が、その黒に侵しん蝕しよくされて、消えてしまう。


　しかし月光は剣を止めない。剣の向きを変え、少女に向かって突つきだして。


「くぅ……」


　それを少女は顔をしかめて払はらう。


　だが月光はさらに剣を突きだす。


　突きだす。


　突きだす。


　あきらかに月光の動きのほうが、少女よりも速い。


　少女はそれを防ぐので手て一いつ杯ぱいで、後ろへと下がっていく──


「と、そう思った？」


　と、少女が笑った。


　そして急に少女の動きが加速する。体を深く沈しずめ、月光の剣の下をくぐる。そしてそのまま刀を、下から上へと振り上げようとしてきて。


　それを月光は、見る。


　下から振り上げられようとしている刀へと冷たい瞳を下ろし、


「はっ、雑ざ魚この考えなど、すべてお見通しだ」


　と、吐き捨すてるように言う。


　振り上げられようとしている少女の刀を持つ手を、革かわ靴ぐつを履はいた足で踏ふみ付けて、押さえる。そして押さえた瞬間、革靴の先から、ナイフが飛びだす。そのナイフが飛びだした靴先で、月光は蹴けるように少女の首筋を狙ねらって、


「きゃっ」


　と、少女は悲鳴のような声を上げた。そのまま顔をそらして、ナイフを避さける。上半身が無防備になる。


　しかしそれで、終わりだった。


　月光がその上半身に、凶剣スペル・エラーを突き立てれば、少女を無力化できる、はずなのだが。


　上半身をそらした先に、八機のヘリがいるのが見えた。そのヘリのミサイルが点火される。ミサイルの先に、さっきの金色の銃の周囲に生みだされていた魔方陣のようなものが展開され、それがただのミサイルじゃないことが、わかる。


　だが、それにしたってそれはミサイルの形をしているのだ。


　そしてミサイルが、こんなごく普ふ通つうの住宅街で放たれていいはずがないのだが。


　ドンっという、腹の底に響くような音が鳴った。


　住宅街で、ミサイルが放たれてしまって。


「まずい」


　と、大兎はうめく。


　それから月光がそのミサイルを見て、


「……おい馬ば鹿か、逃げるぞ」


　と、言う。


　それに大兎は顔をしかめ、


「それが俺、動けない」


「ああ？」


「なんかの魔法で拘こう束そくされ……」


　が、言葉が終わる前に月光が振り向く。そして大兎の髪かみをつかみ、無理矢理引っ張る。


　そのまま大兎を引きずって、月光は次元の歪ゆがみへと逃げこんでしまう。


　次元の歪みを抜けたさきは、いつもの生徒会室だった。


　会議用机に、掃そう除じ用具入れ、美み雷らいのラクガキが書かれた、ホワイトボード。


　さっきまで殺し合いをしていた住宅街とはまるで違ちがう、穏おだやかな光景。


　そこへ逃げこみ、


「閉じろ」


　と、月光は《聖地》に命じる。


　すると住宅街と繫つながっていた次元の歪みが、閉じる。


　それから月光は、魔ま法ほうで動けなくなってしまっている大兎を見下ろし、


「この、役立たずが」


　と言いながら、凶剣スペル・エラーをくるりっと回す。剣けん先さきを大兎の肩かたに刺さし、


「その魔を祓え、凶剣スペル・エラー」


　と、呟つぶやく。


　すると大兎を拘束していた黄色い光が、あっさり消えてしまった。


　体に自由が戻もどり、彼は立ち上がると。


「ちょ、月光、いまのどう思う？　あいつら街中でミサイル撃うってきやがっ……」


　しかしそれを聞かずに、月光は再び、


「開け」


　と言う。


　すると次元の穴が、開く。その穴へと月光はさっさと消えてしまって。


「お、おい月光！」


　と、大兎はそれを追いかける。


　穴を抜けた先は、さっきとは少し離はなれた民家の、屋根の上だった。


　再び、戦場へと戻ったのだ。


　五軒けん離はなれたさきに、ドイツ銀髪日本刀少女が立っている。少女の頭の上にはヘリが飛んでおり、そして放たれたはずのミサイルも、爆ばく発はつしたりせず、空中をふわふわと浮うかんでいる。


　ミサイルの周囲には、さっきの銃じゆう口こうの先に現れたものとはまるで次元が違う、巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんがぐるぐるまわっていて。


　大兎はそれを見上げて、言う。


「……あいつら、なにもんだ？」


　するとそれに月光が答える。


「テンペロン・クローリーだ」


「んぁ？　なにそれ？」


「ドイツを本ほん拠きよ地ちにしている、魔ま術じゆつ組織」


「魔術組織……って、それ《教会》とか、《軍》とかと同じような？」


「ああ」


「なんでそんなもんが、ここにいんのよ？」


　という言葉に、しかし、少女が振ふり返る。こちらを見てから、ちょっとだけ嬉うれしそうに胸をぐいっとそらして、


「ねぇ月光、いま、私たちがミサイル撃ってくるって思って、びびって逃にげたでしょう？」


　なんて、言ってきた。


　そしてそれに、大兎は月光のほうを見て、


「あれ、もしかしておまえ、あいつと知りあいなの？」


　と聞くが、月光はそれには答えず、


「携けい帯たいで泉いずみを除いた生徒会委員を全員集めろ。戦争になる」


「え？」


「黒くろ守すも呼べ。早くしろ」


　と言って、月光は一歩前に、出る。


　そして少女へ向かって、


「貴様ら、いったいどういうつもりだ？　ここは《軍》が管理する領域テリトリー……」


　が、それを遮さえぎって少女が言った。


「その《軍》はもう、崩ほう壊かいしたって噂うわさがあるのよね～」


「…………」


「最初《軍》が崩壊したっていう話を聞いたとき、信じられなかったけど……でも」


　と、少女が周囲を見回す。


　静まり返った夜の闇やみを。


　これほどうるさく戦せん闘とうを繰くり広げているのに、まるで人が出てこない、夜の闇を見回して、


「全然、《軍》の援えん軍ぐんがくる様子がない。住民に催さい眠みんの魔法をかけても、まるで対処してくる様子がない。前ならここに、私たちのスパイが侵しん入にゆうするのも見み逃のがさなかったのに、いまのこれはなにかしら？　もしかしたらほんとに、《軍》は……」


　しかしそれに、月光は笑みを浮かべて言った。


「残念だったな。その噂は、ガセだ」


「へぇ～」


「おまえらは触ふれてはいけない場所に触れた。一人たりとも生きては帰れない」


「ふぅん。そうなんだ。じゃ、早く私たちを、殺してみてよ」


「…………」


「いまから十秒したら、ミサイルをほんとにこの場に落とす。このミサイルの中には神種の獣けものが封ふうじてあるから、もし《軍》がいないならきっと、こんな街──いや、こんな国、一いつ瞬しゆんで消えちゃうよ？」


「…………」


「でも、《軍》はいるんだよねぇ？　なら、防いでみせてよ？」


「…………」


「昔みたいに偉えらそうな顔で対処してみなさいよ？」


「…………」


「あは、できないんでしょ？　もう《軍》はないから。もう《軍》は、崩壊しちゃってるから」


　と、そこで月光が、少女にではなく、大兎のほうに小声で、


「……まだか？」


　と言ってくる。


　しかしそれに大兎は、


「もうメールを一いつ括かつ送信した。気づいた奴やつはすぐに……」


　とそこで、背後の、生徒会室と繫がった次元の穴の向こうから、


「大兎[image: ]」


　という、少女の声が上がった。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の、ヒメアの声だ。


　さらにその背後からも、


「なんだこれ？」


「どうなってるんです？」


　という、エントリオ兄弟の声がする。


　おまけに月光の横には、いつの間にか一人の男が立っている。


　二十四、五歳くらいの男。黒いスーツに、赤いタイ。丸眼鏡めがねに、白い手て袋ぶくろという姿。


　生徒会の顧こ問もんの、黒守だ。


　その黒守が日本刀を持った少女と、武装ヘリ、魔方陣ミサイルを見上げて、


「……テンペロン・クローリーですか。これは、思ってたよりもずっと早く、きましたねぇ」


　と、言った。


　それに月光がなにか答えようとしたところで、


「大兎[image: ]　なになに、私に逢あいたくて連れん絡らくしてくれたの!?」


　と、大兎は背後からヒメアに抱だき着かれてしまって、月光の言葉が聞こえなくなる。


　それに大兎は振り返り、


「ちょ、ヒメア、いまはそんな場合じゃな……」


「大兎大好き[image: ]」


「あの」


「好き～[image: ]」


　と、一人はしゃぐヒメアが、大兎の背中に抱き着いたまま、肩かた口ぐちから顔を出す。


　薄桃ラベンダー色の、夜闇の中でも七色に輝かがやく長い髪に、異常なまでに整った容姿。


　つんと上を向いた鼻に、悪戯いたずらっぽい真紅の瞳ひとみ。


　そしてその、赤い瞳で、


「……え、なに、あれ」


　と、彼女は空を見る。


　空に浮かぶ、魔方陣ミサイルのほうを見る。


　普ふ段だんなら、周囲のことなどまるで気にしない彼女が珍めずらしく、そのミサイルに反応して。


「……噓うそ、どういうこと……？　あの魔ま方ほう陣じんに囲まれた筒の中、古竜ゲドガルドが二十匹ぴきも入ってるんだけど……」


　と、怯おびえたような声で言う。


　それに大兎はヒメアのほうを見て、


「ゲドガルド？　って、なに？」


　と聞く。


　するとそれに月光が、


「神種の化け物だ。いま、《軍》機能が復旧していない状じよう況きようで二十匹もここに放たれたら、璃リ依ー音ネの言うとおり……」


　と言いかけて、一度言葉を止める。それから、


「あの、日本刀を持ったドイツ女の言うとおり、この国は滅ほろぶ」


　それにヒメアを除いた面々が月光のほうを、知りあいなのか？　という目で見るが、月光はやはり無視して、


「だからあの、神種が入ったミサイルをまず、無力化するぞ。それからあの女とヘリを始末……」


　が、その言葉の途と中ちゆうで黒守が言った。


　リーネと呼ばれた少女のほうへと向かって、


「本当にそれを落とす気なら、さっさと落とせばいいでしょう？　しかしすぐにそれをしないということは、別の意図がある。違ちがいますか？」


　するとリーネが黒守のほうを見て、


「黒守・フィリエル・優ゆう一いち。生徒会の管理官ね。じゃあいまは、あなたが崩壊した《軍》の指揮をとってるの？」


　と、聞いてくる。


　それに黒守が答えようとしたのを遮って、月光が言う。


「《軍》は崩壊していない。そして《軍》の指揮権はいま、俺が持っている」


「あは、ま～だそんな強がりを……」


「強がりじゃない。証しよう拠こを見せてやるから、さっさとその神種が入ったミサイルを落としてみろ。そこには二十匹の古竜ゲドガルドが入っているらしいが……」


　とそこで、月光が笑う。


　楽しげに笑う。


　馬ば鹿かにしたように笑う。


　そして、


「古竜ゲドガルドを数十匹連れてきただけで、《軍》に勝てると思ったのか？」


　と、言った。


　そしてそれに大兎は、無言でヒメアのほうを見る。


　いまの月光の言葉って、ほんと？　という表情で、ヒメアのほうを見る。


　するとヒメアが小さく首を振る。そして小声で、


「冗じよう談だんでしょう。なんの準備もなく、二十匹もの古竜ゲドガルドの相手なんて、私たちじゃとても……」


　しかしその、ヒメアの声が消えるように、月光はさらに大きく言う。


「《軍》はすでに、エデルカを狩かる術式も完成させている。それをいまさら、古竜ゲドガルドだと？　雑ざ魚こどもが笑わせるな。ほら、やってみろよ。そして俺たちの力を見てから、テンペロン・クローリーに報告するがいい。すべての古竜ゲドガルドを奪うばわれましたと、本国に報告すればいい」


　と、言った。


　するとそれに、リーネが怒おこったような顔で月光をにらむ。そして、


「噓よ。私たちはあなたたちが崩壊したという確かな情報を……」


「ガセだと言っている」


「……いいえ、ガセじゃな……」


「そう思うのなら、試してみろと言っている。それでわかるだろう？　ほら、やれよ。さっさとやれ」


　するとそれに、リーネの顔がくやしげに歪ゆがんで、


「……それは、許可されていない」


「うん？」


「このミサイルを、実際に落とす許可を、私は受けていない」


「ならいったい、おまえはなにをしにきた？　ガキの使いか？　それとも、以前に俺にフラれたのが悔くやしくて、文句でも言いにきたのか？」


　なんて言葉に、リーネの顔が突とつ然ぜん、真っ赤になる。それからすぐに顔をしかめ、憎にく々にくしげな顔を作って、


「馬鹿なことを言うんじゃない！　私は……」


　と言った。


　そしてそこで一度言葉を止め、周囲を見回す。自分の回りにいる、仲間たちの様子を確認するよう、リーネは目線を動かしてから、小さく息を吸う。


　自分を落ちつけるように、息を吸う。


　そして再び冷静さを取り戻もどしてから、言った。


「我々は今日、通告にきたんだ」


　それに月光が答える。


「ガキの使いが、なにを通告にきた？」


　しかしその挑ちよう発はつに乗らず、リーネが続ける。


「我々の通告は、こう。二十日以内に《聖地》をテンペロン・クローリーに明あけ渡わたしなさい。内部崩ほう壊かいするような弱い組織に、これ以上その場所を任せておくわけにはいかない。今後は我らテンペロン・クローリーが、《聖地》を管理し、預言の修正を行おこな……」


　しかしその途中で、月光は言う。


「断ったら？」


　するとリーネは鋭するどい瞳で月光を見つめ、言った。


「今度は本当に、戦争になる」


「おまえらは勝てない」


「強がっても無む駄だよ」


「はっ、強がってるのは、おまえらだろう？　テンペロン・クローリーは、勢力としては《軍》、《教会》に次ぐ、第三位の組織だ。おまえらじゃ俺たちには……」


　しかしそこで、リーネが手を挙げる。


　そして下ろす。


　すると宙空にふわふわ浮ういていたミサイルの一つが、急に地面のほうへと反転する。


　そしてその様を月光は見つめ、


「どうせはったりだろう？」


　と、言った。


　しかしリーネは月光を見つめ、それから冷たい声音で、


「落としなさい」


　と言う。


　するとミサイルが急速に降下を始める。民家の屋根へと、落ちようとする。


　それに月光は、


「……はったりだ」


　と、小さく呟つぶやく。


「おまえら、絶対に動くなよ。挑発に乗るな」


　と、大兎たちに命じてくる。


　しかしやはり、ミサイルは止まらない。


　そのままミサイルは民家の屋根を突つき破やぶってしまい、爆ばく裂れつしようとする。


　そしてそれに、


「……ぐぅ」


　と、月光がかすかにうめいたのが、聞こえた。それは敵には聞こえなかっただろう。


　だが、大兎には聞こえた。


　ハスガやセルジュ、ヒメアや黒守にも、聞こえただろう。月光の、すぐそばにいた、大兎たちには聞こえた。


　だから、大兎は動かなかった。


　月光がいま、目の前で起ころうとしていることに、ひどく恐きよう怖ふしていて。そしてそれを、必死で我が慢まんしているのがわかったから。


　だから大兎も、そして他の生徒会のメンバーも、動かなかった。


　そしてミサイルを、見る。民家の屋根を貫つらぬいた、ミサイルを見る。


　すると、


「…………」


　その、ミサイルは爆ばく発はつしなかった。


　民家の屋根を貫いて、しかしそれだけで、止まる。


　ゲドガルドとかいう名前の化物も、出てこない。


　リーネはそれに笑みを浮かべ、


「あは、なにその顔？　びびったの？」


　なんて、言う。


　それに月光は答える。冷たい、無表情のまま、


「なんの話だ？　なぜミサイルを爆発させない？　さっさと古竜ゲドガルドを解放しろよ」


「……そんなに強がっても、無駄よ。私はミサイルを落とす許可はもらってないって言ってるのに、あなたの顔はいま、恐怖に歪ゆがん……」


「吐ぬかすな。おまえこそ鎌かまをかけても無駄だ。俺の表情は変わっていない。そして恐怖しているのは、おまえらだろう？　《軍》が本当に崩壊しているのか、それともそれはガセなのか。ガセなら、戦争して負けるのはおまえらだ。だからこんなまわりくどいことをする。違うか？」


「…………」


「さあ、古竜ゲドガルドを出せよ。そして俺たちと戦争してみろ」


　それに、リーネは月光をにらみつけて、


「……いまは、しない。その許可が……」


「ならさっさと帰れ。決定権を持っていないガキには用は……」


　しかしそれを遮さえぎって、


「……でも！」


　と、リーネは言った。


「我々は、すでにこの地への侵しん入にゆうに成功した。《軍》がまだ機能している？　それは、調べればすぐにわかることよ。でも、時間をあげましょう。二十日。二十日以内に学校を明け渡せば、我々は攻こう撃げきしない。それに、どうせもうあなたたちでは《聖地》を維い持じできないでしょう？　《軍》はすでに崩壊してる。なら、大きな力は、きちんとした組織が管理する必要がある。そうじゃなくても、時間はほとんどないのよ？　世界にはもう、六年しか時間がない」


「戯たわ言ごとを……」


　しかしそれも遮って、リーネが続けた。


「二十日後に、今度は本隊を連れてくる。次はすべての決定権を、私は持ってくる。だからなるべくなら死者を出さずに明け渡して欲しいんだけど……でも、もしも抵てい抗こうするなら……」


　そこでもう一度、リーネは手を挙げる。するとミサイルが民家の屋根から引ひき抜ぬかれ、空に戻る。それを見上げ、


「今度は本当にこれ、落とすよ？」


　と、言った。


　それから刀を鞘さやに戻す。


　月光を見つめる。


　そして真っ直ぐ、口の悪いうちの生徒会長を見つめて、


「……私は……あなたを殺したくないから、言うことを聞いて」


　と、リーネは言った。


　それに月光がなにかを言おうとしたが、彼女は聞かずに、くるっと踵きびすを返す。跳とぶ。すると彼女の体をヘリが拾う。


　そしてその、ヘリの周囲の空間がまた、歪み始める。


　次元の穴が開くのだ。


　その穴へと、ヘリが入って、消える。


　さっきまであれほど騒さわがしかったヘリのプロペラの音が消えてしまい、一気に景色が、いつものなんの変へん哲てつもない、住宅街へと戻ってしまう。


　静かな、いつもの宮阪町の住宅街へと、戻る。


　そしてテンペロン・クローリーの姿が完全に消えたのを確認してから、そこにいる全員が一いつ斉せいに月光のほうへと向いた。


　そして大兎が言う。


「ってかおまえ、あの子に告白されたことあんのかよ？」


　続いてセルジュが、


「ちょっといまの会話は聞き捨てなりませんねぇ。あんなかわいい子とどこで知りあったんですか？　僕にも紹しよう介かい……」


　という言葉を、ハスガがセルジュの頭を殴なぐって止めて、


「馬ば鹿かかおまえらは。んな話はどうでもいいだろが。それよか、敵の話をしろよ」


　それに大兎はうなずいて、


「あ、そうそう、それだよ。あれ、どうなのよ？」


　と、『それ』と『あれ』だけで構成された、非常に高度な質問を大兎はする。


　するとハスガがこちらをちょっとだけ馬鹿にするような顔で見てから、


「だいたい、テンペロン・クローリーって、人間どもが作ってる、でかい組織だろ？　《軍》がぶっ壊こわれたいま、あんな奴やつらに狙ねらわれたら俺らひとたまりもないんじゃねぇのか？」


　と、いまいち状じよう況きようを理解しきっていない大兎にもわかるよう、非常にわかりやすく、質問しなおしてくれて。


　それに大兎は、ハスガのほうを見て、笑いそうになる。


　こいつ、こう、いっつも態度はトゲトゲしいのに、実はすげぇいい奴なんだよなぁと、笑いそうになるが、たぶん、そんなことを言って笑ったらぶっ飛ばされるだろうから、黙だまっておく。


　すると月光が振ふり向いて、質問に答えてくれる。


　一言。


「雑ざ魚こがわーわーうるさい」


「ああ!?」


　と、ハスガが怒ど鳴なるが、無視で月光は言う。


「いま何時だ？」


　すると黒守が笑って、懐かい中ちゆう時計を取り出す。開く。そして、


「朝四時ですねぇ」


　と、答える。


　それに月光は目を半分閉じ、疲つかれたような顔を作ると、


「俺は昨日も徹てつ夜やしていて、頭が回らん。今日のことへの対処は、一度寝ねてからにする。おまえら奴ど隷れいどもに用があるときは呼ぶから、今日は解散しろ」


　なんて言ってから、彼は剣けんを腰こしに戻もどし、再び背後に開いた《道み程ち》を抜けて、生徒会室へ戻ろうとしてしまう。


　その背中に大兎が、


「いや、でもこの状況でなんにも話しあわないのはさすがに……」


　と言うが、しかし月光は振り返らないまま。


「馬鹿どもと話しあったところで、なにが解決する？　それともおまえになにか、有用な意見でもあるのか？」


「へ？　あ、いや……」


「意見がないならさっさと解散しろ。目障りだ」


「おまえ……」


　と追いかけようとする大兎の声を遮って、


「閉じろ」


　と、月光は《聖地》に命じる。


　すると《道み程ち》は閉じようとして。


　それにハスガが慌あわてて、


「え、おまえ、ちょっと！」


　と声を上げる。


「ふざけんな！　俺ら学校に棲すんでんだから、ここに放置されんのは……」


　しかしそれに月光が、


「はっ」


　と楽しげに笑う。


　あっさり《道み程ち》が閉じる。


　月光の姿が消える。


　そしてこちら側には、セルジュとハスガ、それに大兎と、彼の背中に抱だき着いたままのヒメアが取り残されてしまって。


「うお～、なんだあいつ、まじむかつく！」


　と、ハスガが怒鳴った。


　それからセルジュがへらへら笑って、


「まあまあ、いいじゃないですかハスガ。この近くには僕が仲良くしている女の子が一人暮らしをしてますから、そこで仲良く二に度ど寝ねを……」


「するか！」


「じゃあ、どうするんです？」


　という問いかけに、ハスガはうんざりしたような顔でため息をつく。それからこちらを見て、


「……さて、どーしたもんかね。ってか、いまの話、どう思うよ？」


　と、さっきまでテンペロン・クローリーとかいう組織のヘリやら日本刀少女やらがいたあたりを指差す。


　もう、いまはなんの変わりばえもしない、ごくごく普ふ通つうの住宅街に戻ってしまっているが、しかし、その中の一戸建ての屋根には、ミサイルが落とされ穴が開いてしまっている。


　それに大兎は、あの屋根の修理は、大だい丈じよう夫ぶかなぁ？　なんて、他ひ人と事ごとながらちょっとだけ心配になる。いつもなら《軍》がこういった事件の後始末をするのだが、しかしいま、その《軍》の機能がほとんど崩ほう壊かいしてしまっているのだという。


　だからこそ、あのテンペロン・クローリーとかいう組織がやってきたのだが。


　それに大兎は答える。


「テンペロン・クローリーってのがどれくらいの組織かはわかんないけど、たぶん、まずいよね？」


　するとそれにハスガがうなずいて、


「おまえが暴走したせいで、《軍》が潰つぶれたしな」


「え、俺のせいかよ？」


　が、それにハスガは鋭するどく目を細め、


「いや、責任は、大兎を実験材料にした、《軍》にあると思うけどな。だが、その《軍》の生き残りは、今回の件にどう対処するつもりなのか聞かせてもらいたいもんだね……」


　と、黒守のほうをにらむ。


　そしてそれに、大兎も黒守のほうへと、目を向ける。


　しかし、


「…………」


　いつの間にやら、黒守はいなくなってしまっていて。


　それに大兎と、ハスガは、お互たがいの顔を見あわせ、


「いないね」


　と大兎が言うと、ハスガはまた、深いため息をついて、


「ったくこの生徒会は、むかつく奴ばっかで嫌やんなるな」


　と、言う。


　すると横からセルジュが、


「でも僕は、ヒメアさんに美雷ちゃん、泉さんと、女の子がかわいいから満足……」


「黙れ馬鹿兄貴」


「はは」


　と、セルジュは目を細めて、笑う。それから、


「でもまあ、ここで僕らだけで話しあっても仕方ないでしょう。月光会長も、泉さんもいないですし。ここは明日あしたまた、生徒会室で、ということでどうですか？」


　と、言う。


　それにハスガはセルジュのほうへと目を向け、


「もしくは、テンペロン・クローリーがくる前に、さっさとこの国を出るってのは？」


　するとセルジュは優しく微笑ほほえんで、


「僕はいいですけど、ハスガは仲間を見捨てられない質たちでしょう？」


「あ？　仲間って誰だれのことだよ？」


「紅月光会長？」


「よし、明日には国を出よう」


　なんて、ハスガは言う。そしてそのまま屋根を飛び下りてしまう。


　それにセルジュは笑ってから、こちらを見る。


「では僕らはいきます。また明日、生徒会室で」


　なんて言ってきて、それに大兎はうなずく。それから、


「とかいって、明日にはもう日本から出てっちゃってたりして？」


　と言ってみると、セルジュは笑って、


「弟は義ぎ理り堅がたいから、許してくれないと思います」


　なんて言う。


　それに大兎は笑うと、セルジュが手を振って、


「ではまた明日」


「ほいほい、明日。おやすみ」


「おやすみなさい」


　と、セルジュもハスガを追って、屋根を降りてしまう。


　そして屋根の上には大兎と、そして背中に抱き着いている、ヒメアだけが取り残されてしまって。


　それに大兎は、


「……な～んか、いきなりうるさくなって、一気に静かになったな」


　と言うが、


「…………」


　しかしもう、誰も答えてくれない。


　というか、いま、自分の背中にはヒメアが抱き着いているはずなのだが。


　大兎はその、ヒメアのほうへと振り返る。するとそこにはやはり、ヒメアがいる。


　薄桃ラベンダー色の髪かみに、悪戯いたずらっぽい吊つり気味の真紅の瞳ひとみ。白い肌はだに、ピンク色の唇くちびる。


　もう、この世に存在してはいけないんじゃないかというほどに信じられないほどの美少女だった。セーラー服が似合ってないくらいに、非現実的な美び貌ぼうを持った女の子。


　そのヒメアに大兎は、


「ねね、俺の話聞いてる？」


　と聞くが、


「…………」


「あの、ヒメア？」


「…………」


「ヒメアさん？」


　すると彼女は顔を大兎の背中にうずめたまま、幸せそうな顔で、


「う～。大兎、汗あせかいてるね。いい匂におい[image: ]」


　なんて言いだして。


　それに大兎は、慌てる。


「はぁ？　汗？　ちょ、あの、匂いとか言われると、恥はずかしいから」


　と、ヒメアを手で背中から離はなそうとする。


　しかし彼女はぴったり背中にくっついたまま、


「やだ。離れなーい」


「いやいや」


「ぎゅー！」


「ぎゅーじゃなくて！　ええと、あ、じゃああの、後ろ向いて話すのしんどいから、とりあえず一度離れてってのはどう？」


　と、大兎は言う。


　するとヒメアがこちらを見上げる。やはり彼女は、信じられないほどにかわいい顔をしている。真紅の瞳でこちらを見上げ、それから楽しげに微笑んで、


「するーり！」


　と、言う。


　そのままヒメアは、彼女を引き離そうとする大兎の腕うでをするりとくぐって、前に回ってくる。


　そして再び大兎に抱き着き、これでもかと言わんばかりに胸に顔をうずめると、


「ぎゅー！」


「ってだからぎゅーじゃなくてね、あの、少し離れ……」


「前に回ったからいいんだもん」


「えっと」


「それとも、ここからも離れないとだめ？」


　と、彼女はちょっとだけ寂さびしそうな顔でこちらを見上げる。


　それを大兎は見下ろし、あきれたように、言う。


「ここからも離れないとだめって、さっきからまだ、ヒメア一ミリも離れてないよ？」


「一ミリ？」


「うん」


「んと、私、人間の使う長さの単位なんて知らなーい」


「噓うそつけ」


「えへへ。大兎大好き[image: ]」


　と、彼女はさらにしがみついてくる。


「それに、この時間に大兎と会えること少ないから、嬉うれしい[image: ]」


　なんて、言う。


　そしてそれに、大兎はちょっとだけさっきまで戦せん闘とうが起きていたほうへと目を向けてから、


「なんか、ついさっきまでもっとすっごい緊きん迫ぱくした展開だった気がするんだけどなぁ。あの、ヒメア」


　するとヒメアはこちらを見上げ、


「なになに？」


「ちょっと質問があるんだけど」


「うん」


「あの、さっきのテンペロン・クロー……」


　しかしそこまで言ったところでまた、ヒメアは大兎の胸に顔をうずめて、


「大兎、いい匂い」


「って全然俺の話聞いてないじゃ……」


「だって他の下等な人間どもが作ってる組織なんか、興味ないんだもん」


「いや、そりゃヒメアはそうかもしれないけどさ、でも……」


　と、大兎が言いかけたところで、やっと彼女は顔をあげ、大兎と同じ、さっきまで戦闘が行われていたほうへと、ひどくつまらなそうな顔を向けると、言った。


「それに人間どもがやることは、どれも同じだもん」


「ん？」


「《軍》も、《教会》も、テンペロン・クローリーも、みんな同じ。際限なく欲よく望ぼうを膨ふくれあがらせるばかりで。だから、欲しがってるものをくれてやればいいのよ」


　なんて言ってから、彼女は急に気づいたようにこちらを見上げて、


「あ、でも、いまのは大兎以外の人間ども、って意味だからね？」


　なんて言う。それからいま、初めて大兎の匂いに気づいた、と言わんばかりの顔になって、


「大兎、なんかすごくいい匂……」


「ってその展開だとまた話が止まるから！」


　と、ヒメアの肩かたを押さえる。


　すると彼女は不満そうに、


「うー？」


　と顔をあげる。


　その、彼女に聞く。


「あいつらが欲しいものって、なに？　《軍》？」


　するとヒメアは、一いつ生しよう懸けん命めい大兎の腕をどけてこちらに抱だき着こうとしながら、


「んと、えと、《聖地》だと、思う」


「《聖地》って、あの生徒会室にある、《道み程ち》を開く、《聖地》？」


「う、うん。あの、大兎、手、どけていいよー」


「やっぱあの《聖地》って、みんなが欲しがるようなもんなのかぁ。じゃあそれをくれてやればいいってことか。でも、月光の様子だとそれはだめなんだよな？」


　と、大兎が言うと、そこでヒメアが大兎の腕をなんとか外して、


「やった！」


　と、再び胸に抱き着いてくるので、それにもう、大兎はあきれきった顔で、


「全然話聞いてないんだから」


　と、苦笑した。


　すると彼女は大兎の胸の中で言う。


「あのね、好きって言ってくれたら、聞いてもいいよ？」


「……はぁ」


「ため息も好き[image: ]」


「えーと」


「大兎大兎」


「ん～？」


「二人っきりだね～[image: ]」


　と、ヒメアは言った。


　そしてそれに大兎は、周囲を見回す。


　ちなみに彼らがいまいる場所は、二人っきりどころか、住宅街の、ど真ん中だった。


　それも目立つ、屋根の上。


　その、自分たちがいる状じよう況きようを見回してから、大兎は言った。


「あの、全然二人っきりじゃなくない？　住宅街のど真ん中だし」


　するとヒメアは少しだけ体を離し、やはり美しい、妖よう艶えんな顔で微笑ほほえんで言う。


「人間どもは数にいれない」


「ちょっとそれは……」


　とそこでヒメアはさらに、


「それに、テンペロン・クローリーが使った魔ま術じゆつで、みんなまだ寝ねてるよ？」


　なんて言葉に、大兎はもう一度周囲を見回す。あれほど騒さわがしく立ちまわったのに、確かにまだ、誰だれも外に出てきていなかった。


　それに大兎は少しだけ心配になって、


「あの、ヒメア」


「うん？」


「その魔法って、ちゃんと解けるの？」


「うんー？」


　と、ヒメアが回りを見回す。そしてまるで、大兎には見えていない、魔法の仕組みを探るような顔になってから、


「あと、十五分くらいで解けちゃうかな」


　と、言う。そしてそこで、彼女は細い、綺き麗れいな指を宙空へと伸のばすと、


「だから、ちょっと待ってね。人間どもが私たちの時間を邪じや魔ましないよう、あと８０００時間ぐらい目を覚まさないように術式を書き換かえ……」


「いやいやいや、ヒメア、それ困……」


　が、ヒメアはその、魔法を使おうとしていた指でちょんっと大兎の鼻先に触ふれて、


「なんて、冗じよう談だん♪」


　と、笑う。


　それに大兎はもう、疲つかれたような顔になって、


「ヒメアやりかねないから、ヒヤヒヤするよ」


「あはは。ヒヤヒヤしてる大兎もかわいいよ？」


「知らんよもう」


「あ、もしかして怒おこった？　怒った？　でも怒ってる大兎も好きー[image: ]」


　とまた、抱き着いてくる。


　その、もうなにを言っても無む駄だな彼女の姿に彼は笑って、


「ま、いいけどさぁ……それに十五分で魔法も解けんのね？」


「うん。だから十五分間は二人っきりだよ。だからさ、あの、その」


　なんてヒメアが、言う。


　そしてかわいい顔をこちらに上げてくる。その顔が、さっきまでとは違ちがって、ちょっとだけ恥ずかしそうに赤らんでいる。


　さっきまであんなにぎゅーぎゅー抱き着いてきていたヒメアの顔が、赤くなっている。












[image: ]











「…………」


　そしてそれに大兎は、まずい、と思う。


　彼女がこんな顔をするときはいつもその、なんというか、まずいのだ。ちょっとまだ、心の準備がちゃんとできていない、平へい凡ぼんな高校生には対応しきれないような展開が──


　とそこでヒメアが、


「ねぇ大兎、あの、ち、チューしよっか？」


　なんて言ってきて。


　彼は、ほらねぇと、思う。それから彼女の、ピンク色の唇くちびるを見て、それに自分の顔も赤くなってしまいそうなのを感じて、


「あー、えーと、そのー」


　と、言う。


　さらに周囲をきょろきょろ見回し、


「あの、ヒメア」


「う？」


「や、やっぱあれだよ。こんな住宅街の、それも屋根の上でキスとかするのは恥はずかしいから、やめようぜ？」


　と、言った。


　するとそれに、ヒメアがさらに緊きん張ちようしたような面持ちで、


「じゃ、じゃあじゃあ、大兎の部屋にいくの？」


　などと言ってきてしまって。


　部屋に、お年ごろの男女が二人っきり、という、もう、なんか18禁どころじゃない映像が頭の中に浮うかんできて、それに大兎は慌あわてて言った。


「あ、あの、ヒメア」


「う？」


「ちょ、あの、とりあえず今日はガッコ戻もどろうぜ？　いきなりその、そんなブーストした展開は俺、対応しきれないから」


「えと」


「それにほら、まだ俺らさ、その、そういうの早くないかな？　確かにこないだ俺、ヒメアのこと好きとは言ったけど、その、もうちょっとゆっくりいきたいなぁー、っていうか」


　と言ってみる。


　するとそれに、ヒメアがこちらを見上げて、


「ゆっくり？」


「そそ」


「その、あの、私が嫌きらいだからじゃ……」


「違う違う。そんなんじゃなくて！　ええと、なんだ。俺がまだ、ガキだからだと思うけどさぁ。あの、緊張しちゃうんだよねぇ」


　なんて、ちょっとかっこ悪いことを、大兎は言う。そのままヒメアを見つめ、


「ほら、ヒメアかわいいから」


「え[image: ]」


「だからその、ドギマギしちゃって」


「う、うん」


「でも、なんてーか、せめてそういうのはさ、男のほうでリードしたいっていうかさ」


「うん」


「……それに……それに、やっぱ……」


　とそこでふと、彼は言葉を止める。


　そしてもう一度周囲を見回す。


　住宅街はいまも、静かだった。


　本当にいま、この街には誰もいないんじゃないかと錯さつ覚かくしそうなほどに、静かだった。


　魔法がかけられているから。


　催さい眠みんの魔法がかけられているから。


　だからいま、ここでヒメアとキスしたところで、誰も見ていないはずだった。


　別に恥ずかしがることもないはずだった。


　でも、


「…………」


　と、大兎はヒメアのほうを、見る。


　そしてそれから一いつ瞬しゆん、自分の、自宅があるほうへと意識を向ける。


　遥はるかの、家があるほうへと意識を向ける。


　そしてその瞬しゆん間かん、ヒメアの体がびくんっと、震ふるえるのがわかった。敏びん感かんに反応するのが、わかった。


　そして彼女はこちらを見上げる。なにかに気づいたような泣きそうな顔。それから慌ててそれを消して、彼女は笑顔を取り繕つくろって、


「んと、そだよね。じゃ、じゃあ学校に戻ろっかー！」


　なんて言った。


　おまけに彼女は、大兎から少しだけ離はなれようとするので。


「あ、そうじゃなくてね」


　と、大兎は慌てて言った。


　そしてヒメアの腕うでをつかむ。自分から離れようとする彼女の腕をつかむ。


　それに彼女は、


「い、痛いよ大兎」


　と、言う。


　それに彼は腕の力を少し弱めて、


「あ、ごめん」


「ううん。大だい丈じよう夫ぶ」


「あの、それでさヒメア」


　が、それを遮さえぎってまた、彼女は笑う。あははと笑って、


「んと、大兎がその、まだキスできないって言うなら、私大丈夫だよ？」


「いやそうじゃなくて」


　しかしそれも遮り、


「あのあの、私は大丈夫だから、んと、その話は、しなくても……」


　が、それに、


「いや、それをちゃんとしないともう、俺は前に進んじゃだめだと、思うんだ」


　と、大兎は言った。


　ヒメアのほうを見つめて。


　もう、笑顔を作れなくなってしまって、泣きそうな顔になってしまっている彼女のほうを見つめて、そう言った。


　そしてこの光景は、前にも見たなぁと、大兎は思う。目に、涙なみだをたくさん浮かべながら、それでも笑う彼女の顔を、見たなぁと、思う。


　それはあの、生徒会の強化合宿の海でのことだ。


　あのときも、彼が遥のことについて話そうとして、彼女はこんな顔をした。怯おびえるような顔をして、話を聞かないで逃にげようとした。


　そしてあのときは、彼は洗脳されていたのだ。ヒメアのことを好きになるように、洗脳されていたのだ。


　だが、いまは違う。いま、彼の心はもう、自分のもので。


　だから、


「……そんな顔、するなよヒメア。こないだ言ったろう？　俺はおまえのことが好きだって」


「でも」


「でもじゃない」


「だけど」


　と、言う彼女の頭に彼は、触れる。そのまま優しくなでる。するとさらに、彼女は泣きそうな顔になってしまって。


　それに彼は微笑ほほえんで、言う。


「あのさ、もうちょっと俺のこと、信じてくんない？」


「…………」


「もう洗脳もされてない。なんの魔ま法ほうもかかってない。でも、それでも俺は、ヒメアのことが好きだって言ってるんだからさ。だから……」


　するとそれに、ヒメアがなにかを言おうとして、


「…………」


　しかし、やめる。それからちょっと苦しそうな顔になり、そして、


「……わかった」


　と、彼女は言った。


　あきらかにわかっていない顔で、しかし彼女は、わかった、と、言ってくるので、大兎はもう一度頭をなでてから、


「言いたいこと、言って」


　と、言う。


　しかしヒメアはそれに微笑み、首を振ふる。もう、目に涙をいっぱいためたまま微笑んで、


「私、言いたいことなんて……」


「あるよ」


「ない」


「噓うそだね」


「ほんとだもん」


　と、ヒメアが言う。


　そしてそれに、大兎は彼女の真紅の瞳ひとみをのぞきこみ、


「ちゃんと言って。じゃないとなにも進まないよ」


　と、伝えた。


　するとヒメアは困ったように顔をしかめる。やはり言いたくなさそうにこちらから目を逸そらす。


　しかし大兎は、なにも言わない。


　彼女が言いたい言葉が。


　自分の中に押しこめてしまっている言葉が出てくるのを、待つ。


　なぜなら彼女はいつも、我が慢まんしてしまうから。抱だき着くときは強引なのに、本当の自分の言葉や気持ちは、押しこめてしまうから。


　だから、大兎は黙だまったまま彼女の頭を撫なでて、言葉を待つ。


　するとヒメアが、言った。


　やはりこちらを見ないまま。


　泣きそうな顔のまま、


「……大兎は……」


　と、彼女は言う。


「……大兎は、ほんとは遥ちゃんとかいう人間のことが好きなの、私、知ってるもん」


　と、言った。


　そして彼女がそう言うことはもう、わかっていた。なぜなら彼女がその、大兎の、『時雨しぐれ遥への気持ち』を、エデルカの主から取り戻してきてくれたのだから。


　彼女がそれを取り戻し、そして、大兎に戻してくれたのだから。


　だから、


「俺の気持ちを、見たの？」


　と、大兎は聞く。


　すると彼女は震えて、うなずく。


「見た」


「辛つらかった？」


「……だ、大丈夫。だって、私はずっと大兎のそばにはいなかったから。だからそれは仕方ないって私、わかって……」


　しかしそれを遮りもう一度、


「辛かった？」


　と、聞く。


　するとそれに、ヒメアの瞳からもう、限界を超こえてしまったかのように涙が溢あふれだしてしまい、そしてそれに慌あわてて、彼女は言う。


「あ、あ、あの、これは、違ちがうの。ほんとに私は大丈夫だから。あ、あのね、待てるから。ほら、私は人間じゃないから、あの、遥ちゃんが死ぬまで待ってることもできるしね。だからしばらくは……八十年ぐらいはそれを待ってても……」


　なんて、言いだして、それに大兎は彼女の頭を抱きよせる。もう、泣きながら震える彼女の体を抱きよせる。


　そして、


「ヒメア」


　と、言う。


　それにヒメアは声を上げない。必死になにかを我慢しているようで、彼女は声をあげない。


　しかし大兎は気にせず、続ける。


「大丈夫だから」


「…………」


「そんなに待つ必要ないよ。俺はずっと、ヒメアのそばにいる」


「…………」


「そうじゃなくてももう、ヒメアはたくさん待ってくれたんだから。だからもう、我慢する必要は……」


　するとそこで彼女が、


「でも」


　と言った。その声は、震えている。もう、声も震えてしまっている。


　そして彼女は、


「でも私、見たもん。大兎……大兎はすごく、遥ちゃんが好きだったもん」


　と、言った。


「私なんか……私みたいな化け物選ぶはずないくらい……大兎は遥ちゃんのことを……」


　しかしそれを遮って、大兎は言った。


「いまは違う」


「噓だ」


「ほんとだよ。それにヒメアは、いまの俺の気持ちは、見てないだろ？」


「…………」


「いまは、違うよ」


「でも……」


　と、彼女は抗こう弁べんする。恐きよう怖ふに震ふるえる。


　それに大兎はその、震える彼女の頭を、落ちつくように撫でながら、言った。


「噓ついてもしょうがないから、言うよ。たぶん俺は、遥が好きだった」


「…………」


「いや、いまも好きだよ。だって、それは仕方ないよね。もう何年も一いつ緒しよに過ごしたんだ。彼女はすごくいい子で、俺にはもったいないくらいだ」


「…………」


「でもそれでも俺は、ヒメアを選ぶって言ってるんだ。遥への気持ちはちゃんとあるまま、それでも、ヒメアを選ぶって言ってるんだ。だからそれを、信じてくれないかな？」


　するとそれに、ヒメアが顔を上げる。また彼女の顔は、涙でくしゃくしゃになってしまっている。


　そしてそれを見て、自分はいったい、何度こんなふうに彼女を泣かせればすむのかと、うんざりする。


　でも、ちゃんとする必要があるのだ。彼女に対してはもう、気持ちをちゃんと見せる必要があるのだ。


　だから、


「好きだよヒメア。だから俺は、君のそばにいる」


　と、言った。


　それにまた、彼女は震える。そしてこちらを見つめて、


「でも、でもじゃあ、遥ちゃんは……遥ちゃんは、どうするの……？」


　なんて、言う。


　そしてそれに、


「…………」


　大兎はなんて答えようか、悩なやむ。


　噓をつくのは、簡単だった。


　ヒメアを傷つけないための、噓をつくのは簡単だった。


　だけどそれじゃあだめなのだ。


　だって、これからずっと、ヒメアとは一緒にいるのだ。もう、人間ではなくなってしまっている自分が、いったいこのさき、どれくらいの時間を彼女と二人で過ごすのかはわからないが、でも、どちらにせよ、噓をついて、すべてを始めるなんていうのは、ダメだと思うのだ。


　だから大兎は、言った。


「俺は、俺の運命に遥を巻き込みたくないんだよ」


　と、言った。


「もう俺は人間には戻もどれないと思うんだ。そしてこの世界は、俺が思っていたよりずっときつくてさ……でもそんなところに、遥が巻き込まれるのはもう、嫌いやなんだ」


　と、言った。


　その言葉に、ヒメアがどれほど傷つくかわかっていて、それでも彼はそう、言った。


　そして案の定、ヒメアは顔を歪ゆがめている。絶望に顔を歪めて、


「わ、私が、大兎の人生を壊こわしたせいで……」


　しかしそれを遮さえぎって、大兎は言った。


「違う」


「でも」


「違うと言ってる！　だからちょっと黙だまって、あの、最後まで言わせて」


　と、大兎は言った。


　そしてそれに、ヒメアは黙る。涙なみだでぼろぼろになってしまっている顔で黙る。


　それを確認してから、


「……怒ど鳴なってごめん」


「…………」


「でもあの、そうじゃないんだ、ヒメア。そうじゃなくて、あ～、なんて言やいいかな。えと、遥のことが好きだから、巻き込みたくない、なんていうとまるで、遥のほうが好きみたいだけど、そうじゃなくてさ」


　と、彼は一いつ生しよう懸けん命めい言葉を選ぶ。


　正しい気持ちが相手に伝わるように、ない頭を使って彼は必死に考えて、言葉を続ける。


「ええと、もちろん遥は好きだよ。でも、遥には俺よりももっといい相手がこれからいくらでも出てくると思うんだ。俺なんかよりちゃんと幸せにしてくれて、悲しい思いをさせない相手が。人間らしい生活をさせてくれる相手が、これから現れると思うんだ。でもヒメアには。ヒメアには、俺しか……」


　が、それにヒメアが急に、手を上げた。そして大兎の口を押さえ、


「も、もういいよ。わかったから。あの、我慢して私に、付き合わなくていいよ。わ、私は待てるし」


「いやだからそうじゃなく……」


　しかしヒメアはさらに強く口を押さえてきて、


「ま、待てるからぁ！　だから、だからもう、言わないで。遥ちゃんのほうが好きなのは、わ、わかってるから。もうそれ、わかってたことだから……だから、聞きたくない」


　と、彼女は言った。そして彼女は、自分の泣き顔を大兎に見せないよう、彼の胸に顔を押し付け、


「だ、大だい丈じよう夫ぶ。私は大丈夫だから、大兎は、好きに生きていいよ。私、大兎の人生を壊したく……」


「だから」


「黙って」


「いや」


「エアルエ」


　と、彼女は言う。その言葉の意味はわからないが、しかし、彼女の指先が光る。そして大兎の口に触ふれる。すると彼の声が、でなくなってしまう。必死に声をだそうとするが、彼の声がでなくなってしまう。


　おそらくは、なにかの魔ま法ほうを彼女は使ったのだと思う。


　それから彼女は大兎から、離はなれる。そして両手で涙を拭ふく。小さく息を吐はき、吸ってから笑顔を作り、こちらを見ると、


「た、大兎は優しいから、私に同情しちゃうんだよね？　でも、だめだよ。私は待てるって、言ってるでしょう？　たかだか人間の一生なんてほんとにあっという間なんだから、もう、くだらないこと気にしないで……私のことなんて気にしないで、大兎は楽しく過ごしてよ」


　なんてことを、言う。


　さらに彼女は笑って、


「あはは、もう～、こうなるって知ってたからこの話、したくなかったのになぁ。遥ちゃんへの気持ちを見たときから、もう、こうなるって知ってたのに……泣いて、みっともない姿見せちゃったらきっとまた、大兎が私のことをかわいそうだと思って辛つらくなっちゃうと思ったから、嫌だったのに……結局泣いちゃった」


　なんてことを、彼女は言う。そして彼女はさらに嬉うれしそうに、楽しそうに微笑ほほえんで、


「でも、大丈夫なんだよ？　よく考えてみたらほんと、八十年なんてあっと言う間だし。だから大兎は気にしないで。私は大兎が幸せなのが、一番嬉うれし……」


　しかしそこで大兎は、


『せーのっ』


　と、言った。


　声はでない。ヒメアの魔法のせいで、声がだせなくされてしまっているので、声はでないが、心の中でそう言った。


　そしてその途と端たん、彼の中の力がまた、全身を満たし始める。そしてその力を喉のどに集めて、


『ヒメアの魔法を、拒きよ絶ぜつしろ』


　と、言う。


　するとあっさり、魔法が消し飛ぶ。声がでるようになる。


　そしてヒメアを見つめ、


「ざっけんな」


　と、言った。


　そのまま彼女の腕うでをつかむ。彼女がそれから逃にげようとするが、彼は逃がさない。そのままその場に引き留めて、


「勝手なことばっか、言うなよ。そうじゃないって言ってんだろ？　遥は、あいつは、違ちがうんだよ。あいつは俺の運命の相手じゃないんだ。俺はもう人間じゃないから、だから……」


　するとそれにヒメアが、腕を引き離そうとしながら、


「でもそんなの……」


　と、言った。


　しかしそれを遮って、大兎は言う。


「で、俺の運命の相手はヒメアだと、思ってるんだ。遥じゃなく、ヒメアだって。もちろん遥のことは好きだった。でももう、俺の人生とは交わらない。そして俺は、ヒメアと生きていくって、決めたんだ。これ、まじでギャグで言ってるんじゃないんだぞ？　同情？　優しいから？　ふざけんなって。俺はこれからの人生を、全部ヒメアと過ごそうって、決めたんだよ。もう二度と普ふ通つうの高校生活には戻れない。この夏休みが終わっても、二度と普通の二学期はやってこない。でも、それも全部わかった上で、おまえと一いつ緒しよにいたいと思ってる。なのに同情？　んなわけねぇだろうが。理由は他にある。ちゃんとした理由は、他にある」


　と、言った。


　そしてそこで言葉を止めた。


　ヒメアはもう、笑っていない。驚おどろいたような、啞あ然ぜんとしたような顔をしていて。


　その、彼女の顔を見つめて、大兎は言った。


　少しだけ声を張りあげて。


「その理由は、好きだからだよ！　ヒメアが好きだからそばにいたいと思ってる！　でもって、それでも文句あるなら、言ってみろ！」


　と、言った。


　するとそれに、


「…………」


　ヒメアが、こちらを呆ぼう然ぜんと見つめ、


「そんな……」


　と、言った。


　震ふるえる声音で、


「そんな……ほ、ほんとに私でいいの？」


　なんてことを言ってきて。


　それに大兎はうなずく。


「だからそう言ってんでしょが」


「でも、でも私は……」


「でもはなしね。もう俺が決めたから。ヒメアが嫌って言っても、俺はヒメアのそばにいる」


　と、大兎は言った。


　しかしそれでもヒメアは信じられない、というような顔をしている。自分のことを好きだと言われて、信じられない、というような顔をしている。まるで夢かなにかを見ているような、そんな顔をしているので、大兎は、言った。


「んじゃ、いまの話を踏ふまえてもっかい聞くけど、ほかになんか、不安なことや、文句ある？」


　するとそれにもヒメアは呆然としていて、


「ヒメア？」


「…………」


「ヒーメーア」


　と、言う。


　それに彼女はやっと我を取り戻もどし、それから慌あわてて首を振ふる。


　そして、


「な、ないです」


「ってなんで敬語？」


「え、あれ、あ、んと、な、ないよ！」


　と、言う。


　それに大兎は満足気にうなずくと、


「よかった」


　と、言った。


「んじゃー、そろそろガッコ戻ろか？　ってかもう十五分たっちゃって、テンペロン・クローリーがかけた魔法、切れちゃいそうだから、早いとこ屋根から降りよ」


　と、言う。


　そして手を引く。


　ヒメアの手を、ぐっと引く。


　すると彼女はその、手を見て。大兎の手を見つめ、それから笑顔になってこちらを見上げると、


「うー」


　また、泣いた。


　笑ったまま泣いてしまった。


　それに大兎は、


「え、え、またこのタイミングで泣いちゃ……」


　しかし彼女はまた、抱だき着いてくる。強く抱き着いてくる。


　そして、いつものセリフを言った。


　彼の胸の中で、


「大兎……大兎大好き」


　と、言った。


　それに、彼はうなずき、もう一度彼女の頭を撫なでてから、


「俺も……」


　好きだよ、と、言おうとした。


　瞬しゆん間かん！


「おいおまえら！　うちの屋根でいったいなにしてんだぁ！」


　と、彼らがいま立っていた家の、庭のあたりから怒ど鳴なられてしまって、


「あ、やば、ほんとに魔法が切れ……」


　と言いかけたところで、ヒメアが手を伸のばす。怒鳴り声が聞こえた庭のほうへと手を伸ばし、


「黙れ人間。制止アルト」


　と、言う。


　すると急に庭が静かになる。


　そしてそれから、彼女は目をきらきらさせながら、こちらを見上げて、


「で？　で？」


　なんて言ってきて。


　それに、大兎はちょっとだけ驚いたような顔でヒメアを見下ろし、


「いや、あの……」


「で、俺も、なに？」


「へ？」


「だからさっき、大兎なんか言おうとしたでしょ？　俺も……なに？」


　それに大兎は答える。


「あ～、んと……好き、かな」


「きゃー[image: ]」


「う～ん」


　そして周囲を見回す。


　すると街中の人間が本当に一いつ斉せいに意識を取り戻したようで、急に気配が増えていく。


　それを確認してから大兎は自分に抱き着いているヒメアに、言う。


「ちょ、とりあえずガッコ戻ろうよ。人が起きてくる」


「いいよ～」


「って、あの、少し離はなれてくんないと、動きにくいんだけど」


「いいもん」


「ええと」


「いいんだもーん」


　なんて言って、さらにきつくヒメアが抱き着いてきて、


「仕方ないなぁ、もう」


　と、大兎はため息をつく。そのまま彼女の体をひょいっと抱かかえて、屋根から跳とぶ。降りる。そして周囲をきょろきょろ見回す。


　いまの、あきらかに人間とは思えないジャンプを誰だれかに見られていないかを確認してから、ヒメアを地面に下ろし、


「ほいじゃ、ガッコいくかー」


　と、言う。


「あ、ところでヒメア、その家の人にかけた魔ま法ほうは……」


「解いたよ」


「そか。ほいじゃ、いこ」


　と、大兎は歩きだす。


　そしてそれにヒメアがついてくる。こちらにまた、抱き着こうとして、それから彼女はちょっとだけなにか考えるような顔になってから、


「あ、あの、大兎」


「ん～？」


「あの、手、繫つなご？」


　と、言う。


　それからなぜか恥はずかしそうに、ちょっとだけ大兎の手に触ふれてきて。


　あんなにぴったり抱き着いてきていたのに、彼女は手を繫ぐのは妙みように恥ずかしそうで、


「……その、そんなふうに恥ずかしそうにされると、俺も恥ずかしくなるんだけど」


「繫いでも、いい？」


「え？　ああ、えと、い、いいよ？」


　と、彼はまた、かっこ悪かった。


　するとヒメアが手を握にぎってくる。ぎゅっと握ってくる。それを大兎は握り返して、


「ん、んじゃ、いこか」


「う、うん」


　と、二人はうなずく。


　そして学校への道を歩きだす。


　その途と中ちゆうでもう一度、大兎は背後を振り返る。


　遥の家があるほうへと、目を向け、


「あの、さっきの話の続きなんだけどさ」


「ん？」


「俺、ヒメアと付き合うって、ちゃんと遥に言おうと思うんだ。だからそのときヒメア、きてくれるかな？」


　その瞬間、ヒメアの顔が凍こおりついて、


「え？」


　と言うが、大兎は無視して続ける。


「ちゃんとそこはしとこうと思って。そうしたほうがヒメアももっと安心するだろうし、それに……」


　とそこで、ヒメアが、


「あ、そか。遥ちゃんを……守りたいんだよね、大兎は。私たちのそばにいたら、危ないから」


「…………」


　それに大兎は、うなずく。


　本当はそれだけじゃないのだが、しかしそれは、言う必要がないので、言わない。


　ヒメアには、自分の気持ちの部分で噓うそをつかなければ、それでいいのだ。


　そして気持ちは伝えた。その気持ちは伝わったようで、いま、遥の話題をしても、彼女はちょっとだけ恐こわがるような顔をしながらも、


「わ、わかった。私、遥ちゃんに、会う」


　なんて、言ってくれて。


　それに大兎はうなずく。


「ありがと」


　と、言う。


　するとヒメアはそれに大きく首を振り、


「わ、私こそ……私こそ、あの、好きになってくれて……ありがとう……」


　と、言った。彼女はまた、泣きそうな顔になって、それからさらに強く、手を握ってきた。


　そしてその、かわいいヒメアのほうを大兎は見つめ、もう一度だけ後ろを振り向く。


　自分の家のほうを。


　遥の家のほうを。


　そしてその、すべての空間を埋うめ尽つくすように書きこまれている、《預言》のほうをにらみつけると。


「どうしたの？」


　と、ヒメアが聞いてくる。


　それに大兎は、ヒメアを見る。こちらを愛おしげに見つめてきている彼女を見つめ、


「……いや、なんでもない。さあ、朝になっちゃう前にいこうぜ？」


　と言うと、彼女はうんっとうなずく。





　そして再び学校へ向けて、二人は歩き始めた。


















　　　第三章　神しん託たくを受ける鴉からすと兎うさぎ










　時間は少し、戻もどる。


　場所も変わって、静まり返った夜の学校。


　その生徒会室に、


「…………」


　紅くれない月げつ光こうは戻ってきた。


《道み程ち》を抜ぬけて、住宅街から生徒会室へと入る。それから背後に向かって、


「閉じろ」


　と命じる。


　するとすぐに《道み程ち》は閉じてしまう。


《道み程ち》の向こう側では混血ハーフブリードの馬ば鹿かがなにやらうるさく怒鳴っているが、雑ざ魚この言葉など耳に入らないので、気にしない。


　そのまま彼は誰だれもいない生徒会室へと戻り、小さくため息をつく。


　部屋の時計を見上げると、すでに時刻は朝四時を、過ぎてしまっている。


　そしてその時間を見るだけで、あくびが出そうになる。もう、いまにも倒たおれてしまいそうなほどに、眠ねむい。


　そうじゃなくても彼は、ここのところまるで寝ねていないのだ。


　暴走した鉄くろがね大たい兎とを使って《軍》を崩ほう壊かいさせてからずっと、彼は不ふ眠みん不ふ休きゆうで《軍》機能の復旧と再編制に取り組んでいて。


「……くそ。眠ねむ気けで吐はきそうだ」


　と、うめくように言う。


　それから彼は、《道み程ち》を開いて自宅へと帰ろうとする。


　しかしそこで、


「……思っていたよりずっと早く、《軍》の崩壊が敵に気づかれたね」


　という声が、突とつ然ぜん生徒会室の隅すみからあがった。


　その声のほうへと、月光は目を向ける。


　するとそこには、さっき住宅街に置き去りにしてきたはずの黒くろ守すがいた。


　その黒守が、


「君はこの難局に、どう対処するつもりだい？」


　などと聞いてくるので、月光は再びあくびがでそうになるのを嚙かみ殺ころして、答える。


「難局？　ふざけるな。全部予定通りだ」


「ほう？　テンペロン・クローリーがこのタイミングで襲おそってきたのは、予定通りだと？」


「ああ」


「この状じよう況きようで、僕にまで強がるつもりかい？　もう僕は《軍》の人間じゃない。もう少し信用してくれても……」


　が、それを遮さえぎって月光は言う。


「なら全部話せ。おまえが、自分の過去を話してみろ。そうしたら信用してやる」


　という問いに、しかし、黒守は黙だまってしまう。


　それに月光は、顔をしかめる。


　こいつは自分から奴ど隷れいになると言ってきたくせに、まるで自分の情報を、明かさないのだ。





　なぜ、ここにいるのか。


　なぜ、《軍》を作ったのか。


　なぜ、預言を止めようとしているのか。


　いったい何者で、なぜ、実体がないのか？





　そういった情報を、こいつは明かさない。


　もちろん、《軍》の建て直し方や、統治の仕方は説明された。


　預言がいったい、どういったものなのかを《軍》が調べた書類も見せてくれた。


　しかしこいつがそれにどう関わっているのかは、まるで話さなかった。


　だから月光は、


「おまえを俺は、信用しない」


　と言うと、黒守はそれに肩かたをすくめて、


「僕の過去より、いまは目の前の問題の話をしようよ。《軍》を建て直す前にテンペロン・クローリーに襲われてしまったら、すべて終わりだ。そしていまの状況じゃ、テンペロン・クローリーからの攻こう撃げきは防げない。これに、どう対処する？」


　なんて言ってくる。


　さらに、


「それにテンペロン・クローリーが《軍》の崩壊に気づいたということは、他の魔ま術じゆつ的組織もそのうち気づく。特に《教会》は……」


　しかしそれを遮って、月光は言った。


「さっきも言ったが、俺は眠い。他組織への対たい抗こう策については、明日あしたまた考える」


「明日？」


「ああ」


「だが、いまはそう悠ゆう長ちようにしてられるような状況じゃないと思うんだけどねぇ。本当に、明日にでも他の組織が襲ってくる可能性はある。それにいったい、君はどう対処する？」


　という、その言葉に、しかし月光は眠そうに瞳ひとみを半眼にしたまま、


「だからさっきから、すべての展開が予定通りだと、言っているだろう。他組織への対処も、いまは必要はない」


「対処の必要がない？」


「ああ」


「なぜ、そう思うんだい？」


　その問いに、月光は言った。


「他の組織は襲ってこないからだ」


「だからなぜ、そう思うのかと僕は聞いて……」


　しかしそれに、月光はうんざりしたように顔をしかめて、


「俺が自分で情報を流したからに、決まってるだろうが。全部説明しなければわからないか？」


　と、言った。


　するとそれに、黒守の表情が少しだけ、動く。


　そう。


　テンペロン・クローリーに、《軍》が崩壊し、弱体化した可能性がある、という情報を流したのは、彼自身だった。


　理由は──


　とそこで、黒守が少しだけ感心するような声音で、


「なるほど。それは、おもしろいね。テンペロン・クローリーの力を利用して、君は《軍》の崩壊を、世界から隠かくしたのか……」


　と、言った。


　そしてそれに月光はうなずく。


　だがもう、説明はしてやらない。


　少し考えれば、わかることだからだ。


　いま、月光たちには、他の組織に襲われないために、《軍》の崩壊を世間から隠す必要があった。しかしいまの彼らには、それを隠す力すら、残っていなかった。


　だから月光は、その作業を他の組織にやらせることにしたのだ。


　方法は簡単だ。


《軍》が弱体化したらしい。しかしそれを、まだ誰だれも気づいていないらしい──という情報を、一つの組織だけに、流すのだ。


　すると、どうなる？


　とそこで、黒守が言った。


「テンペロン・クローリーは獲え物ものを独ひとり占じめするために、必死にいま、僕らの代わりに『《軍》はいつも通り機能している』という、噓うその情報を流してくれている、と」


「…………」


「だから他の組織はテンペロン・クローリーに騙だまされて、襲ってこない、と、つまりはそういうわけか」


　それに月光は興味なさそうにうなずいて、言った。


「まあ、そういうことだ。いずれ《教会》あたりは気づくだろうがな。しかしそれでも、しばらく時間を稼かせげる」


　するとそれに黒守がこちらを見つめて、


「賢かしこいな、君は」


　などと、もうわかりきったことを言ってくるので、月光は言った。


「おまえが馬鹿なだけだ」


「はは」


「話は終わりか？　なら俺は……」


　しかしそれを遮って、黒守はさらに、くだらない問答を続けてくる。


「でもそれでも、猶ゆう与よは二十日だ。他の組織は騙せても、テンペロン・クローリーはおそらく、二十日後には攻撃をしかけてくる。《軍》の反はん撃げきが怖こわいから、脅おどすことでこちらが投降してくるのをいまは期待しているだろうが、二十日もあればいまの《軍》の正確な状態をつかむだろう。そうなれば……」


　しかしそれを無視して、


「開け」


　と、月光は生徒会室の壁かべへと命じた。


　するとそれで再び、次元の穴が開く。穴は、月光の自宅へと繫つながっている。その、自宅へと戻もどろうとする月光の背中に、黒守はさらに言ってくる。


「そうなればきっと、彼らは全面戦争の用意で襲い掛かかって……」


　しかしその、弱気な言葉を遮り、月光は言った。


「ならあと二十日で、テンペロン・クローリーに対抗できるだけの力を蓄たくわえればいいだろう？」


　するとそれに、黒守がしばらく、驚おどろいたような顔になってから、


「……無理だよ。たった二十日で、《軍》機能を復旧するのは……」


　だがそれも遮って、言う。


「それはおまえの場合だろう？　やるのは俺だ」


「…………」


「話は終わりだな？　なら俺はもう寝るぞ。他に用がないなら、黙れ」


　と、言った。


　するとそれに、黒守は少しだけ困ったような顔で微笑ほほえんでから、


「……でも、二十日。たった二十日か。やはり、かなり厳し……」


「そう思うなら、おまえもダラダラしてないでさっさと働け。《軍》を壊こわされ、預言に怯おびえて、俺の奴隷になると決めたんだろう？」


「…………」


「おまけにおまえがガクガク震ふるえながら俺に言ってきたことが本当なら、世界の崩ほう壊かいが始まるのも、来月のはずだ」


　するとそれに、黒守は目を細めて、


「……そう。少なくとも《軍》が──まだ、きちんと機能していたときに《軍》が調べた預言には、そう書かれていた。正確には、あと二十八日後だ」


　と、言った。


　二十八日。


　たった二十八日。





　それで、世界は消しよう滅めつしてしまうのだという。





　その、『消滅』というのがいったい、どういった状態のことを指しているのかはわからないが。


　しかし預言では、あと二十八日でこの世界は消滅してしまうのだという。


　そしてその預言の部分は月光ももう、読まされていた。黒守が持ってきた、『預言の解かい析せき書』──と呼ばれている、巨きよ大だいな緑色の石に手を触ふれることによって、月光も預言が見せる映像ビジヨンを、見せられていた。


　そして月光が読みた預言には、こうあった。





　いまから二十八日後に、世界は消滅してしまう。


　そしてそこまでの間に、月光たちは《軍》機能を復旧することができない。


　必死に頑がん張ばるが、《軍》の機能を回復することができない。


　そして消えてしまう。


　なにもかもが消えてしまう。


　それを、まるで防ぐことが、できない──





　という、預言。


　もちろん、自分たちがいまからなにをして、どう行動するのかとか。たとえば今日、テンペロン・クローリーが襲おそってくる、などといった詳しよう細さいな情報を知ることは、できない。


　というか、預言を読むことだけにすべての時間を注ぎこめばそれもできるのだが、預言を読むことによって精神が狂くるったり、壊れたり、死んだりしないよう、防ぼう御ぎよ結界を張って預言を読むのには、非常に時間がかかるのだった。


　だから、未来のすべてを見ることはできない。


　いや、さっき襲ってきたテンペロン・クローリーの奴やつらに至ってはおそらくまだ、シナリオが分ぶん岐きし、タイムリミットが六年後ではなく、二十八日後になってしまっている、ということすら読めていないようだった。


　つまり、それだけ《預言》を読むのには力と、技術がいるのだ。


　だが《軍》は──いや、かつてまだ機能していたころの《軍》は、それを読むだけの技術を開発していた。


　そして月光はそれを、読んだ。


　二十八日後の世界についての預言だけは、読んだ。


　そしてそこで月光は、血まみれになって死んでしまっていた。


　あっさり、死んでしまっていた。


　そして世界の崩壊が始まる。


　すべての崩壊が始まる。


　その、滅めつ亡ぼうの映像が、脳にからみついてくる。彼の体を、心を蝕むしばむように、呪のろいが侵しん蝕しよくしてくる。


　そして預言を読み終わったあと、彼は二日意識を失った。幾いく重えにも預言に対抗するための防御魔ま術じゆつを施ほどこして読んだにもかかわらず、彼は二日、起きあがることができなかった。


　いまから、十日以上前の出来事だ。


　そして目を覚ましてからずっと、彼は《軍》の復旧に努めている。


　なぜならあと、たった二十八日でなにもかもが終わってしまうからだ。


　すべてが消滅してしまうからだ。


　だからそれを食い止めるために、彼は必死に動いている。寝ねないで《軍》を復旧させようとしている。


　そしてそれに、黒守が言う。


「でも君のその動きはすべて……」


「預言通りだと、言いたいのか？」


　月光が言うと、黒守はうなずく。


「……ああ。いや、それどころか《軍》は、君が《軍》を崩壊させようとする、という部分の預言すら、読んでいたはずだったんだ。そしてそれを回かい避ひするための対策はすべて、施していた。なのに結局……」


「《軍》は崩壊した？」


「ああ。《軍》が崩壊すれば、一番最悪のシナリオへと分岐するのがわかっていたのに、結局その筋書きへと、分岐してしまった」


「で、おまえは絶望しているわけか？」


「…………」


「なにをしても、どの選せん択たくをしても、すべてが預言シナリオの上だから、絶望している？」


　その問いに、黒守が言う。


　少しだけ弱気な、それでいて、なにもかもをあきらめたような声で、


「……僕は預言を覆くつがえすために、《軍》を作ったんだ。なのに《軍》の力では、預言を覆すどころか、うまく分岐させることもできなかった。そして結末は、これ。結局僕らでは……」


　と、黒守は言う。


　力を失った、弱気な声で、


「僕らではもう、預言は覆すことは、できない……」


　なんてことを、言う。


　そしてそれに、


「…………」


　月光はなぜか、遠い昔の記き憶おくが頭の中に蘇よみがえってくるのを、感じた。いまの黒守の弱気な発言を聞いて、なぜか、まるで別の映像が浮うかんでくるのを、感じた。


　それはまだ、子供のころの記憶だ。


　まだ自分が幼くて。


　まわりには家族がいて。


　そして隣となりに、弟がいたときの、記憶。


　いつも隣に、双ふた子ごの弟がいたときの、記憶。


　弟は泣きそうな顔で、言った。


　いまの黒守と同じような、泣きそうな、あきらめきった顔で言った。


「……こんなの、無理だよ」


　と。


「……無理だ、兄さん……僕らじゃこれはもう……これは、もう、止められない……」


　とそう、言った。


　その記憶がいったい、なにを意味しているのかは、思いだせなかった。


　だが日向ひなたはひどく弱っていた。


　九年前の、悪あく魔まを使役して、こちらを馬ば鹿かにするように笑っていた顔とは違ちがう、ひどく弱った顔。


　助けを求めるように、こちらにすがってきている顔。


　そのとき、自分と弟がなにについて話していたのかはやはり、思いだせなかった。記憶に靄もやがかかってしまって、自分たちがいったい、なにに直面しているのかは思いだせなかった。


　だが自分が弟に言った言葉は、思いだした。泣きそうな顔で、もうだめだと言う弟に。


　ひどく怯えて、泣きだしそうな顔の弟に向かって、自分は──


「…………」


　自分は、こう言ったのだ。





「俺が守ってやる。だから泣くな」





　それを、思いだす。


　自分が言った言葉を、思いだす。


　そしてその言葉に弟が。


　日向が、泣きながら抱だき着いてきたのを、思いだす。


　そしてそれに、彼は顔をしかめる。


　なぜいま、そんなことを思いだしたのかがわからなくて。その記憶にいったい、なんの意味があるのかがわからなくて、彼は顔を、歪ゆがめる。


　それから黒守のほうを見る。


　黒守も記憶の中の日向と、同じような顔をしている。


　なんでも《預言》には、見た者の生きる気力を奪うばうような呪いがかかっているらしく、常人は見ただけで狂ってしまうか、廃はい人じんになってしまう可能性があるのだという。


　そして黒守もその、呪いにやられてしまっているように、見えた。明確に表情にはださないが、《軍》が崩壊して以来ずっと、いまから起きる未来に、預言に、毒されてしまっているように見えた。


　そしてその姿がなぜか、記憶の中で泣いている日向の──


「…………」


　弟の姿に重なってしまって、月光は、言った。うんざりしたような顔で黒守をにらむと、


「雑ざ魚こが、いらぬ心配するんじゃない。さっきも言っただろう？　すべては予定通りだ。そして俺は、預言をもう一度分岐させる」


「しかしそれは、《軍》でさえ……」


　が、月光はそれを遮さえぎって、


「俺は《軍》じゃない。それに、無む駄だに弱気なおまえとも違う。だからこそ、おまえは俺の奴ど隷れいになると決めたのだろう？　なら、俺を信じて従えよ」


「だが」


「黙だまれ。第一、俺の行動で預言は分岐したんだろう？　なら、俺を信じろ。すでにおまえらができなかったことを、俺はしてみせただろうが」


　という言葉に、黒守が疲つかれたような笑みを浮かべて言う。


「……君の行動で、悪いほうへと、分岐した。それに分岐の理由は、君じゃないかもしれない。鉄君が暴走したせいかも……」


「はっ。どちらでもいい。どちらにせよここから先のシナリオは、すべて俺が管理する」


「…………」


「二十日で《軍》機能を復旧。残り八日で預言を分岐させる。そしてその後、すべての預言を消し潰つぶして、なにもかもを俺の都合のいいように書かき換かえてやる」


　と、言った。


　そしてそれを、黒守はもう、なにも言わずに見つめてくる。


　月光はその顔をにらみ、


「以上だ。なにか質問はあるか？」


「…………」


「ないならくだらない能書きを垂れてないで働け。無能な部下はいらん」


　と、言う。


　するとそれに黒守はまた、笑う。弱気な微び笑しようを浮かべ、


「……なにやら、君の歩く道についていくのは、ずいぶんと大変そう……」


　しかしやはりそれを無視で、月光は《道み程ち》をくぐって、自宅へ戻もどってしまう。


「閉じろ」


　と、命じる。


　すると《道み程ち》が閉じる。黒守の声は、聞こえなくなる。


　月光はそれにもう一度ため息をつき、それから顔を上げる。


　するとそこは、自宅の、廊ろう下かだった。


　玄げん関かんを入ってすぐの、自宅。


　その暗い廊下を見つめ、


「…………」


　そしてその闇やみの中にもすべて、預言が書きこまれているのを、感じる。


　周囲を埋うめつくすすべての空間に、預言が書きこまれているのを感じる。


　その預言では、自分は失敗するのだという。


　どれほど大口をたたき、どれほど必死に頑がん張ばったとしても、それもすべてあらかじめ預言に書かれていた行動で。


　自分は最後には運命に負け、絶望して死ぬのだという。


　そして世界は消える。


　なにもかもが終わる。


　時計の針が一つ進むごとに、この世界の寿じゆ命みようがどんどん、減っているのだという。


　それに月光は、


「…………」


　疲れたように目を、細める。


　それから後ろを見る。廊下の途と中ちゆうにある、扉とびらが開きっぱなしの美み雷らいの部屋をのぞく。


　そして一いつ瞬しゆんだけ、思う。確かにこの、美雷の部屋をのぞいた、という行動もすべて預言に書いてあるのだとすると、


「うんざりするな」


　と、うめくように言う。


　しかしそこでさらに、彼は言う。


　美雷の部屋をのぞきながら、


「だが、別にご大層な預言など読まなくても、俺にだって未来は読める。たとえばこの部屋だ。どうせこの部屋は汚きたない。ベッドには漫まん画ががあふれ、ぬいぐるみやゲームが散乱している」


　と、呟つぶやく。


　そして部屋の中を、見る。


　するとそこには、月光の預言──いや、予言した通りの光景が広がっていた。


　ちなみに今日は、部屋を片付けておかないとしばらくお小こ遣づかい抜ぬきだと命じたばかりのはずなのだが、


「…………」


　部屋の中はもう、事件と呼んでもいいほどに大変なことになってしまっている。


　ぬいぐるみ。


　漫画。


　ゲーム。


　服や下着。


　それらが、どうやったらそうなる、と突つっこみたくなるほどに引ひっ繰くり返っていて。


　その、自分が予言したとおりの光景に、


「やはり、うんざりする」


　と、彼は疲れたように笑った。


　それから部屋に美雷がいないのを確認して、顔を上げる。そのまま、リビングのほうへと目を向ける。リビングからは、光が漏もれている。さらに小さく、声が響ひびいている。


　テレビの音だ。


　それに月光は、


「おまけに、テレビもつけっぱなしか」


　と言いながら、廊下を進む。


　すると案の定、テレビはつけっぱなしにされており、まだ、窓の向こう側は暗いのに、朝の天気予報が始まってしまっている。


　それを月光は見つめ、それからソファへと目を向ける。


　そこには一人の、童顔な少女が寝ねている。


　部屋着に着き替がえず、セーラー服姿のままの小こ柄がらな体。童顔だが整った顔だちに、おっとりたれ目。長いポニーテールという姿。


　雷を司つかさどっている悪あく魔ま娘むすめ──安あん藤どう美雷だ。


　しかしいまの姿は、とても悪魔には見えない。左手には空のドクターペッパー、右手には携けい帯たいという姿。口は開きっぱなしで、ヨダレがソファに垂れている。


　その美雷に、ソファで寝るなと言ってるだろうが、とか、セーラー服姿で寝たら、シワになるだろうが、とか、ドクターペッパーを飲んで、歯を磨みがかず寝たのか、とか。


　いやそもそも、なぜ携帯を持っているのに、夜中の呼びだしに応えなかった？　契けい約やくの悪魔が、主の危機に寝ていたら話にならんだろうが、などと言おうと思ったが。


「…………」


　月光は、美雷が握にぎっている携帯を奪う。するとその携帯には、書きかけのメールが開きっぱなしになっている。


　そのメールには、こうある。


『ゲッコー、夜だよー。お化けがでたら怖こわいから早く帰ったほうがいいよー。あとあと、んと……』


　と、そこでメールは終わっている。


　たぶん、力つきて、寝たのだろう。


　それに月光は、


「悪魔がお化けに怯おびえてどうする？」


　と、呟く。


　そしてその、美雷のあまりのお馬ば鹿かな様子に、なぜかちょっとだけ気分が軽くなるのを感じて、薄うすく笑う。ソファに座る。その瞬しゆん間かん、一気に疲れが出て、眠ねむ気けが襲おそいかかってくるのがわかる。


　それに彼は小さくあくびをしてから、


「…………」


　ぽんっと、無駄に気持ちよさそうな顔で寝ている美雷の頭に手を乗せる。


　すると美雷が、


「う～？　ゲッコー？」


　と、薄く目を開けようとしてくるので、


「寝ろ。まだ夜だ」


「んと、帰ったの？」


「いいから寝ろ」


「んと、んと」


　と、そのまま美雷が寝ぼけ顔で、ぐいっと体をずらして、こちらに近付いてくる。そのまま頭を彼の膝ひざに乗せてきて、


「くー」


　再び、寝てしまう。


　やはり気持ちよさそうな、幸せそうな顔をしている。


　それに月光は、なぜ膝に頭を乗せる？　重いからどけろ、などと言おうと思うが、しかしそれはもう、


「…………」


　眠ねむくて、声にならなかった。


　だから彼は美雷を膝に乗せたまま、


「……まったく、今日は疲れ……」
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　しかし言葉はそこまで。


　月光も眠りに落ちてしまって。





　その間にも、時間は進む。


　時間は進む。


　時間は進む。





　そして預言に書かれた滅めつ亡ぼうまで、あと──







　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆







　学校からの、帰り道。


　といってもいまはまだ朝で、ついさっきヒメアを学校へと送り、生徒会室で二時間ほどだらだらしたあとに、朝帰りだと親に怒おこられないようにと、慌あわてて学校を出てきたのだが。


　大兎は、空を見上げる。


　空にはもう、太陽が昇のぼり始めてしまっていて。


「……あ～、こりゃもう、父さんは起きてるだろなぁ」


　なんて、呟く。


　そしていまから家に帰るか、どうしようかを、悩なやむ。


　もう完全に陽は昇ってしまっているので、むしろこの時間に帰ったほうが朝帰りの印象が強くなりそうで。


「でも、あれだよな。このまま家に帰らなきゃ、昨日の夜はちゃんと家にいたわけだし、ものすごく朝早くから学校いってた～って言い張れば、ちゃんと信じてもらえるかもしんないもんなぁ。さてさて、どうしたもんかな？」


　なんて言いながら彼は、通学路を逆に歩いていく。


　学校へ向かった深夜とは違ちがい、もう、ちらほら人の姿もある。


　ジョギング中のカップルや、犬を散歩させているおじさん。家の前の土ぼこりを掃はいている主婦。


　その間を通り抜けながら、彼は交差点へとやってくる。


　商店街へと入るための交差点。


　信号は赤で、大兎は足を止める。


　その、交差点を見る。


　車はあまり走っていないから、別に赤信号を無視して、渡わたってしまうこともできるだろうが、しかし彼は渡らない。


　ただ、少しだけ思いだす。


　ここで。


「…………」


　この場所で美雷を助けてトラックに轢ひかれたせいで、いろいろおかしなことになっちゃったんだよなぁ、なんて、思いだす。


　あれはもう、どれくらい前だっけ？　と考えてみると実はまだ、一学期の頭くらいのことで、で、今日は九月一日だから、


「って、もう五か月も経ってんのか。なんか、あっという間の出来事だったような、そうでもなかったような、気がするなぁ」


　なんて、どっちだよと自分でも突っこみたくなるようなことを、彼は独り呟く。


　でも、とにかくいろんなことがあったのだ。


　この五か月の間に、自分が死ねない体になったことがわかったり、ヒメアと約束していたことを思いだしたり、悪魔娘と契約した俺様生徒会長の俺様が炸さく裂れつしたり、ハーフエルフの兄弟と戦ったり、遥はるかが、失しつ踪そうしたり。


　信号が青に変わる。


　彼はそれに目を上げて、


「…………」


　しかし、横断歩道を渡らない。


　どっちにしろ、いまから帰ってもまた朝帰りしてーっと怒られるだけなので、彼は肩かたをすくめてまた、歩きだす。


　目の前の、通りに沿って。


　学校へは戻もどらない。


　それよりも彼には、今日はやることがあった。


　と、彼はポケットから携帯を取り出す。開く。そしてディスプレイに映しだされた、今日の日付を確認する。


　九月一日。


　携帯には、そう書かれている。


　ちなみに宮みや阪さか高校の夏休みは九月一日までなので、今日は夏休み、最後の日のはずだった。それに彼は、


「……俺は、全然休んだ気がしないけど」


　なんて言って、笑う。


　それから携帯のメールボックスを、開く。遥からきているメールの一つを、もう一度、開く。


　するとそこには、こうある。


『会って欲しい子って、誰だれかな？　あの、ごめん。私いま、家にいないんだ。お母さんの実家に家族みんなで帰ってて。たぶん、家に帰るの、夏休みが終わる前日になっちゃうと思う。ごめんね大兎。大切な話だった？』


　それを彼は確認してから、


「夏休みが終わる前日っていったら、今日だよな」


　と、言う。そして彼は、ディスプレイの表示でもう一度今日が九月一日なのを確認してから、


「今日、遥が帰ってくる」


　と、言う。


　携帯を閉じ、ポケットに戻す。


　そして遥が帰ってきたら、すぐにでも自分がやらなきゃいけないことを、彼は考える。


　遥が帰ってきたら。


「…………」


　彼は、すぐにでもヒメアを連れて、彼女のところへいくつもりだった。


　そして、言うのだ。


　実は紹しよう介かいしたい子がいるんだ、って。


　ヒメアっていうんだけどさ。


　俺、彼女のことが好きになっちゃってさ。


　で、ヒメアも俺のことを好きになってくれて、付き合うことになったんだ。


　だから幼おさな馴な染じみの、兄妹きようだいみたいに育った遥には、ちゃんと紹介しとこうと思って。


　と、言う。


　応おう援えんしてくれるだろ？


　と、言う。


　そしてそのとき、遥がどんな顔をするのかを想像しそうになって。


　彼女がどんな顔をするのかを、想像しそうになって。


　おまけにその想像の中の遥の顔は、一いつ瞬しゆんだけ困こん惑わくしたようになり、それからまるで、本当に応援しているような笑顔を取り繕つくろおうとして。


「……ああ、くそ」


　と、彼はうめくように言った。


「嫌やだなぁ」


　と、彼は辛つらそうに言った。


「人を傷つけるのはやっぱ、きっついよなぁ」


　と、ため息をつく。


　それも、遥を傷つけるのだ。他の誰でもない、遥を傷つけるのだ。それも、いままでの二人の関係が完全に壊こわれるように。自分との、いままでの関係が完全に壊れて、二人の間にはもう、未来がないとわからせるように、傷つける必要があるのだ。


　そしてそれを想像するだけでもう、


「……逃にげたい」


　と、彼は言って、苦笑する。


　でも今日、それをする必要が、あった。


　たとえばなにか夢があったとして、あっちの夢とこっちの夢、どっちを取る？　と聞かれたら、どっちも頑がん張ばりゃいいじゃんと言えるはずだし、カレーとラーメン、今日はどっち食べたいと聞かれたら、お昼にラーメンで、夜はカレーにしようかなぁ、なんて言ってもいいが、しかし、


「……恋れん愛あいは、そうもいかないからなぁ」


　と、言う。


　そして、カレーだラーメンだレベルの悩みしか持ってなかった平へい凡ぼんな男子高校生に、いきなりどっちの女の子を選ぶ？　なんていう選せん択たく肢しを突つき付けられても、そんなのもう、困るだけなのだが。


　いや、そもそも自分の人生において、女の子を選べるような立場になるだなんて、考えもしなかったわけなんだけど。


　でも、そうなってしまった。


　おまけにその子たちは、ちゃんと傷つくのだ。恋愛ゲームとかとは違って、片方を選んだら、もう片方はちゃんと、傷ついてしまうほど自分のことを好きになってくれていて。


「……でも」


　と、彼は呟つぶやく。


「でも、それでも、ちゃんとしなきゃな」


　と、彼は呟く。


　どちらかを選んだのなら、もう片方にはきちんとそれを、伝える必要があるのだ。


　そしてもし、それをしなかったら。





　今日、それをしなかったら……





「…………」


　とそこで、彼は公園にたどりつく。


　小さな公園だった。


　砂場と、すべり台があるだけの、誰もいない公園。


　その公園へと大兎は目を向けて、そして、入る。そのまま周囲を見回し、ベンチを探すが見当たらなくて、


「ベンチがない公園なんてあんのかよ？」


　なんて言いながら、彼はすべり台に、登る。ちょこんっと小さくなって、その台の上に、座る。


　座ってから彼は、空を見上げる。


　太陽が少しずつ高くなっていき、気温がどんどん、上じよう昇しようしている。


　もう、夏休みも終わるというのに、


「今日も暑くなりそうだなぁ」


　と、うんざりしたように言う。


　空は晴れ渡っている。もくもくとした入道雲が広がっていて、なにやらこれから夏が始まりそうな雰ふん囲い気きさえある。


　しかしそれでも今日は、九月一日なのだ。


　夏が終わる。


　そしてそれを見あげながら、


「せーのっ」


　と、大兎は言った。


　体の中の、黒ウサギの力を暴走させ、瞳ひとみへと力を集める。


　彼の左眼が、黒く濁にごる。


　その瞬しゆん間かん、世界の景色が一変する。


　青い空、照り付ける太陽、誰もいない公園、気温が上がり続ける空気。


　その、すべての空間に、文字が蠢うごめいているのが、見える。


　まるでなにもかもを呪のろっているかのように、《預言》が書きこまれているのが、見える。


　それを大兎は見る。力がこもった瞳で、彼はその、《預言》を見る。


　すると情報が彼の中に入ってくる。彼の周囲をただよっている夥おびただしい量の情報が、彼の中に入ってくる。


　世界の、すべてについて書かれた情報が無理矢理、脳の中に押し入ってきて、頭がパンクしそうになるのを感じる。


　しかし彼はそれをこらえ、意識を、《預言》へと集中する。


　すると最初に認識することができたのは、自分の子供時代の映像だった。


　遥と、遊んでいる映像。


　どうも自分は、遥とこの公園で遊んだことがあるようで、砂場で二人で山を作っ……


「この、情報じゃない」


　そこで、無理矢理意識を別のほうへと向ける。


　するとさらに別の情報が認識される。


　それはやはり、この公園の前を、自分が通り掛かかったときの情報で。


　学校の帰りに、通り掛かったときの情報で。


「…………」


　しかしそれは、なんの価値もない情報だった。


　どうやら《預言》は、自分と、自分がいまいる場所に関連する過去の情報が優先的に入ってくるようで、とりあえず最初に、この場所の情報が入ってきてしまうのだ。


　だから彼は、自分の脳が発熱して溶とけてしまう前に、その情報はいらない、と、意思表示する必要があった。


　そしてその先を見せろ、と。


　未来を見せろ、と、目を、大きく見開く。


　するとその途と端たん、頭の中に声が響ひびくのを感じた。


　頭の中に直接たたきこまれるような声が響くのを感じた。


　その声は、こう言う。


　頭に響く声は、こう言う。





《ここは１スクデュルの階層です。防ぼう壁へきを越こえて、先を見ますか？》





　それに大兎は、答えない。


　ただ、先を見ようとする。


　するとまた声が言う。





《１スクデュルに入りました》





　刹せつ那な、さらに脳に入ってくる情報の量が、増える。もう、処理できないほど大量の情報が自分の中に入ってくる。


　そして脳が溶け始めるのを感じる。意識が朦もう朧ろうとして、正しい判断を下すことができなくなる。


　いや、それだけじゃない。情報とともに、なにかひどく悪いものが自分の中に入ってきてしまったような気がする。


　それが入ってきた瞬間、全身が震ふるえるのを感じる。体の中に絶望の種が植えつけられ、その種に、生きる気力をすべて吸いとられていくような、そんな感覚が、あった。


　だが、それでも、


「……前へ」


　と、彼は言う。


　すると徐じよ々じよに、未来が見え始める。


　彼がもう、この十日ほどの間に、何度も、何度も、何度もアクセスしている情報が、見え始める。


　それは今日、起きるはずの出来事だ。





　今日、これから起きるはずの出来事が、頭の中に映しだされ──







　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋




　大兎は遥の家を訪れる。


　遥は母親の実家から戻もどってきている。


　最後の夏休みを一いつ緒しよに過ごそうと言われて、彼は、遥とともに、過ごす。


　ヒメアを紹しよう介かいしたりはしない。


　遥に、ヒメアの存在を言ったりもしない。


　ただ、中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちのまま、二人と一緒に過ごして。


　二人ともが傷ついていくのを、見て見ぬふりをしながら、なにも決めることができずに一緒に過ごして。


　そして、ヒメアが壊こわれてしまうのだ。


　不安と孤こ独どくの中で追おい詰つめられ、壊れてしまうのだ。


　そして彼女は禁きん忌きの魔ま術じゆつを起動する。


　最悪の魔法《幸福》を起動する。


　それがすべての終わりの、始まりだった。


　世界が終わるのはいまから二十八日後。


　九月の終わりに、なにもかもが……
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　しかし、そこで彼は、


「がぁっ」


　頭を押さえて、そううめいた。


　体に、限界がきたのだ。


《預言》に絡からみ付いている呪のろいを受け止めきれずに、脳が溶け、彼は一度、死んでしまう。それからすぐに脳の修復が始まる。いや、全身にかけられた呪いの除去が始まる。


　そして大兎はすべり台の上で意識を取り戻し、相変わらず晴れ渡わたっている空を見上げて、


「……ここまでは、いつも見るんだ」


　と、うめくように言う。


　それから、倒たおれてしまっていた上半身をおこし、ふぅっとため息をつく。


　そしていま見た、《預言》について考える。


　そこには、ちょっと簡単には信じられないようなことが書かれていた。


　世界が、あとたった二十八日で終わるというのだ。


　九月の終わりには、なにもかもが消えてしまうというのだ。


　おまけにそれが起きる原因は、俺なんだという。


　遥とヒメアのことを、きちんとしなかったから、ヒメアを追い詰めてしまって。


　彼女をまた、泣かせてしまって。


　そして彼女は泣きながら、すべてを消すことができるだけの魔法を、起動してしまう。


　俺のせいで。


　俺が原因で。


　その、もう、ちょっとにわかには信じがたい、めちゃくちゃな展開に、


「もう、なーんで俺なんかが世界の命運を背負わされてんのよ」


　と、大兎はぼやくように言う。


　でも、《預言》には確かに、そう書かれていて。


　大兎は、目の前の空間をぼんやりと見つめ、


「でも、俺がちゃんとしないから……」


　と、言った。


　自分がしっかりしないから、ヒメアが傷ついてしまって、世界が終わるらしい。


　もちろんそれが本当のことなのかはわからないが、少なくとも《預言》には、そう書かれていた。


　そしてこの《預言》に書かれていることは、実際に起きるのだ、と、彼は読んだ瞬間にわかった。


　いや、わからされた、と言ったほうがいいかもしれない。


　それほどこの《預言》には、読んだ者を圧あつ倒とうし、屈くつ伏ぷくさせるような力があった。


　この《預言》に書かれていることは真実で、決して覆くつがえすことができない──と、読んだものの心に刻み付けるような、そんな力を持っていた。


「…………」


　だが、もちろんそれに屈伏して、世界の消しよう滅めつを受け入れるわけにはいかなかった。


　なんの抵てい抗こうもせずに、それが運命なら、と、受け入れるわけにはいかなかった。


　だから今日、彼は行動を起こすのだ。


　きちんとどちらを選ぶかを、決めるのだ。


　そうすれば、未来は変わるはずで。


　そうすれば、結末は変わるはず、なのだが、


「……でもなんで、いま見た《預言》の内容は、変わってなかったんだ？」


　と、彼は怪け訝げんな顔になって、言った。


「俺は今日、絶対にヒメアを連れて遥のところにいく。そうしたら、未来が変わるんじゃないのか？　それとも……」


　いくら自分が別の行動を取ろうとしても、絶対に《預言》に書かれていることと違ちがうことは、できないのか？


　なんてことを、考える。


　しかしそれならもう、世界の消滅を防ぐことはできない、ということになる。どれだけ《預言》に抵抗しても、結局《預言》された行動しかとれないのなら、もう、どうにもできないことに──


　が、そこで彼は首を振ふって、


「そんなはずない。俺は今日、絶対にヒメアを連れていく。ヒメアと付き合うことを遥に伝える、と、決めたんだ。だから、未来は変わるはずだ」


　そう言って、彼は瞳ひとみへとまた、力を集める。黒ウサギの力を集める。


　するとまた、《預言》を見ることができるようになってしまって。


「ぐ」


　情報が、頭に入ってくる。


　世界中の情報が。


　この世の、ありとあらゆることの情報が、未来の分まで頭に入ってきてしまって。


　また、あの光景が浮うかぶ。


　さっき見た光景が浮かぶ。





　大兎は自分の気持ちを決めきることができず、遥にヒメアを会わせな──





　が、そこで彼は、


「違う！　俺は、俺はそんなことはもう……」


　と、叫さけびかけた。


　するとそこで、《預言》が見せてきている景色が突とつ然ぜん、歪ゆがんだ。


　そしてその映像がぐるんっと裏返り、





《２スクデュルに入りました》





　などという、声が響ひびく。


「は？　２スクデュル？　それは……」


　しかしその間にもさらに、情報が入ってくる。それもさっきよりも膨ぼう大だいな量の情報が頭の中に飛び込んできて。


　そこで彼は、一度に二つの未来を見てしまった。


　これから起きる未来を、二つ同時に見てしまった。


　頭の中に、映像が浮かぶ。







　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋




　鉄大兎の選せん択たく２





　大兎はやはり遥のことが好きなのだと、ヒメアに伝える。


　ヒメアはそれに納得して、消える。


　二十八日後、サイトヒメアによって禁忌の魔術が起動され、すべての終わりの、始まりになる。


　終わるのはいまから二十八日後。


　九月の、終わりだ。




　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋




　鉄大兎の選択３





　大兎はヒメアが好きだと、遥に伝える。


　それに遥は泣くが、認める。


　二十八日後、時雨しぐれ遥によって禁忌の魔術が起動され、すべての終わりの、始まりになる。


　終わるのはいまから二十八日後。


　九月の、終わりだ。




　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋







　と、そこでまた、限界がきた。


「…………」


　大兎は、声も出せずに、死んだ。


　そしてすぐに復活する。


　すべり台の上で、復活する。


　それから彼は顔を上げて、言った。


　いま見た、《預言》の内容に、


「……い、いったい、どういうことだ？」


　と、言った。


「いったい、いまのはどういうことだ？」


　と、震ふるえるように、言った。


　意味が、わからなかった。いま、《預言》が見せてきた未来の意味が、わからなかった。


　最初の光景は、いい。


『大兎が遥を好きだと言ってしまい、それにヒメアが傷つき、暴走する──』


　これは、わかる。


　前に見ていた、遥とヒメア、どちらも選ぶことができないうちにヒメアが不安に押し潰つぶされて暴走してしまう、というのと、ほとんど同じ内容だからだ。


　だからそれは、いい。


　だが、最後に見たあの光景はいったい、なんだ？


　なんであんなことになる？


「……なんで、遥が」


　ごく普ふ通つうの、女の子にすぎないはずの遥が、世界を消し去る魔ま法ほうを使うんだ？


　それがまるで、理解できなかった。


　いま目の前で見た《預言》が、なにを意味しているのかが、わからなかった。


　だって、辻つじ褄つまがあわないのだ。


　遥が魔法を使うだなんて、辻褄があわな……


「…………」


　が、そこで、彼は急に思いだした。


　それは今日、見た夢のこと。


　今朝見た、夢のこと。


　それはたぶん、黒ウサギの暴走に身を委ねてしまったときに見た光景だった。それを自分は覚えていて、今日、夢で見たのだ。


　そしてその、夢を彼は、思いだす。







　　　　　　＋＋＋




　チャイムが鳴り続ける学校。


　真っ赤に染まる景色。


　そして美しい少女が笑う、笑う、笑う。


　だがその少女は、ヒメアじゃない。


　その少女は、ヒメアじゃない。


　大兎は聞く。


「みんなは、どこにいった？」


「あはは」


「月光や、美雷は……」


「あははは」


「俺の両親や、妹は」


「あははははは」


「おまえはいったい……」


「あははははははははは」


「いったい、なにをしたんだ？」


　しかし彼女は、笑う。


　嬉うれしそうに。


　楽しそうに。


　寂さびしそうに。


　せつなそうに、笑う、笑う、笑う。


　そして小さく、


「やっと、みんないなくなった。だから、《幸福》の魔法を使いましょう。あなたと、私のために」


「おまえは……」


「あなたと私、だけのために」


「おまえはいったい……」


「愛してるわ、大兎」


　と、少女がこちらに近付いてくる。


　すると少女の顔が、見えるようになる。あの、夢では見えなかったのに、いま、彼はその、彼女の顔を見ることができる。


　そしてその顔は。





　彼女の、顔は──







　　　　　　＋＋＋







「……遥、だ」


　と、彼は言った。
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　震えるような声で、言った。


　だが、なぜ、


「こんなことになってる？」


　と、彼は独り言う。


　当然誰だれも答えてくれないが、それでも、


「いったい、なにが起きてるんだ!?」


　と、彼は怒ど鳴なった。


　遥は普通の女の子のはずなのに。


　こんな神や悪あく魔まや、《軍》や《教会》や、世界がどうのこうのとか、化物がどうのこうのなんて関係のない、ごく普通の女の子のはずなのに。


　これはいったい、どういうことだ？


「…………」


　おまけにこれではもう、未来を変えることは出来なかった。


　だって、どの選せん択たく肢しを選んでも、結末は同じなのだ。


　禁きん忌きの魔法を使うのが、ヒメアか、遥の違ちがいだけで、結局大兎の選択は。


　大兎の行動は。


　彼の、すべての運命は、


「…………」


　すでに、あらかじめ《預言》に書かれていたのだ。


　まるで神が人間の運命を決めるかのように、すべてのシナリオはもう、《預言》に書かれていて、大兎はその上を歩くだけの、操り人形に過ぎな──


　が、そこで、


「違う！」


　と、彼は怒鳴った。


　急に弱気になろうとする自分の胸をどんっと叩たたいて、彼はそう怒鳴った。まるで《預言》の毒に体が侵おかされていくのに反はん抗こうするように、彼はそう怒鳴った。


　そして、言う。


「そんなはず、ないんだ。遥が魔法を使うはずが……あれじゃ、まるで……まるで遥が、人間じゃないみたいじゃ……くそ、そんなはずない。いまの《預言》は間ま違ちがいだ。いまの《預言》は……」


　だが、彼が独りでなにを言ったところで、なにも変わらない。


　だから彼は、立ち上がった。


　それからすべり台を、降りる。


　そのまま走りだす。


　全力で走りだす。


　家のほうへ。


　遥の、家のほうへと、彼は全力で、走る。


　なぜなら、見ればいいと思ったから。


《預言》を、見ればいいと思ったから。


　それは遥についての、《預言》だ。遥のことが書かれた《預言》だ。それさえ見れば、いま、彼が見たものが間違いだと、わかるはずだった。


　だから彼は、走った。


　必死に走った。


　するとすぐに、遥の家にたどりついた。


　遥の家にはやはり、人ひと気けがない。まだ、遥たちは帰ってきていないのだ。


　しかしそんなことは気にせずに、彼は遥の家の、門をくぐる。そしてよく一いつ緒しよに花火をした、遥の家の庭へと入り込む。


　それから、


「せーのっ」


　と、言う。


　瞳ひとみに、力を集めようとする。


　するとそこで、


【やめるに】


　と、頭の中に声がした。


　ニャン吉きちの声だ。


　それに大兎は答える。


「なんだよ、《預言》を見るんだ。力を貸してくれ」


　するとそれに、ニャン吉は彼の胸から頭を出し、ぴょんっと外に出てしまった。そして庭の、もの干し竿ざおの下あたりに立つと、こちらを振ふり返り。


【嫌いやだに】


　と、言う。


【これ以上《預言》を見たら、主は壊こわれるに】


　それに大兎はニャン吉を見つめ、答える。


「大丈……」


　が、それを遮さえぎってまた、ニャン吉は言う。


【だめだに。わしは《預言》に取とり憑つかれて死んでいった術者をもう、何人も見てるに。優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ師しほど《預言》に取り憑かれて、そして、狂くるう。おまけに主は優秀じゃないに。もう《預言》に関わるのはやめたほうが……】


　が、それに大兎は、


「うるさい。力を貸せ」


　と、言う。


　それにニャン吉はこちらを見上げ、憐あわれむような顔のまま、


【…………】


　答えない。


　だが大兎はさらに、言う。


「頼たのむよ、ニャン吉。ここだけ見れば……ここだけ見ればきっと、本当のことが……」


　しかしそれを遮って、ニャン吉が言った。


【本当のことなんて、見るものじゃないに】


「だけど」


【だけどじゃないに。これはもう、終わりだに。《預言》はもう見ない。それで全部終わ……】


　が、それに大兎は、言った。ニャン吉を説得するように、


「だけどこのままじゃ、世界が消えるんだ。それもあと、たった二十八日で。それを俺らがなんとかしなきゃ……なんとかしなきゃ、だめじゃないか」


　と、言った。


　後半は消えいりそうな声で、そう言った。


　するとそれに、ニャン吉が困ったような顔でこちらを見上げて、言う。


【……それは《預言》で見た、未来の情報だにか？】


「ああ」


【聞きたくなかったに】


「でも」


【だいたい、聞いてどうするに？　未来を知って、どうするに？　明日あした事故で死ぬかもしれない。今日モチを喉のどに詰つまらせて死ぬかもしれない。でも、それを知って、どうするに？　明日死ぬからもう、笑えなくなるにか？　今日死ぬからもう、生きる気力を失うにか？】


　という問いに、大兎は、


「明日、死なないために、なんとか……」


　が、それを遮りニャン吉は続ける。


【それは欲よくばりだに。今日、いま死んでる者もいるに、なのに自分だけは《預言》を見たから、人生を変えられるにと？】


「…………」


【そしてそうやってみんな、狂っていくに。《預言》を見た者はみな、狂っていくに。未来に起こる不幸を見て、その不幸に取り憑かれるに。なんとかしなきゃ、なんとかしなきゃとみんな言うにが、未来には、不幸は起こるものだに】


　という言葉に大兎はニャン吉を見つめ、もう一度、


「でも、でも全部が消え……」


【知らなければ、絶望は一いつ瞬しゆんだけだに】


　と、ニャン吉が言った。


　そしてそれから、やはり憐れむような顔でこちらを見ると、


【でももう主は知ってしまった。だから絶望が、長びくにねぇ】


　と、言う。


　それから猫ねこのくせにため息をつき、それからひょいっと小さな体で跳とぶ。大兎の胸に、入って消える。


　すると頭の中に声が響ひびく。


【最低の主が、もうすぐ世界が消えるなんて脅おどすから、協力してやるに。どうせやるなら、わしの未来を救うに】


　と、言う。


　それに大兎は、ニャン吉が消えていった自分の胸に向かって、


「……できるかな？」


　と聞くと、ニャン吉が答えた。


【まだ、出来た奴やつを見たことないに】


「えー」


【でも、あきらめないなら、力を貸してやるに】


「なんか、悪ぃな」


【いいに。馬ば鹿かな主を持ったわしが悪いに】


「はは」


【ただ、最後にもう一度だけ、言っておくだに】


「うん」


　そこで、ひと呼吸置くようにニャン吉は言葉を止めて、それから、


【真実に価値なんて、ないによ？】


　と、言った。


　そしてそれに、大兎は自分の胸を見つめ、


「そりゃ、どういう意味だろ？」


　するとニャン吉が答える。


【さぁ？　でも、わしの主の何人かは、真実を見て、狂ったに。知りたくないことを知ってしまって、狂ったに。だから、言ってみた】


「そか」


【うに】


「心配かけて、ごめんな」


【ほんとだに。主と一緒にいるのは、疲つかれるに】


「はは、んじゃ、やろうぜ。力を暴走させる」


　と、大兎は遥の家を見上げてから。


　言った。


「いくぞ？」


【に】


「せーのっ」
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　携けい帯たいが鳴る。


　うるさく鳴る。


「…………」


　それに目を覚ましたとき、月げつ光こうはまだ、自宅のソファで寝ねていた。


　携帯の着信音に、彼は薄うすく目を開く。


　しかしまだ、眠ねむ気けでいまいち頭がはっきりしない。


　そのまま彼は、昨日の夜中からつけっぱなしになっていたテレビのほうへと目を向ける。テレビでは日本の北側にある島が誰だれのものだ、彼のものだという話について、中年のコメンテーターが真ま面じ目めそうに話している。


　朝七時台の番組だ。


　それに月光は、目を部屋の時計のほうへと向ける。


　時刻は六時五十分。


　それを見つめ、


「……全然、寝れてないじゃないか」


　と、顔を歪ゆがめて、うめく。


　携帯はまだ、鳴り続けている。


　ズボンのポケットの中で、着信音とバイブが両方鳴り続けていて、彼は目を下ろす。


　するとその、騒そう々ぞうしい携帯が入っているポケットの上で、美み雷らいがくーくーと気持ちよさそうに眠ねむっている。


　こんなにうるさいのになんで起きないでいられるのかはわからないが、彼女は気持ちよさそうな顔で、


「……うー？　えへへ[image: ]　あたしはゲッコーがね、ゲッコーが……トラック乗るの、いいと思うなー」


「はぁ？　いったいなんの話だ？」


「…………」


　しかし美雷は、答えない。どうやら夢を見ているようで、ひどく幸せそうだった。とにかく彼女はにへらにへらと笑い、ヨダレを月光のズボンにたらし続けていて。


「…………」


　月光はその、ヨダレで濡ぬれた部分を見る。それからそのさきのポケットで、携帯が鳴り続けているのを見つめ、ため息をつく。


「なぜ俺が、おまえのヨダレ地じ獄ごくに手を突つっこむ必要がある？」


　と言ってみるが、美雷は一向に起きようとしない。なので起こそうかと思うが、しかし起きたら起きたでうるさいので、やめる。


　美雷を起こさないようポケットに手を突っこむ。そのとき美雷のヨダレに手が触ふれないよう、細心の注意を払はらおうとするが、結局触れてしまって。


「ああ、くそ」


　とうめいて、ポケットから携帯を取り出す。開く。


　すると着信は泉いずみからで、


「俺だ」


　と出ると、携帯の向こう側から、軽けい薄はくそうな女の声がする。


『あたしあたし』


　生徒会書記の、碧あお水み泉の声だ。


　その泉に向かって、言う。


「こんな朝早くから、いったいなんだ？」


　すると泉がそれに、


『いや、今日は生徒会室にみんなで集まるのかを、聞こうかなーと思って』


　という言葉に、月光は部屋の壁かべにかけてある、カレンダーのほうへと目を向ける。


　今日は確か、九月一日のはずだった。


　夏休み、最後の日。


　つまり、学校はない日だ。


　なので、


「夏休みだぞ？」


　と言うと、泉が答える。


『だからガッコこないの？　って言ってんの』


「なぜ夏休みに学校へいく？」


『だって高一の夏休み、最終日だよ？』


「だから？」


　すると泉は楽しげな声で、


『いやー、やっぱ正しい青少年たちとしては、夏休み最後の日にさ、やり残したロマンスやらアバンチュールやらを思って、結局今年の夏も俺、彼女できなかったぜー！　とか慰なぐさめあう必要が……』


　とそこで、月光は携帯を閉じた。


　そのまま携帯をテーブルへと放り投げようとするが、再び携帯が鳴って。


「俺だ」


『あたしあたし』


「切るぞ？」


『なんでよー。ってか、生徒会室きてよ。ちょっと話したいことがあるからさー』


「話したいこと？　なんだ？　電話で言え」


　するとそれに、なぜか泉が言い淀よどむ。なぜかちょっとだけ恥はずかしそうな、辛つらそうな声音になって、


『いや、ええと、電話ではちょっと……』


　なんて言ってくるので、月光は目を細めて、言った。


「言いにくいことなのか？」


『……うん』


「じゃあ一生言うな」


『えー』


「切るぞ？」


『いやいや、ちょっと待ってちょっと待って。ふざけた私が馬鹿でした。ほんとの用件言うから切らないで』


「ん？　本当の用件？」


『そそそ』


「なにか俺がおもしろいと思うような情報を、おまえは持っているのか？」


　と聞くと、泉は当然とばかりの口調で、


『いやーせっかくの夏休み最後なんだから、みんなで集まって、昼から最後の花火でもし……』


「興味ない」


　結局、月光は携帯を閉じた。


　するとまた、すぐに携帯が鳴るが、月光はもう出ない。受話器が置かれたマークが描えがかれたボタンを押して、応答保留にする。向こうには、そのままお待ちになるか、電話をお切りください、というアナウンスが流れているはずだ。


　それに泉が電話を切ったのを確認してから、今度こそ携帯をテーブルの上に置こうとする。


　だが、そのためには上半身を起こさなければならなくて。となるとまずは、膝ひざの上の馬ば鹿か悪あく魔まをどかす必要があった。


　それにもう一度、月光は美雷のほうを見下ろす。


　眠っているぶんには、彼女は顔も整っているのでそれなりにかわいいのだが、


「……こいつは起きるとピーピーうるさいからな」


　と、ゆっくり起こさないで彼は体をずらそうとする。


　ゆっくり、ゆっくり、美雷の頭を膝からどけようとしたところで、しかし、


「うー？」


　と、美雷がうめく。


　そして手で、ぎゅっと月光のズボンにしがみついてきて。


「ああ？」


　と、月光はその手を見て、顔をしかめる。それからその手をつかみ、引っ張ってみる。


　だが、美雷の手はズボンを放さない。起こさないよう少しずつ力を入れて彼女の手を強く引っ張ってみるが、びくともしない。


　そもそも腕わん力りよくでは、悪魔である美雷にはまるでかなわないのだ。


　だから彼女の手をズボンから引ひき離はなすのを、あきらめる。


　彼はため息をつき、もう一度テレビのほうを見る。


　七時を過ぎたのか、番組が変わっている。しかし結局は司会と、コメンテーターと、出ている芸能人が変わっただけで、さっきと同じ、半島がどうの、誰だれ々だれが熱愛だのと言っている。


　それをぼんやりと見つめ、


「仕方ない。このままもう少し、寝ねるか……？」


　なんて言ってみる。


　目を閉じる。


　しかしもう、眠れなかった。


　馬鹿が馬鹿な電話をかけてきて、さらに他の馬鹿が膝に抱だき着いて寝ているせいでもう、眠れなくなってしまって。


「……うんざりするな」


　と、彼は再び目を開く。


　今日もまた寝不足だった。


　だがまあ、それもいい。


　どうせ時間はないのだ。


　二十日後にはテンペロン・クローリーが戻もどってくる。


　二十八日後には、世界が崩ほう壊かいする。


　それをなんとか防ぐために、早急に《軍》を復旧し、それぞれの問題に対応する必要があるのだ。


　だから彼は起きることにする。


　膝の上で気持ちよさそうに寝ている美雷を見下ろし、それからもう、彼女のことを気にせず立ち上がる。


　すると美雷が月光の膝からずり落ち、


「…………」


　ずり落ちたりは、せず、膝に抱き着いたまま、小こ柄がらな体が持ちあがる。おまけに彼女は目も覚まさない。


　それに月光は顔をしかめ、


「おい馬鹿悪魔、いい加減にしろ」


　と、足を揺ゆすってみるが、彼女は落ちない。体を押してみるが、まるで離れる様子がない。


　それに月光は少しだけ途と方ほうに暮れたような顔になり、それから美雷を引っ張って、落ちていたクッションに手が届くところまで、いく。そしてクッションを拾い、美雷の顔に押し付ける。


「おい、しがみつくなら、このクッションにしろ」


　と、命じる。


　するとそれに美雷が、


「うー？　あ、やーらかい」


　などと言って、今度はクッションに抱き着く。そのまま寝る。


　それに月光はやっと膝を解放されて、


「まったく」


　と、美雷から離れる。


　するとそこでまた、携けい帯たいが鳴る。今度はメールだった。それに月光は携帯を開くと、性しよう懲こりもなく泉からメールがきている。


　メールには、


『もうなんで電話切るのよ月光ぽーん？　でさでさ、さっきの本題なんだけど、花火用意してるからさー、最後に生徒会のみんなで、夏休みの想い出作ろうよー。ピザとかとっちゃったりしてみんなで喋しやべって、で、日が暮れたら校庭で花火やろやろ。線せん香こう花はな火びいっぱい買ってあるからさ、ピザ代は、線香花火を一番最初に落としちゃった人もちねーとかさ！　とにかく学校で待ってまーす。楽しみだね。




泉より』




　なんて書いてあって。


　それに月光は、


「…………」


　しかし、なにも言わなかった。


　ただもう一度、カレンダーのほうを見る。


　いまは九月の一日。


　そして世界が崩壊するのは、九月の二十九日だ。


　つまり泉が言うとおり、今日が文字どおりの夏休み最後の日なのだ。今日を過ぎたらもう、この世には二度と夏休みはこない。


　そもそも九月になにもかも終わってしまって、秋も、冬もこないのだから、夏休みがくるはずがないのだが。


　だから、


「……残念だが、花火をやってる暇ひまはないな」


　と、彼は呟つぶやく。


　それから洗面所へいき、顔を洗う。歯を磨みがく。自室に戻り、昨日着っぱなしにしていた制服を脱ぬいで、クリーニングへ出す服置き場に投げ、そして新しいものを出して、着がえる。


　それから再びリビングへ戻ってくる。相変わらず美雷はクッションを抱かかえて、床ゆかに落ちて寝ている。スカートもめくれて、色気のないパンティが丸だしだ。


　月光はそれを見下ろしてから、


「…………」


　廊ろう下かへと移動する。


　そしてそこに用意してあった《道み程ち》に、


「開け」


　と、命じる。


　すると廊下の中央の次元に、裂さけ目が生まれる。その裂け目は生徒会室へと続いている。彼はその穴をくぐり、生徒会室へと入る。


　生徒会室は暗く、そして誰だれもいない。


　当然だ。


　いまは早朝なのだ。


　おまけに夏休み最後の日なのだ。


　よほど暇な奴やつか、もしくは奇き特とくな学校好き以外、こんなところにくる奴はいない。


　そして、


「……俺は、後者か」


　と、自じ嘲ちようするように言う。


　それからもう一度、


「開け」


　と命じる。


　すると今度は、生徒会室の白い壁かべに次元の穴が開く。


　その穴は、《軍》へと繫つながっている。


　いま、月光と黒くろ守すが必死になって復旧を続けている《軍》へと繫がっている。


　場所はこの学校の、地下だ。


　そこに《道み程ち》を繫いで、彼は入る。


　するとすぐに《軍》にたどりつく。


　ちなみにいま、彼が《軍》と呼んでいる場所は、人が集まる組織の名前ではなかった。


　いや、組織としての《軍》も、当然存在する。それどころか再び組織としてきちんと機能するよう、ここのところ毎日のように月光は、以前《軍》を後こう援えんしてくれていた日本や世界各国の金づるどもに会いにいき、再投資を頼たのんでいた。


　さらに世界中に散らばっていた《軍》関係者を宮みや阪さか市に戻し、組織の復興作業にあたらせていた。


　だが、いまここに広がっているのは。


「…………」


　月光がいま訪れた、この部屋に広がっているのは、その、組織としての《軍》とはまた、違ちがった。


　ここは《軍》の、基き礎そになる部分がある場所だった。


　その、《軍》がある部屋を、見つめる。


　部屋は別に、広くない。


　いや、十畳じようほどしかないので、普ふ通つうの教室と同じだけの広さがある生徒会室よりも、狭せまいだろう。


　そしてその部屋の中に──《軍》──は、あった。


「…………」


　と、彼は部屋の中を見回す。


　黒い壁。


　黒い天てん井じよう。


　黒い床。


　黒で埋うめ尽つくされたその部屋にはしかし、なにもない。


　なにも見えない。


　しかしその部屋の空間には、見る者が見れば、文字で埋め尽くされているのが見えるのだという。


　それも《預言》とは違う、文字で。


《預言》とはまた、別の階層に書きこまれた、文字で。


　それが《軍》の、大元だった。


　なんでも黒守の話では、《軍》、というのは組織の名めい称しようではなく、元は呪のろいの名前だったのだという。


　そしてその呪いを作ったのも、黒守だった。


　もう三百年も前の話だ。


　黒守は、《軍》という名前の、小さな呪いの術式を生みだした。


　おまけにそれは、《預言》を解かい析せきし、それに似せて作ったものだったそうだ。


　作った理由は、《預言》を書き換かえるため。黒守が都合のいいように、《預言》を書き換えるために、その呪いは作られた。


　そしてその呪いの中に《預言》に対たい抗こうしようと思う人間が加入し、増えていくほど、術式が複雑化し、強化されていくよう、その呪いは作られていた。


　そしてそれで。


　その、呪いで、最初は簡単に《預言》を書き換えることができると、黒守は思っていたのだという。


《軍》の術式が《預言》を上回るところまで拡大すれば、《預言》を書き換えることは簡単だと、思っていたのだという。


　だが。


「…………」


　とそこで月光は、部屋の中央へと進む。そしてその部屋の、床の部分に指で触ふれる。


　それから、言う。


「《軍》よ、《預言》に干かん渉しようしろ」


　刹せつ那な、部屋全体の色が変わった。


　床の色が、壁の色が、天井の色が、赤、黒、赤、黒と明めい滅めつを始めて──


　しかしそれはすぐに、終わる。


　なにも起きずに、すぐに終わる。


　それを月光は見つめ、目を細める。


　いまので一度、《軍》は《預言》に干渉しようとしたのだ。


《預言》を書き換えるための呪いを、発動したのだ。


　だが、《預言》はびくともしなかった。


　世界はなにも変わらなかった。


　そしてこんな状じよう況きようが、


「…………」


　どれだけ《軍》を強化しても、《預言》には触れることもできない、という状況が、二百年も続いたのだと、言う。


　しかし黒守はあきらめなかった。


《預言》をなんとかすることに執しゆう着ちやくして、あきらめなかった。


　そしてある日、黒守はとある強力な力を秘めた土地を見つけてしまう。


　呪いの力を何千、何万倍にもすることができる、力場を見つけてしまう。


　それがいま、宮阪高校が建っている場所だった。


　そこには、他の場所とはまるで違う、特とく殊しゆな構造の《聖地》があり、その《聖地》を使えば、呪いの力を《預言》に匹ひつ敵てきするくらいに大きくすることが、できることがわかったのだ。


　だから黒守はここに《軍》の本ほん拠きよ地ちを作り、さらにその上に学校を建てて、世間の目から、隠かくした。


　そしてこの場所で、さらに呪いの研究を続けた。


　すると急速に、結果が出はじめた。


《軍》が、《預言》に干渉し始めたのだ。


　そして最初に変わったのは、世界が消しよう滅めつする、時期だった。


　最初は、いまから二十八日後。


　今年の、九月二十九日に、崩ほう壊かいが始まるはずだった。


　だがこの場所に《軍》を作り、そして《軍》が拡大していくことによって、徐じよ々じよに、徐々に、その崩壊の時期がずれていく《預言》が、宙空に書きこまれるようになった。


　最初は数秒、ずれただけだったという。


　だが、呪いの研究を続けていくうちに。《軍》への加入者が増え、呪いが複雑化していくうちに。


　数分。


　数時間。


　数か月。


　一年とズレていき、最後には六年ずらすところまで、黒守は持ちこんでいた。


　三百年もかかったが、黒守はついにそこまで、世界の消失を先送りすることに成功していた。


　いや、もちろんその、《預言》への対策は、アプローチの違いこそあれど、《教会》も、テンペロン・クローリーも、さらには《天てん魔ま》も、《月の裏側の神々》も、人間以外の力を持っている者たちもみな、取り組んでいたのだが。


　しかし結果を出したのは、《軍》だけだった。


《預言》に干渉することに成功したのは、黒守だけだった。


　しかしそれも、


「……無に帰した」


　と、月光は周囲を見回して、呟く。


　いまある《軍》の様子を見回して、彼はそう呟く。


　この部屋は、《軍》の規模によって、その大きさを変えるのだという。


《軍》に関わる人間の量と、思いの量に感応して、部屋の大きさが変わるのだという。


　そして鉄くろがねが暴れて《軍》を崩壊させるまでは、この部屋は三千ヘクタールもの広さがあったのだという。


　三千ヘクタールといえば、あれだ。月並みな言い方をすれば、東京ドーム六百個分よりも、さらに広い。


　そしてそれだけの広さの空間を、《軍》の、呪いの文字は埋め尽くしていたはずで。


「…………」


　だが、いまはそれが、十畳ほどしか、なかった。


　おまけに黒守が三百年の時をかけて必死に稼かせいだ崩壊までの六年も、あっさりシナリオが分ぶん岐きし、いまから二十八日後に戻もどってしまっていた。


　いや、それどころかそれすら、


「…………」


　それすら、《預言》に書かれていた、ということが、最近わかった。


　いままでの黒守の行動がすべて──


　世界の消失を六年ずらすことに成功した、と、黒守が勘かん違ちがいして喜び、さらにそれが勘違いだと気づいて絶望に動けなくなる──ということまで、《預言》には書かれているようで。


　それはまだ、きちんとアクセスすることに成功していない、５スクデュルの《預言》の中の内容のようなのだが、しかし確かにそれは、すでに書かれているようで。


「……で、おまえは《預言》に書かれていた通りに、絶望して動けない、か？」


　そう月光が言って振ふり返ると、後ろには黒守が立っていた。


　しかし黒守がいる場所は、生徒会室だ。


《軍》のある部屋には、入ってこない。


　黒守は次元の裂さけ目の向こう側からこちらを見て、


「……そんな量の《軍》じゃ、《預言》はどうにもできないからね」


「だから？」


「……僕は、三百年かけたんだ。《預言》をなんとかするために、三百年かけた。それでもやっと、六年しかずらせなかった。なのにそれもすべて、すでに《預言》に……」


　が、それを遮さえぎって、月光は言った。


「だからなんだ？」


　すると彼は、こちらを見つめて、言った。


「僕は負けた」


　それに月光は笑った。


「はっ、俺以外はみな負ける」


「…………」


「で、結局おまえはなにがしたかったんだ？　《預言》を書き換えて、なにがしたかった？」


「世界を、救い……」


「吐ぬかすな。おまえはそういう人間じゃないだろう？」


「…………」


「いや、そもそもおまえが人間かどうかも、わからないがな。だが、おまえは別に、世界がどうなろうと、どうでもいい人間だろう？」


「…………」


「なのになぜ、《軍》を作った？　おまえはいったい、なにを書き換えようとした？」


　と、月光は聞いた。


　するとそれに黒守はこちらから目をそらし、それからひどく、疲つかれたような口調で、言った。


「……結局は、変えられなかったんだ。だからそれを話す必要は、ないだろう？」


「馬ば鹿かな。必要な情報は、すべて……」


「僕の個人的な情報の中には、必要なものなんてないよ」


「必要かどうかは、俺が決め……」


　しかしそれを遮って、


「僕は、ただの、魔ま術じゆつ師しさ。《預言》をなんとかしようとあがいた、たくさんいる魔術師の中の、一人。でも本当に、そんなことはどうでもいいことだ。僕は負けた。なら、それで終わりだ。だが、君は違ちがうんだろう？」


　と、黒守は言った。


「君はまだ、あきらめてないんだろう？　なら、こんなことをしてる暇ひまはないはずだ。もしもこの状況でも、君があきらめないのなら、僕の戯たわ言ごとなんかを聞いている時間はないはずだ。だって、もう時間がないんだ。九月の終わりには、なにもかもがなくなるんだ。だから本当に君が、あきらめないつもりなら、他にやることがあるはずだ」


　とそう、黒守は言った。


　それに月光は、黒守をにらみつける。


　あきらめないのなら、と言う、黒守を見つめる。


　あきらめないのなら。


　この状況で、あきらめないのなら。


　黒守はそう、何度も言った。


　だがそもそも月光の中には、あきらめる、なんていう言葉は、なかった。


　というよりも、それだけが彼の、取り得だったのだ。


　日向ひなたに両親を殺され、圧あつ倒とう的てきな力を見せ付けられても、彼はあきらめなかった。


　自分は無能で、ただの子供だと思い知らされても、彼はあきらめなかった。


　とっくにあきらめてもいいような状況だったのに。何度も進むのをやめようと思ったのに、彼は結局はあきらめずに、今日まで生きてきてしまって。


　なのにいまさら、こんなところであきらめる、なんて選せん択たく肢しが、あるはずがなかった。


　だから月光は、笑った。


　黒守を見て、笑った。


　あきらめてしまった黒守を見て、


「馬鹿か、おまえは。あきらめる？　いったい、誰だれにものを言っている？」


　と、言った。


　すると黒守はそれに、悲しげに微笑ほほえむ。そして、


「……なら君に、ついていくよ」


　なんて、言う。そのまま踵きびすを返して、いなくなってしまう。


　それを月光はにらみつけ、それから再び、《軍》へと目を戻す。


　全面が黒い色で塗ぬられた、狭せまい部屋へと目を戻す。


　そしてそれを見つめ、


「……こんな広さじゃ、《預言》には干かん渉しようできない」


　と、言った。


　だが、ならどれほどの広さまで《軍》が拡大すれば、《預言》をどうにかできるのか？　と、考える。


　話によると、三千ヘクタールの広さまで《軍》を拡大すれば六年だけ、崩壊の時がズレるらしいが。


「……だがそれでも所しよ詮せん、六年だ。それにそれすら本当かどうかも、怪あやしい」


　なにせ、《軍》が崩壊し、黒守が絶望する、なんていうことまですでに、《預言》には書かれていたのだ。


　なら、六年ずれた、ということ自体も、《軍》の手て柄がらではなく、あらかじめ決められていたことだった可能性もある。


「まあ、どちらにせよ……」


　いまから《軍》を三千ヘクタールまで戻すのは、無理だった。


　おまけにこれ自体。


　この、《軍》という呪のろいを作って、《預言》をなんとかするという発想自体が、


「……すでに黒守がやって、失敗した仕事だ」


　と、月光は独り呟つぶやく。


　それから彼は、後ろを振り返る。そして次元の穴をくぐって、生徒会室に戻る。


　黒守は生徒会室にももういない。いったいいつも、どこでなにをやっているのかはわからないが、まあ、おそらくは組織の部分の《軍》の復興に尽じん力りよくしているのだろう。


　人が増えれば、《軍》が強くなるから。


《預言》に対たい抗こうするための、《軍》が強くなるから。


　だがそれではきっと、崩ほう壊かいは止められない。


　だから彼は、


「閉じろ。そして開け」


　と、立て続けに《聖地》に命じる。


　すると《軍》に繫つながっていた《道み程ち》が閉じ、それから新しい穴が開く。


　穴の向こうからは、テレビの音がする。


　さっきまで自分がいた自宅の、リビングに《道み程ち》を繫いだのだ。


　そのまま月光は、《道み程ち》をくぐって自宅に戻る。


　テレビでは相変わらず、この島の領土問題は、十年単位で取り組んでいくべき問題だ、などと同じような内容のニュースが流れていて。


　それに月光は思う。


　いまのままではもう、世界には十年も時間は残っていないがな、なんて、少しだけ自じ嘲ちよう気味な薄うすい笑みを浮うかべ、


「…………」


　それから再び考える。


　これから、どうするかを。


　どうすれば、《預言》を書き換かえることができるのかを。


　いや、《預言》だけじゃなく、二十日後に戻ってくると言ったテンペロン・クローリーへの対応策も、考える必要があった。


　いま現在、テンペロン・クローリーは、世界に時間が六年も残っていると思っている。だから二十日後には、奴やつらは全力で襲おそいかかってくるだろう。そんなくだらない戦争をしている暇などないのに、まだ時間があると勘かん違ちがいしているから、この切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようでも、余よ裕ゆうをもって馬鹿な争いをしてくるだろう。


　さらにこちらから、実は世界にはあと二十八日しかないと言って交こう渉しようしようとしたとしても、それを向こうが信じてくれるまでには無む駄だな時間が過ぎてしまう。


　それに加えてテンペロン・クローリーは、《軍》よりも力のない組織なのだ。


　そして《軍》は、《預言》に太た刀ち打ちできなかった。なのに、その《軍》よりも力のない、格下の組織と組んで、どうする？


　もちろんいまの状態でテンペロン・クローリーと戦うのは無理だが、しかし、


「……雑ざ魚こと組んだところで、なにができる？　それこそ自殺行こう為いだ」


　と、彼は呟く。


　それは、《教会》も同じだった。


《教会》も、《軍》と同じで、《預言》にはまるで対抗できていないのだ。


　だがそれなら、どうする？


「俺は……」


　月光は思考を巡めぐらせて、


「俺は、どうしたらいい……？」


　そう、言った瞬しゆん間かん、背後から突とつ然ぜん、


「なになに？　どうしたらいいって、朝ごはんの話？」


　なんて声が、かけられた。


　それに月光は振ふり返る。するといつの間に目を覚ましていたのか、美雷がキッチンから出てくるところで。


　彼女は右手にバナナ、左手にバナナという、アホ丸だしの姿をしている。


　そのバナナ娘むすめを月光は見て、


「起きたのか」


　と言うと、美雷はうなずいて、


「うん！　おはよーゲッコー」


「ああ」


「ねねねねねね、なんかあれだねー。お腹減ったねー、朝ごはんの時間だねー」


　と、もう、二十八日後に世界が崩壊するとはとても思えないほどの元気な声で美雷が言ってくるので、月光は苦笑する。


「その両手のバナナはなんだ？」


「え？　これ？　バナナだけど」


「朝飯はそれで十分だろう？」


「えー、バナナはおやつだよー」


「なら朝からおやつを食うな」


「えーとえーと、あ、そだゲッコー」


「ん？」


「バナナ食べる？」


　と、左手の一本をこちらに差し出してくる。そしてそれを月光は見下ろし、そういえばなにも食べてなかったな、と思い、


「……ああ」


　バナナを、受けとる。


　彼がバナナをむきはじめると、美雷も嬉うれしそうに自分の分をむいて、食べる。


「美お味いしいねー」


「まあな」


　と、二人並んでしばらく、バナナを食べる。


　そして、思う。


　この、並んでバナナを食べてる光景まで、もしも《預言》に書かれているというのなら、その、《預言》を書いた奴は、


「……アホだな」


　なんて、彼は言う。


　すると美雷がこちらを見上げ、


「アホって誰が？」


「おまえだ」


「あたしはアホくなぁあああああああ」


「いいからバナナを食べてろ」


「もう食べ終わっちゃっ……」


　が、そこで月光は、自分の食べかけだったバナナを美雷の口に突つっこむ。


　すると美雷が、


「バナナ美味しいねー♪」


　とまた、静かになるので、彼は思考を進める。


　もしかしたら本当にこの光景も、そしていま、彼が展開している思考のすべても、すでに《預言》されたものかもしれないが、しかし彼は気にしない。


　なにせあきらめが悪いのだ。


　彼はあきらめが悪いのだ。


　なのでぼんやりとつけっぱなしのテレビを見つめながら、頭の中の考えを、整理していく。


　一秒考えるごとに世界の残り時間は失われていくが、彼は気にせず、


「……《軍》を復旧したところで、《預言》は止まらないことはすでに黒守が証明している」


　と、呟く。


　テレビでは討論がさらに激しくなっていて、十年も交渉などできない！　だのなんだのと、元政治家のタレントが叫さけんでいる。


　それに月光はうなずき、


「そうだ。十年も、待てない」


　と、言う。


　その横からバナナを食べ終わった美雷が、


「誰だれと会話してるの？　テレビ？」


　などと言ってくるが、無視して彼は思考を続け、それから、


「よし」


　と、言った。


　バナナで血糖値が上がったせいか、急に頭の中で思考がまとまり始めて、ポケットから携けい帯たいを取り出す。メール画面を開く。新規作成を押し、アドレスには、黒守のアドレスを入れる。





　タイトル


　俺だ。





　本文


　今後、《軍》の復旧はおまえがやれ。二十日後にテンペロン・クローリーが戻もどったときに、対抗できるだけの力を蓄たくわえろ。出来なければおまえはクズだ。《預言》に負け、さらにテンペロン・クローリーにも負けるなら、そもそもおまえは最初からなにもできない雑魚だったということだ。


《軍》はおまえに任せ、俺は《預言》への対処だけに集中する。


しかし《軍》は俺のものだ。復旧したら、実権をよこせ。





　と、メールを打ち終わり、月光は送信ボタンを押す。


　続いてさらにもう一通、新規作成を押す。そしてアドレス欄らんに、グループアドレスを挿そう入にゆうする。


　生徒会の馬ば鹿かども──というタイトルの、鉄、サイトヒメア、碧水泉、ハスガ・エントリオ、セルジュ・エントリオ、安あん藤どう美雷へと一いつ括かつ送信できるようになっているものだ。


　そしてそのメールに、月光はこう書く。





　タイトル


　俺だ。





　本文


　明日あした、二学期の始業式後、すぐに生徒会室にこい。おまえらに少し、話しておきたいことが──





　が、そこまで書いて、文章を消す。


　そして月光は携帯のディスプレイを見つめ、少しだけ考えて、


「…………」


　書き換かえる。


　書き換えた文章は、こう。





　本文


　二学期の始業式後、すぐに生徒会室にこい。おまえらに手伝ってもらいたいことがある。だから遅おくれずにこい。





　それだけ書いて、また送信ボタンを押す。


　しばらくすると、何通かメールが返ってくるが、しかし月光は携帯を閉じてしまって、見ない。


　どうせ馬鹿どもが、あーだこーだと質問してきているのだろう。もしくは泉が、花火はどうするか、などと聞いてきているのかもしれない。


　だがその説明は、どうせ明日するつもりだった。


　あと、残り二十八日しか──いや、明日話すとすると、残り二十七日か。とにかくもう、おまえらの人生はそれしか残っていないということを、明日、話すつもりだった。


　そしてそれを回かい避ひするのは、非常に難しいということ。


　しかしそれでもそれに、対たい抗こうするぞ、ということを、あいつらに話すつもりだった。


　もちろん、黒守や《軍》でもどうにもできなかったことなのだ。


　それを、あの馬鹿どもに話したところでなにがどう変わるとも思えないのだが、しかし。


「…………」


　やはり彼は、あきらめが悪いのだ。


　だからあいつらに話して、全員で《預言》に逆らってみるつもりだった。


　さらに自分にできることも、すべてするつもりだ。


《預言》を出し抜ぬくためにできることはすべてするつもりだった。


　だから、


「……おい美雷。いくぞ」


　と、言う。


　すると美雷は再びキッチンでなにかを物色しようとしていたところで、こちらに顔をあげて、言う。


「ほえ？　朝ごはんは？」


「はっ、奴ど隷れいの朝御ご飯はんなど、バナナで十分だ」


　と、言う言葉に美雷は目を大きく見開き、


「あたしは奴隷くなぁあああああああああい！」


　なんて、叫ぶ。


　そしてそれに、月光は言った。


「奴隷じゃないのか？」


「違ちがうもんね！」


「じゃあなんだ？　おまえはいったい、なんなんだ？」


　と、月光は聞く。


　するとそれに美雷は、なにを聞かれてるのかわからない、と言いたげな、少しだけ考えたような顔になり、それからその回答が頭の中でまとまったのか、急にちょっと得意気な顔になる。それから彼女は小さな胸を張り、ふふーんという顔になって、


「あたしは魔ま界かいでも有名な大悪魔、雷インドラの末まつ裔えいだって、ママが言っ……」


　しかしそこで、月光は美雷の言葉を遮さえぎって、言う。


「よし、その、おまえの言葉を信じて、いまから魔界にいくぞ」


「へ？　魔界に？」


「ああ。鉄が暴走したときに《軍》から聞いた情報では、魔界という場所は、エデルカの力を大おお幅はばに超こえる神種が多数棲すんでいるらしい。ならまずはそこへいって、そいつらが《預言》についてどう思っているのかを、聞きだす」


　と月光が言うと、それに美雷が首をかしげ、


「シンシュ？　ヨゲン？」


　なんて言ってくるが、月光はさらに無視で、


「いいからいくぞ。確か前回、鉄の居場所と繫つないだ場所が、おまえのかつての棲み処かに近かったんだろう？」


　そう聞くと、そのときのことを思いだしたのか、美雷がうんうんうなずく。そして、


「連れてってくれるの!?」


　と叫ぶので、月光は言った。


「ああ」


「ママに会ってくれる!?」


「ああ。おまえのママとやらが、本当に魔界の中で実力者ならいいがな……」


　という言葉に、


「ママ、ママね、あのね、すっごいよー！」


　と、美雷が両手を広げて、言う。


　その、美雷の顔に月光はうなずいて、


「ふむ。まあ、期待はしてない。さあ、もういくぞ」


　と、踵きびすを返す。ソファに立てかけておいた、凶剣スペル・エラーを拾う。


　そして再び、生徒会室に戻る。


　それに美雷が慌あわてて、


「え、え、もういくの？　もういくの？」


　と言ってくるので、


「靴くつをもってこい。靴下のままこっちにきたら、殺すぞ」


　という言葉と、美雷が、靴下のまま生徒会室に入ってくるのが、同時で、


「え、えとえと、あたし靴もってくる！」


　と、美雷は自宅に戻る。どたどたと廊ろう下かを走る音がしてから彼女は戻ってきて、


「じゃーん！」


　最近買ったばかりの、美雷お気に入りのアニメ・パン○ンマンの顔が描えがかれた靴をはいてくる。


「これかっこいいよねー！　ゲッコーこれ買ってくれたもんねー。優しいよねー」


　なんて一人嬉うれしそうにしている美雷は無視して、月光は言う。


「閉じろ」


　それで自宅と繫がっていた次元の穴は、閉じる。


　そして再び、


「開け」


　と、命じる。


　するとあっさり、《道み程ち》が開く。


　繫いだ先は、この世界とはまるで違う、別の次元の座標だった。


　普ふ通つうなら辿たどりつけない、どころか、存在すら知ることのない、座標。


　魔界の中でも、最も深い場所に位置する座標だった。


　しかしこの生徒会室にある《聖地》は、あっさりそこと次元を繫いでしまって。


「いくぞ」


　と、月光はその《道み程ち》を、くぐる。


　さらに背後から、


「うん！」


　と、美雷もこちら側へとやってくるのを確認してから、


「閉じろ」


　と、《道み程ち》に命じる。


　それから彼は、顔を前に向ける。


　未知の世界へと、瞳ひとみを向ける。


　するとそこには、人間の世界ではありえない、景色が広がっていた。


　見み渡わたす限かぎりの荒こう涼りようとした大地。


　空を隙すき間まなく埋うめ尽つくしている、どす黒い雲。


　そしてその雲の中には、雷いかずちが暴れまわり、その光だけがこの世界の光源のようだった。


　雷かみなりが、すべてに君臨する場所。





　そこで美雷が両手をあげて、


「うおー、あたし、帰ってきたー！　ママー、あたし帰ったよー！　いるー!?」


　と、声を上げる。


　するとそれに、すぐに返事があった。


　それは後ろから。


　月光の、すぐ後ろから──


「待ってたよ」


　という、声がした。


　そしてその声に、月光は聞き覚えがあった。


　感情のない、冷たい声。
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　自分のものによく似た、男の声。


　その声が、言う。


「と、言ってもこれも、９スクデュルの《預言》には書かれてたことだから、もし兄さんがそれを読めるようになっているならきっと、驚かな……」


　が、そこでそいつの声は止まる。


　弟の。


　日向ひなたの声は、止まる。


　なぜなら月光が、腰こしの剣けんを抜いたから。そのままぐるりと体を回し、


「敵の命を祓はらえ、凶剣スペル・エラー！」


　と、叫さけぶ。


　そして剣で日向に斬きりつけようとする。


　振ふり向いたさきにはやはり、自分にそっくりの男がいる。感情のない、こちらを小こ馬ば鹿かにするような薄うすい笑みを浮うかべた男が、


「アイヴィィ。」


　と、呟つぶやく。


　すると月光の、足下の土が急に盛りあがり、そこから一人の、美しい女が飛びだしてくる。


　真っ白い髪かみ。


　白い肌はだ。


　白い瞳。


　黒い服。


　その女が、日向を斬りつけようとしていた月光の凶剣スペル・エラーを、口で喰くらいついて止めてしまう。


　だが、月光は気にしない。


　凶剣スペル・エラーを止められても、気にしない。


　ただ、憎にくしみのこもった目でその女の後ろに立つ男を、にらむ。


　弟のことを、にらみつけて、


「……日向」


　と、低い声でうめく。


　するとそれに弟が笑った。


　やはりこちらを馬ば鹿かにするような、それでいてどういうわけか、少しだけ嬉しそうな、愛おしげな顔で、もう一度。


「待ってたよ、兄さん。ずっとこの日を、待ってた」


　なんてことを、言った。







　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆







　場所は戻もどる。


　そこは、遥はるかの自宅の、庭先。


　そこで、


「せーのっ」


　大たい兎とは再び、《預言》へとアクセスしていた。


　触ふれるべきではない《預言》。


　知るべきではない、真実を、見ようとしていた。


　彼は瞳に力を集める。


　黒ウサギの力を、左目に集める。


　するとすぐに、それは見え始める。


　空間を埋め尽くす文字。


　まるですべての人間の人生を。


　すべての世界の情報を管理しているかのように広がる、《預言》。


　それを見た瞬しゆん間かんにまた、脳の中に情報が入ってくる。脳が溶とけ、そして体が壊こわれてしまいそうなほどの量の情報が、彼の中に入ってくる。


　最初に見えたのはまた、自分の姿だった。子供のころの、自分の姿。


　当然だ。


　この庭ではいつも、遥と一いつ緒しよに遊んでいたのだ。だからまず、最初に、この庭で遥と遊んでいたときの光景が、目に入ってくる。


　そして大兎はそれを捨てる。


「これじゃない」


　と、言って。


「他の情報を寄こせ」


　と、言って、彼は脳の中に入ってくる光景を、捨てる。


　するとさらに他の景色が見える。


　いくつもいくつも、遥との記き憶おくが見える。


　でもそのどれもが自分のもので。自分に関連しているもので。


　どうやら、自分が関係している場所と、少しずれた場所の預言を読もうとすると、いままで以上に大きな力がいるようだった。


　触れようとしただけで。


　遥の過去や、記憶のようなものに触れようとしただけで、一いつ瞬しゆんで彼の脳は溶けてしまって。


「うぁ」


　一度、《預言》へのアクセスが止まる。


　彼はそのまま地面にうずくまり、それから脳の復活を確認すると、立ち上がる。


　それからもう一度、《預言》を見る。


　自分の情報を捨て、また、遥の情報に──


「がぁ」


　だが、だめだった。


　彼は死ぬ。その場に倒たおれる。すぐに傷は修復され、生き返る。


　それに彼はまた、立ち上がって、


「……くそ」


　再び、《預言》へとアクセスした。


　必死に《預言》を見続けた。


　死ぬ。


　生き返る。


　死ぬ。


　生き返るを繰くり返し、死ねる限界回数まで達したら、一回目の死から十五分経つまで休み、不死の能力が復活したあとまた、続ける。


　遥の《預言》を、見るために。


　遥がいったい、なにに巻き込まれているのかを、見るために。


　だが、それから一時間ほどは、まるで成果がでなかった。


　自分の記憶や、過去、未来を見ることは、できる。だが、他人の──とくに遥の過去にアクセスしようとするが、一瞬で大兎の脳は許容量を超こえてしまって。


「ぐぅっ」


　と、彼はうめく。


　そして二十七回目の死が、彼に訪れる。


　脳が壊れ、彼は地面に倒れる。


　まるで欲しい情報がある場所にはたどりつけない。彼が見たいと思っている《預言》の場所には、たどりつけなくて。


「……くそが」


　彼は、うめくように、言う。そして自分の脳に与あたえられた損傷が、回復するのを、待つ。体中に侵しん入にゆうしてきた《預言》の毒が、消え去るのを、待つ。


　すると傷が癒いえる。


　傷が癒える。


　脳の傷が、癒えていく。


　そしてその、途と中ちゆうで、


「…………」


　妙みようなことが起こったのが、わかった。


　二十七回脳が破は壊かいされ、そしてその修復されていく途中で、なぜか、脳の中のなにかが、いつもと違ちがう感じに修復されたのが、わかった。


　いや、別に脳のことに詳くわしいわけではないので、いったい自分になにが起きたのか。なんでそうなったのかはわからないが、しかし、あきらかにいま、自分の脳が、いつもと違うふうに繫つながったのがわかって。


「って、おいおいこれ、ちょっとやばいんじゃ……」


　しかし言葉は、そこまでだった。


　なぜなら彼の脳は、勝手に記憶の再生を、始めてしまったから。大兎はなにも考えようとしていないのに。


　いや、脳の傷の修復も、完全には終わっていないのに、勝手に記憶の再生が始まって。


「…………」


　大兎は、それを見る。


　遥の家の庭に倒れたまま、それを見る。


　すると、脳が再生しようとしているのは、古い、記憶だった。


　本当に古い、古い、古い、記憶。


　その記憶の中で大兎は、遥に会っていた。


　しかしそれは小六じゃない。


　遥が引ひっ越こしてきた、小六のことじゃない。


　もっと昔だ。


　ずっと昔。


　その記憶が、自分の中には、あるようだった。


　彼が必死に《預言》の中で見つけようとしていたものが、どういうわけか自分の中にあるようだった。


　だから、脳が勝手に再生を始めたのだ。


　必死に遥のことを考えて生き死にを繰り返しているうちに、脳が、彼の意思に反応して、その再生を始めたのだ。


　それも、それはいままで隠かくされていた記憶のようだった。なにか拘こう束そく具のようなものに閉じられていた、記憶。


　封ふう印いんされていた記憶。


　その記憶が、蘇よみがえる。


　場所は公園だ。


　あの、公園。


　大兎はいじめにあっていて、学校をさぼって公園に逃にげていたころの、記憶。


　しかしそれは、その公園の中の話じゃない。


　公園に向かうときの、記憶だ。


　公園へ向かう途中の、歩道を歩いているときの、記憶。


　そしてその記憶には、覚えがある。黒ウサギの力に負けて暴走していたときに、見た記憶だ。


　確かその公園に向かう途中で彼は、奇き妙みような男に洗脳の魔ま法ほうをかけられてしまい、そして、ヒメアを好きになるのだ。


　そしてその記憶は封ふうじられていて、ついこの間まで思いだせないでいた。


　記憶にかけられていた封印が外れるまで、思いだせないでいた。


　だが、いまははっきり思いだせる。


　その男の姿まで、はっきり思いだせる。


　陽光に、七色にきらめく薄桃ラベンダー色の髪かみ。理知的な真紅の瞳ひとみ。服は白い、スーツのような、ローブのような、いままで見たこともないようなものだった。


　そしてそいつが、大兎を洗脳したのだ。


　ヒメアを、好きになるように。


　孤こ独どくで、寂さびしくて、泣いているヒメアを好きになるように。


　そのときの記憶を、大兎は思いだす。


　そのときの記憶を、彼は思いだす。


　男は言った。


『君を選ぼう。優しそうだから』


　大兎はその男を見上げて、言った。


『おじさんは誰だれ？』


『僕は僕だよ』


『？』


『それよりも君にお願いがあるんだ』


『僕に？』


『そう』


『なに？』


『この先の公園に、泣いてる女の子がいるんだけどね』


『泣いてる女の子？』


『そう。それは僕の分身なんだけどね』


『？』


『その女の子は、ずっと孤独すぎて、もう、おかしくなりそうなんだ』


『友達がいないの？』


『そうとも言えるね』


『僕と同じだ』


『はは、じゃあ仲間だね』


『僕、その子と友達になるよ』


『君ならそう言ってくれると思った。なら、君に力をあげよう』


『力？』


『うん。彼女を見ることができる力。それに、彼女を好きになるための力』


『どういうこと？』


『人間は知らなくてもいいことだよ。さあ、もういきなさい。そして君は、君のために用意された人生を歩くといい』


『おじさんの言ってることはわかりにくいなぁ。どういうこと？』


『別に知らなくていいよ。僕に会ったこと自体、忘れるから。さあ、君の物語を始めるといい』


　そして男は、大兎に力を与えた。


　この世から消えてしまいたいと願うほどに、孤独に沈しずんでいる少女を見つける力を。


　その子だけを、好きになるための力を。


　そしてそれで、その記き憶おくは、終わるはずだった。


　それが、大兎とヒメアの間にある秘密の、すべてのはずだった。


　だが。








　だが、その記憶すら、噓うそだった。








　その記憶を大兎が思いだすように。


　その、偽いつわりの記憶を彼が思いだすよう、記憶には罠わなが仕し掛かけられていた。


　そしていまの大兎はその罠を、壊こわすことができるようになっていた。いや、何度も何度も脳を壊すことによって、その罠自体が、破損してしまったのかもしれない。


　とにかく彼はその、罠を壊した。


　記憶にかけられていた拘束具を、取り外した。


　すると中から、本当の記憶が出てきてしまう。


　いままで隠されていた、本当の記憶が出てきてしまう。


　彼が知らなかった真実が。


　彼が見ていなかった真実が、蘇ってきてしまって。


「…………」


　記憶がまた、再生される。


　さっきと同じ記憶がまた、再生される。


　それは公園に向かう、歩道。


　いじめから逃げるようにして、公園へと向かう、自分の姿。


　泣きそうな自分の姿。


　そしてその、大兎の前に、


「…………」


　遥が、現れた。


　年は大兎と同じ、五歳くらい。


　だが、それが遥だと、わかる。


　遥の子供のころの姿は知っているのだ。遥の家で、遥の子供時代が写った写真を何度も見たことがあるのだから。


　だからそれが遥だということは、すぐに分かった。


　そしてその遥が言う。


　泣きそうな顔をしている大兎に向かって、


『君を選ぼう。優しそうだから』


　それに大兎は、遥ではなく、なにもない宙空を見上げて、


『おじさんは誰？』


　と、言った。


　まるで幻まぼろしかなにかを見せられているかのように、大兎は遥の顔よりも、ずっと上のほうを見上げて、そう言った。


　すると遥が微笑ほほえみを浮うかべる。


　妖よう艶えんな微笑みを浮かべる。


　ヒメアにそっくりな、美しい微笑みを浮かべる。


　そして、彼女は大兎に自分の姿が見えていないことを確認すると、


『僕は僕だよ』


　と、言う。


　さらに遥は楽しげな顔で、続ける。


　さっきと同じ会話を。


　さっきと同じ話を。


　さっきの男が言ったことと同じことを、遥が、言う。


　──それよりも君にお願いがあるんだ。


　──この先の公園に、泣いてる女の子がいるんだけど。


　──それは僕の分身なんだけど。


　と、遥は言う。





　──それは僕の、分身なんだけど。





　と、遥が、言う。


　ヒメアのことを。


「…………」


　遥は、ヒメアのことを分身だと、言った。


　そして彼女は、その分身を助けてくれと大兎に頼たのんだ。


　なぜ、大兎を選んだのかはわからない。


　どうして大兎に救ってもらおうと思ったのかはわからない。


　だが、遥は大兎を選び、ヒメアを、そして自分を助けてくれと頼んで。


　それからずっと、監かん視ししていたのだ。


　隣となりで。


　彼の隣の家で。


　すべてがうまくいくように、彼女はにこにこ笑いながらずっと、監視を──


「……う、あ」


　ぴったりと大兎に寄りそうように、ずっと監視をしていたのだ。


　そしてそれを大兎は思いだして、


「…………」


　悲鳴を、上げた。


　だが、声は出なかった。


　あまりの恐きよう怖ふに。


　あまりの絶望に、声は出なかった。


　まるで自分の人生のなにもかもが操られているような気がして。


　自分が真実だと信じていたものがすべて、偽りに見えてしまって。


「……俺は」


　と、言う。


「……俺はいったい……なんだ？」


　と、言う。


　それから顔を上げる。


　遥の家を。


　見知っている庭を。


　まだ蟬せみが鳴いている夏の空を。


　だがそこにはすべて、《預言》が書かれていて。


　いま、大兎が悲鳴をあげることも。


　ヒメアが泣きながらブランコに座っていたことも。


　遥が自分を──俺を、操ろうとしていたことも、すでにそこには書いてあって。


　ならもう。


　信じていたものが、こんなにも噓ばかりなら、もう、


「……どうにも、できないじゃないか」


　と、彼は言った。


　あらかじめ預言された世界を見つめて。


　あらかじめ預言された未来を見つめて。


　もう、どうにもできないまま、二十八日後にはなにもかもが消えてしまうこの狂くるった場所を見つめて、


「…………」


　心が、折れそうになる。


　立ち上がる力を失いそうになる。


　しかし、そこで。


「…………」


　そこで突とつ然ぜん、ポケットの中の携けい帯たいが、鳴ったのに気づいた。


　着信音とバイブが鳴って、それで彼は、現実に引き戻もどされた。


　彼は顔を上げ、ポケットに手を入れる。携帯を取り出す。すると届いたのは、メールで。大兎は受信ボックスを開く。


　すると送り主の欄らんには、碧水泉──と書かれていた。


　メールの内容は、ひどくたわいのないものだ。


　今日は夏休み最後の日だから、生徒会のメンバーで花火大会をします。だから生徒会のメンバーは、学校に集まれー、と、いうような、そんなメール。


　しかしそれを見て。


　その、世界がどうのこうのやら、誰だれが誰に騙だまされていたやらといった話とはまるで別世界の、ごく、普ふ通つうのメールを見て、


「……俺は」


　と、彼は言った。


　そして立ち上がる。もう一度携帯を握にぎり締しめ、泉からのメールを、読む。


　生徒会のメンバーで、花火大会をやる、という、メールを読む。


　そしてそれを見つめて。


　彼はその、メールを見つめて、


「……俺は、なにやってんだ。なんで一人で全部、抱かかえこもうとしてんだ。俺には……俺には、仲間がいるのに」


　と、言った。


「まだ、誰にも相談してないのに、なにあきらめようとしてんだ……」


　と、言った。


　それから顔を上げる。


　小さく息を吐はき、そして、吸う。それでも心は回復しない。体はこんなにも簡単に治ってしまうのに、心はまるで、元に戻ってくれなくて。


「…………」


　しかし彼はそれを無視して、胸をどんっと、たたく。


　まるでそこに空いてしまった穴を埋うめようとするかのように、彼は強く、強く、胸をたたく。


　そして、


「……月光の馬ば鹿かに、相談する」


　と、言った。


　震ふるえる声で、


「あいつならきっと……いや、あいつらと一いつ緒しよならきっと、こんな……こんな《預言》なんて……」


　とそう、彼は言った。


　そして顔を、空へと向ける。


　すると相変わらず空は晴れ渡わたっていて、大きな雲が折り重なっている。


　まるで《預言》などないかのように。


《預言》に書いてあることなど、すべて噓うそだと思えるくらいに、空は青く、綺き麗れいで。


　だがそこには確実に《預言》があるはずだった。


　狂った《預言》が見渡す限かぎりを埋め尽つくしているはずだった。


　そしてそれを見つめ、


「…………」


　彼は、なにかを言おうとした。


　なにか、決意のようなものを口にしようとした。


　だがそれも止まる。


　なぜならまた、メールがくるから。


　携帯にメールがくるから。


　そしてその、メールにはこんなことが書かれていた。





　タイトル


　大兎～。





　本文


　起きてる？　それとも夏休みだから、まだ寝ねてるかなー？　あはは。あのね、その、私もう、家につくよー？　そしたら大兎の家、いっていいかな？　お土産みやげあるしね、あの、それに、夏休み全然一緒に過ごせなかったから、今日は一緒に過ごしたいなぁ……なんて。あの、とにかくもう帰るから、あとでそっちいくね！　目、覚ましといてね！





　なんてメールが、遥から届いて。


　そして、背後で音がする。


　門が開く、音がする。


　それに彼は、


「…………」


　大兎は、振ふり返って。







　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆















あとがき







　今回はおもしろ重大発表がありますが、それはまたあとで～。





　お待たせしました。


『いつか天てん魔まの黒ウサギ７』でございます。


　いやー、だいぶ物語が核かく心しんに触ふれ始めましたが、あとがきではネタバレは書かないようにするとして！


　今回はなにげに、前回の長編からだと八か月もあいてしまっていますね。


　ちなみになんでそうなったのかというと、あれです。今年のために力を貯ためていたからなのです。


　ちなみに今年はなに年ですか？


　そうです。初版を買っていただけている方はわかると思いますが、そう！


　今年は、ウサギ年なのです！


　つまり今年は、黒ウサギの年になるじゃないか───────！　と、いうのを、読者の方にファンレターで教えて貰もらって、さっき気づきました。


　あれ、じゃあ全然八か月あいた理由にならないじゃんね（笑）


　でも、『いつ天』が力を貯めていたのは本当です。


　というのも、すでに『紅くれない月げつ光こうの生徒会室』ではアニメ化企き画かく進行中を発表していましたが、長編しか買ってないぜ！　という方のためにあらためて。





　いつか天魔の黒ウサギ。





　ＴＶアニメ化決定です！





　わーわーぱちぱち。


　ってか、早くない？　伝勇伝アニメになるのに八年くらいかかったんだけど、いつ天は二年でここまできてしまいました。いや、確かにね、ものすごい勢いで人気がでたの。


　本当にこれはみんなのおかげで、感謝してもしきれません。


　みんなありがとね！


　いや、『紅月光の生徒会室』のあとがきでは、月光が「俺のおかげだ」とか馬ば鹿かなこと言ってたけど（笑）





　でもって、他にもすごい発表があるのです。


　まずはねー、すでにドラゴンエイジで、『いつか天魔の黒ウサギ』はコミカライズしてるんだけど、なんと今度は、少年エースにて、『紅月光の生徒会室』のコミカライズ企画が進行し始めました！


　ヒメアや大兎、月光や美雷たちが、生徒会室でわーきゃーいってる話が漫画になりまーす。楽しみだね！





　という話と、さらにもう一つ、重大発表があるのです。なんか、『いつ天』担当キャサリンが突とつ然ぜん電話をかけてきて、こんなことを言ってきました。


「あ、鏡かがみさん、原げん稿こうの調子どうですか？」


「頑がん張ばってまーす」


「でも辛つらいでしょう？　わかってます。この本、五か月連続刊行のラストですもんねー。鏡さんが苦しいのはわかってます」


「いや、別にそんなに苦しくないけど……」


「え、ほんとですか？　あれですよ？　苦しかったら早く言ってくれないとだめですよ？　体を壊こわしたら元も子もないんですから。みんな心配してますからね！」


「あ、はい。心配してくれてありがとうございま……」


「ところで『まだ辛くない鏡』さん」


「へ？」


「『まだ辛くない鏡』さん」


「なんかまだ辛くないを強調するね」


「気のせいです。ところで『まだ辛くない鏡』さんに朗ろう報ほうです」


「朗報？」


「はい」


「なに？」


「仕事増やすよ☆」


「え？」


「思いっきり仕事増やすよ☆」


「あの……」


「でもすっごくおもしろい企画だから、聞いてください！」


「いやあの」


「聞いてください！」


「あ、はい」


「あのですね、いつ天の長編にですね」


「うん」


「なんと、アニメＤＶＤを付けて、限定版作ろうぜ企画があります！」


「えええええ!?」


「でもって、『そのアニメの内容を君が決める！』的な企画を立ち上げます！　つまりいつ天ファンのみなさんから意見をつのるわけですね！」


「ほほう！」


「で、もちろん鏡さん、その企画に全面的に協力してくれますよね！」


「えっと」


「えっととか言っても、もうホームページは作っちゃってまーす☆　アドレスはこちら」


「ってちょっと待っ……」


「こちら！」





http://www.fujimishobo.co.jp/sp/200907itsuten/。ちなみにこの本の発売と同時にＨＰも新しくなっているはずです！





「アニメＤＶＤの内容は、君がきめる！　協力よろしくお願いします☆」


　と、言いたいことだけ全部言って、キャサリンは去っていきました。


　うん。


　なんか、仕事が増えたっぽい。


　けど、おもしろそうな企画だよねー！　これ、みんなでわーっと盛りあがれたらいいねー！


　というわけで、みんな協力よろしくお願いしまーす！





　と、そんなこんなで重大発表＆宣伝が終わったのですが、今回はあとがきスペースが十枚くらいあるそうなので、えー、いま何枚だ。あ、六枚目くらいですね。


　なので残りは、近きん況きよう書きまーす。





　近況。


　最近、作家さんたちとフットサルを始めました。


　フットサルというのはあれです。ミニサッカーのことです。ちなみにフットサルを始めた動機は、ボールは友達！　と僕らが叫さけび続けるくらいサッカーが大好きだから、ではなく、みんなの人間ドックでの結果がイヤーンなものだったからです。


　みんなの人間ドックの結果を見回して最近僕らが知ったのは、別に太ってなくても、年が若くても、机に座りっぱなしの作家は脂し肪ぼう肝かんになるっぽいという事実！


　なんてこった！


　運動不足だそうです。でも、運動するとすぐに治るそうなので、ボールは友達、と叫ぶことにしました。


　電撃と富士見の作家さんたちで集まってやってます。


　でもスポーツってすごいねー、健康のためには運動できないのに、フットサルのためなら体力作りしようと思えるもんね！　という発言を、昨日フットサルを始めたばかりの僕はここに書いちゃいますが、なにごともなかったかのようにやめてたらすみません。


　よくあることだけどね！（だめですね！）


　ちなみに昨日は、朝原稿、昼フットサル、おやつの時間にこのあとがきを途と中ちゆうまで、夜スタジオでバンド、というハードスケジュールでした。


　久し振りのちゃんとした休みで（途中原稿やってるじゃねぇかというのはさておくとして）楽しかった！


　しかし全身筋肉痛でもう原稿は出来な……


「だめでーす☆　でもフットサルはいいですね！　健ケン康コウも原ゲン稿コウも大事ですもんね！」


　と、キャサリンがうまいこと言った、と言わんばかりの顔で胸を張っているので、そろそろ終わろうと思います。


「え、私そんな顔してな……」


　はい、終わりまーす（笑）





　あ、そういえば、キャサリンが日々僕の仕事を増やしていく様が呟つぶやかれている、『いつか天魔の黒ウサギツイッター』というのがネット上で展開しています。僕もツイッターはやってるので、見られる方は、ぜひフォローのほうをよろしくお願いしまーす。





鏡貴也ツイッター　　http://twitter.com/kagamitakaya


原作公式ツイッター　アカウント：info_itsuten　アドレス：http://twitter.com/info_itsuten





　さてさて、次にお会いできるのはたぶん、四月の『紅月光の生徒会室』、五月の『伝勇伝』、七月の『いつ天』の順番な気がします。フットサルで骨折とかしなければ、ですが！（笑）


　あと、アニメの情報や短編なんかは、ドラゴンマガジンで随ずい時じ発表されていくので、よろしくねー！


　いつ天の素晴らしいイラストを描いてくれている榎か宮みや祐ゆうさんも、さっきの会話とまったく同じノリでキャサリンから、アニメ関係の強きよう烈れつな仕事を増やされていたので、それもみんなお楽しみに！


　まだ秘密だけど、これも、すっごいよー！


　というわけで、今回はここまでー。


　ほいではまた！





鏡貴也公式ＨＰ：http://www.kagamitakaya.com/




鏡貴也
















鏡貴也先生と榎宮祐先生に応援のお便り、お待ちしてます！





〒一〇二─八一四四


東京都千代田区富士見一─十二─十四


ファンタジア文庫編集部　気付


鏡貴也（様）


榎宮祐（様）












いつか天てん魔まの黒くろウサギ７


二学期でさよなら





鏡かがみ　貴たか也や
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